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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章／無辺の世界






　仏の光が世界を照らしている。

　寇こう魔まによって崩された世界は地獄の風景に他ならなかった。そこらに無残な死体が転がっている。血がこびりついている。ただよう強烈な腐臭のせいで嗅覚はとうに麻ま痺ひしているが、できることなら目を潰して視覚も手放してしまいたいほどだった。

　少女は瓦が礫れきの上に身を横たえ死を待っていた。

　故郷のために死力を尽くして戦った。手が折れても足が折れても痛みを堪こらえて必死で戦い続けた。でも成果はなかった。失ったものは数知れず、救えた命は数える程度。

「神かみ津つ隊長……」

　邪悪に曇った空を見上げながら呟つぶやく。

　それは少女の上司の名前だった。特殊災害対策課・第一隊隊長。世界最強のＯＬＩ因子を宿した天てん壌じよう無む窮きゆうの聖せい仙せん。今頃はべつの彩さい皇こうの相手でもしているのだろうか。どうせなら最さい期ごに顔を見たかったな、でも会えるはずもないだろうな──そう諦めかけていたのだが、

「……遅れてすまなかった」

　声をかけられて瞼まぶたを開ける。

　そこには少女が会うことを願ってやまなかった人物──神かみ津つ彩さい紀きがいた。心配そうな顔で少女の顔を覗のぞき込みながら、治療のための霊れい氣きを流し込んでくれている。

　温かかった。

　霊れい氣きも──この人の心遣いも。

　だが少女は自分が助からぬことを熟知していた。ＯＬＩ因子はあらゆる事象を再さい顕げんする。しかし結局は人の想像力によって成り立つ力だ。諦めが先に来てしまえば助かるものも助からなくなってしまう。

　少女は疲れていた。

　戦いばかりのこの世界に。

「もういいです。隊長」

「よくない。お前は俺が助ける」

「ねえ。仏教の目的は何だと思います？」

「知らねえよ。しゃべんな。あと少しだから──」

　神かみ津つ隊長の声が遠ざかっていく。少女はもはや生きることを諦めた。こんな苦しみに満ちた世界で命をつなぐことに意味はない。極楽浄土のような場所でこそ生きる価値がある。

　仏の光が世界を照らしている。

　南無■■■■■

　南無■■■■■

　南無■■■■■

　少女は名も知れぬ存在に祈りを捧ささげた。

　それは米粒のように些さ細さいな祈りだった──しかし千年後に振り返ってみれば、確かに世界を変革するだけの力を秘めた壮大な願いに相違なかったのだ。

　この世界は壊すべきである。

　壊して壊して──作り変えるべきなのだった。











一章／八岐大蛇ヤマタノオロチの食い残し






　浮ふ塊かい・榮えい凜りん島とう。

　宙にぷかぷか浮かぶ巨大な土くれである。

　何な故ぜ浮いているのかといえばＯＬＩ因子がそうさせているからだ。榮えい凜りん島とうは現在《桃源郷の基礎因子》を宿すことによって「現世から隔離される性質」を獲得している。人々が容易に辿たどり着つくことができない理想郷──その在り方を、物理的に浮遊することで再さい顕げんしているのだ。

　ゆえに下界から人間がやってくることはまずない。

　天てん颶ぐのように羽根が生えていれば話は別だろうけれど。




「ねえ、そろそろ榮えい凜りん島とうの外に出てみない？」

　葉月の廿日はつかを過ぎた頃である。

　めでたく夏を迎えた榮えい凜りん島とうはやかましい蟬せみの鳴き声に包まれていた。

　狐きつねの耳と尻尾を持った少女──熾し天てん寺じかがりは、額に浮かんだ汗を拭いながら背後に視線を投げかけた。

「──外か。それも悪くないが、とりあえず休んだらどうだ」

　木に寄りかかるようにして道服の男が立っている。

　熾し天てん寺じかがりの奴隷にして番つがい。天てん壌じよう無む窮きゆうの聖せい仙せん・神かみ津つ彩さい紀きだった。

　彼は持参した竹の水筒で水分補給をしていた。仙人は穀物を断ち飲まず食わずで生き長らえることができるというが、この男は普通に食べるし普通に飲む。

　かがりは彼の隣に腰をおろすと、背負っていた籠を地面に置いた。

「外ってどんなところなの？　たくさん寇こう魔まがいるのかな」

「さあな。この千年の間で世界がどう変わったのかは判然としない。だが人の営みは確実にあるはずだから、行ってみて損はないだろう。──ほら、飲みたまえ」

　手渡された水筒に口をつける。桃の果汁を混ぜた水だった。例の騒動以降、榮えい凜りん島とうではそこら中に桃の花だの実だのが見られるようになった。彩さい紀き曰いわく「ＯＬＩ因子が正常に動作している証拠」とのことだが、かがりには異常現象としか思えない。桃美お味いしいけれど。

「今日はこんなところだな。熱中症になったらいけないし、休んだら帰ろうか」

「そうね」

　籠の中には彩さい紀きが薬を作るための薬草が入っている。

　二人で山に分け入って色々と採取するのが日課となっていた。

　かがりは桃とう水すいを味わいながら空を見上げる。すべて世は事もなし──とは言い切れないのかもしれないが、ずいぶん榮えい凜りん島とうも平和になったものだと思う。これは歓迎するべきことに違いないのだが、幼少の頃から数多あまたの苦難を味わってきたかがりにとっては異次元のような感覚だった。ふと隣に座っている仙人を見上げた。こいつは何を思って日々を生きているのだろう。

「彩さい紀き。あんたは別の場所に行きたいとは思わないの？」

「行くべきなのだろう。だがこうして晴耕雨読の日々を送るのが心地よいから、ことさらに遠出をしようという気が削そがれてしまうのだ」

「そ、そうね。あんたは私と一緒にいるのが好きなんだもんね」

「好きとか嫌いとか、そういう単純な言葉で表現することはできない」

「《表現しろ》」

「好き」

　尻尾が無意識のうちに揺れる。言こと霊だまとは便利なものだと常々思う。

　彩さい紀きは悔しそうに目を細めてそっぽを向いた。

「その言こと霊だまはどうにかならんのか？　いつ《全裸になれ》と命令されるかとヒヤヒヤしてるんだが……」

「そんな命令するわけないでしょ。したら私が変態みたいじゃない」

「ふん、俺も平和ボケしてしまったものだ。妖獣にわけのわからぬ煉れん術じゆつで縛られて平然としているなど神かみ代よの時代ではありえなかった。最強の聖せい仙せんが聞いて呆あきれるぜ」

「《でも満更じゃないでしょ？》」

「満更ではない」

　質問形式にも応用できるらしい。かがりはまた一つ賢くなった。

「……いやしかし、俺は本当に平和ボケしているらしいな。そもそも俺の目的はこの時代の情報を集めることだったはずだ。それを忘れて暢のん気きに薬草採取に精を出しているとは……」

「でも榮えい凜りん島とうはあんたのおかげで平和になったわ。少しくらいボケてもいいと思うけど」

「榮えい凜りん島とうの寇こう魔まを追い払うのはただの寄り道だったのだ」

「あれが寄り道なの？　やっぱり規格外ね、あんた」

「規格に収まってりゃ千年前に死んでいただろうよ」少しだけ寂しそうに彩さい紀きは言う。「いずれにせよ近いうちに世界の視察に出る。榮えい凜りん島とうを拠点にして全国を旅しようではないか」

「そのときは私も一緒に行くわ」

「好きにしたまえ。俺はお前のもとを離れられんからな」

　かがりは「うん」と頷うなずいて彼の道服に頭をこすりつけた。

　彩さい紀きは少しだけ迷惑そうな顔をしていた。しかし気を遣う必要はなかった。以前は彼が寝ている隙にこっそり行ったにマおーいキづンけグだが、冷静に考えたら遠慮することはないのだ。

　だってこいつはかがりの所有物なのだから。

「……お前、最近羞恥心が薄れてきてないか」

「え？　なんのこと？」

「遠慮なくひっついてくるようになったよな」

「ひ、ひっついてるわけじゃないわよ！　これはあんたがちゃんと私のものであるかを確認するための神聖な儀式なの！　べつに変な意味じゃないんだからね」

「ふむ……まあいいけどさ。暑いからほどほどにしてくれ」

「もうちょっと」

　すりすりすりすりすりすりすりすり。

　蟬せみの鳴き声に包まれながら、二人はしばらく身を寄せ合っていた。





○






　榮えい凜りん島とうは長らく天てん颶ぐによる支配を受けていた。

　しかし寇こう魔まに搾さく取しゆされる日々は終わりを告げた。熾し天てん寺じかがりと神かみ津つ彩さい紀きの活躍により天てん颶ぐどもは一掃され、その背後にいた凶悪な神々も滅亡の運命をたどり、熾し天てんの巫み女こを蝕むしばんでいた病魔も消きえ失うせた。島にわだかまっていた悪意の連鎖はかがりのもたらした炎熱で焼き払われてしまったのだ。

　かくして榮えい凜りん島とうをつつみこんでいた暗雲は数十年ぶりに晴れた。

　かがりのことを「忌いみ子こ」だの「化ばけ狐きつね」だのと表立って誹ひ謗ぼうする者はいない。神かみ津つ彩さい紀きのことを「変態」だの「不審者」だのと表立って誹ひ謗ぼうする者もそんなにいない。
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　しかし、かがりは人間たちに交じって人里で生活するのを潔いさぎよしとしなかった。あるいは妹のかなめなどは「命めい融ゆう神社で暮らしましょう」と提案してくれたのだが、それもそれで鄭てい重ちようにお断りした。理由としては「私は自立したのよ！　いつまでも実家にお世話になるわけにはいかないわ」ということにしてあるのだが、そんな立派すぎる口上が本音であるはずもない。

　彩さい紀きと二人で暮らしてみたかったのだ。

　だって主従関係だから。番つがいだから。他の誰かに取られるわけにはいかないから。

　特にかなめに近づけたらまずいことになりそうだから。

　そういうわけで、かがりは桜おう泉せん里りの大工に頼み込み、村のはずれ──かつて心ない村人によって燃やされた茅ぼう屋おくの跡地──に新しく家を建ててもらったのだ。「いや普通に神社に住めばよくないか？」、という何もわかっていない仙人の指摘は言こと霊だまによって封殺。

　こうして同居生活が始まった。

　食くい扶ぶ持ちを稼ぐためには働かなければならない。かがりと彩さい紀きが始めたのは薬屋である。巫み女この祈き禱とうによって治らない傷を治すための薬を販売しているのだ。朝起きたらご飯を食べて、彩さい紀きと一緒に薬草を採りに行く。昼は彩さい紀きに薬の作り方を習ったり、剣術の練習をしたり、店番（けっこうお客が来る）をしたりする。夜は彩さい紀きと一緒にご飯を作ったり、本を読んだり、薬の勉強をしたり──ほんの数カ月前では考えられぬような日常だった。

「──ねえ、あんた、」

　二人で畦あぜ道みちを歩いていく。

　いつも薬草を採っている林と桜おう泉せん里りをつなぐ道だった。

　かがりは背後からついてくる仙人を振り返らず、何気ない空気を醸かもし出だして問う。

「かなめとはどうなの？　たまに神社に顔出してるわよね」

「経過は良好。因子は定着して犂り魂こん病が再発する気配もない。もとよりあいつの病気は寇こう魔まによる妖よう氣きが原因だったんだ。天てん颶ぐも寿じゆ老ろう人じんもいなくなったいま、よほどのことがない限りは悪化することもないだろう」

「ふーん。それはよかったわ。ところであの話はどうなったの。婿入り」

　彩さい紀きが足を止める気配がした。かがりも足を止めて振り返る。

「断った」

　狐きつね耳みみがぴんと伸びる、

「断ったの!?　な、なんで」

「そうするべきだと思ったからだ。俺のような人間ではあいつに釣り合わない」

　籠を背負った彩さい紀きは淡々と言った。それはある意味で冷酷極まりない拒絶にも思えたが、しかしかがりは彼が流し目になっていることを見逃さなかった。こいつは虚言をほざくときに相手と目線をずらす癖がある。ここ数カ月同じ屋根の下で暮らしてみてわかったことだ。

　もしやかなめと想像を絶する痴情のもつれがあったのではないか。

「《本当のことを──」

「いや待て命令する必要はない。本当のことは言おう」

　先回りで言こと霊だまを封じられた。今度はしっかりかがりと目を合わせ、

「俺はお前と一緒にいたいと思ったからだ」

「…………」

　その明け透けな物言いに少しだけ違和感を覚えた。しかし違和感は違和感のままで終わってしまった。「一緒にいたいから」──そんなことを言われてしまっては押し黙るよりない。

　二人の間をひらひらとアゲハチョウが通り過ぎていった。

　かがりはくるりと身を反転させ、

「──そ、そう！　主従関係だからね。当然よね」

「まあ主従関係だからという理由だけではないよ。先の一件からもわかったことだが、かがりには世界改変エネルギーに対抗するだけの力が宿っている──ような気がする。お前と一緒にいるとこの先面白いことに出会えそうな予感がするからな」

「私と一緒にいると楽しいってこと？」

「微妙にニュアンスが違うが間違ってはいない」

　かがりは軽やかな足取りで帰路を辿たどる。夏の榮えい凜りん島とうはうだるような暑さだった。しかし家の畑でとれた西瓜すいかをひとり寂しく齧かじっていた頃と比べるとこの忌いま々いましい暑さですら生活を楽しくする神髄エツセンスに思えてくるから不思議だった。今日は彩さい紀きと一緒に川で冷やしておいた西瓜すいかを食べよう。そのあとは木陰でゆっくり語り合おう──そんなふうに胸中晴れやかにしながら畦あぜ道みちの交差点に差し掛かったとき、

　ふと、神社の方角から男が歩いてくるのが見えた。

「かがり様！　ちょうどよかった」

　命めい融ゆう神社の左さ禰ね宜ぎ・飯いい垣がきがそこにいた。彼はかがりと彩さい紀きの姿を認めると、莞かん爾じとした微ほほ笑えみを浮かべ、忙せわしない様子で田んぼと田んぼの間を駆け抜けてくる。

「何か用？　いま忙しいんだけど」

「いや、これからご自宅に伺おうと思っていました。しかしこうも暑くては敵かないませんな。少し走っただけで汗が滝のように」

　そう言って飯いい垣がきは手ぬぐいで首筋を拭う。この男は高位の神職のくせしてなぜ使い走りのようなことをしているのだろうか。野山を駆け回るのが好きなのだろうか。

「だから何用よ。私はこれから彩さい紀きと一緒に西瓜すいかを食べようと思ってたのに」

「命めい融ゆう神社に客人がお見えです」

「客人？」

　彩さい紀きとかがりの声が重なった。妙な話である。

「桜おう泉せん里りの外からか？　ならばかがりの家に来るよう言ってくれればいい」

「桜おう泉せん里りどころか榮えい凜りん島とうの外からですよ」

　何を言われたのかわからなかった。しかし飯いい垣がきですら自分が何を言っているのかわからないというふうである。榮えい凜りん島とうの外から客が来た──そんな馬鹿げた話があるかと思う。

「朝廷の役人を自称しているようです。それが本当かどうかは判然としませんが少なくとも敵意はありません。見た目はどう見ても年とし端はもいかぬ少女でしたが……」

「何歳？」

「さあ。十三、四かと」

「そんなのが私に会いにくる理由がわからないわ」

「あ、いえ。すみません。かがり様ではなく神かみ津つ殿がお目当てだそうです。どうしても聖せい仙せん・彭ほう寿じゆ星せいに面会したいとか」

　彩さい紀きが面白そうに「ほう」と言った。

「興味深い話だな。朝廷といえば下界の人間勢力の総本山だというじゃないか。まさか俺を討伐しに参上したわけではあるまいが、面倒ごとの予感しかしないな」

　まったくもって面倒ごとの予感しかしなかった。

　ここは空を漂う浮ふ塊かいである。下界から身一つで飛んできた輩やからがマトモであるとは思えなかった。そもそもなぜ朝廷の役人が彩さい紀きに会いにくるのか。なぜ彩さい紀きのことを知っているのか。

　だいたい「年とし端はのいかぬ少女」というのが怪しい。「どうしても面会したい」というのも怪しい。かがりの本能が告げている──これは絶対に面倒くさいやつだ、と。

　かがりは彩さい紀きの腕にしがみついて飯いい垣がきを睨にらんだ。

「彩さい紀きはお薬を作るので忙しいのよ。また後にしてくれる？」

「後と言われても困ります。客人は神かみ津つ殿にご相談したいことがあると……」

「でも採った薬草を家に置かなくちゃいけないわ。このまま神社に持っていくのも大おお事ごとだし。行きましょ彩さい紀き。会いに行くかどうかは西瓜すいかを食べながら考えればいいわ」

　そう言って彩さい紀きの腕を強引に引っ張っていく。

　かがりの勘はよく中あたるのだ。

「雨が降るな」と思えば雨が降るし「茶柱が立つな」と思えば立つ。

　巫み女ことしての〝天性〟を持つものは得てして超自然的な感性が伸長しやすいと言われるが、かがりの場合は先日天てん颶ぐや弁べん財ざい天てんを懲らしめてからそれが顕著になった。彩さい紀き曰いわく「聖せい仙せんと一緒に薬作りの修行に明け暮れているから」らしい。かがりは儒教だけでなく道教的な性質も身につけつつあるのだった。

　そしていま、かがりはここ数カ月で最大級にピンと来るものを感じていた。彩さい紀きを朝廷の役人と会わせたら良くないことが起きると──肌でわかってしまった。

　かがりは彩さい紀きの手を引いてずんずん進んでいく。田園風景が終わると疎そ林りんの景色が広がる。セミどもがミンミン鳴いている。「いやしかしお待ちくださいかがり様下界の権力者と通じ合っておくことは今後の榮えい凜りん島とうの利益を考えるうえでも重要なことであり」──飯いい垣がきがクドクド何事かをほざいているが耳を貸したらいけない。彩さい紀きとの平和な時間が壊されてしまう。

「──かがり様！　そもそも役人様が『欲しい』と仰おつしやっているのは神かみ津つ殿なのですよ。失礼ですがかがり様にはそれほど関係のない話かと」

「『欲しい』!?　だったら関係大アリでしょ！　こいつは私のモノなんだから」

「役人様は神かみ津つ殿を下界にご招待するそうです。頼み込めばかがり様もご一緒できるはずでございます。こないだ下界に行きたいと仰おつしやってましたよね」

「仰おつしやってたけど私は彩さい紀きと二人で行くつもりだったのよ！　そんな変な誘いに乗るつもりはないわ！──ほら、もう私たちの家に到着よ。あんたはさっさと神社に帰りなさい」

「おい待て。大変なことになっているぞ」

「はあ？　何が大変なの──」

　目を疑った。

　かがりの勘は半分外れたといえよう。

　嫌な予感は朝廷の役人に対するものではなかった。

　家が燃えていた。

　めらめらと。ぱちぱちと。かがりと彩さい紀きが苦労して開業した〝島の薬屋さん〟は──真っ赤な炎に包まれて見るも無残な姿になっていた。

　ぼきりと柱がへし折れて家屋が崩れていく。

　真っ黒い煙がもうもうと立ち上がってかがりの鼻を刺激した。慌てふためいた飯いい垣がきが「ああなんということだはやく火消しを！」などと叫んでいる。いまさら火を消したところでどうにもならないのは誰の目にも明らかだった。

　かがりは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　現実が現実として正しく認識できなかった。

「な──何回燃えりゃ気が済むのよ私の家!?」

「こりゃ一大事だな。火元は確認してから出かけたし、自然発火するような要因もない。おそらくは放火だ」

「放火!?　だ、誰がこんなこと……」

　かがりはへなへなと座り込んでしまった。

　じわりと涙がにじんだ。

　彩さい紀きと一緒に暮らした短い時間が走馬灯のように駆け抜けていった。あの家にはこの仙人との思い出がたくさん詰まっていたのだ──この小さな薬屋こそがかがりが寇こう魔まを打ち破って獲得した平和の象徴なのだ──それなのに。それなのにこの仕打ちはなんだ。

　天の神様はどこまで自分を苛さいなめば気がすむのか。

「ふ、ふざけてるわ！　ぶっ殺してやる！」

「いや。これは相当に面倒なことになりそうだぞ」

「彩さい紀きぃっ！　あんたはどうして平然としてられるのよ！　私たちの家が燃やされちゃったのよ!?　思い出も全部なくなっちゃったのよ!?　悔しくないわけ!?」

「悔しいよ。でも思い出は俺とお前の心にちゃんと残っているだろう？」

　きゅんとした。している場合ではなかった。かがりは彩さい紀きの胸をぽかぽか叩たたき、

「そんな気き障ざな台詞せりふで絆ほだされるかぁーっ！　今すぐ放火魔を見つけ出してぶっ飛ばしてやらないと気がすまないわ！　彩さい紀き、なんかいい方法ない!?」

「方法も何も犯人の名前がここに書いてある。まったく自己主張の激しいやつだ」

　彩さい紀きが苦々しい表情を浮かべてそう言った。

　彼の手には一枚の紙が握られていた。かすかな妖よう氣きが宿っていることから察するに──あれは特定の相手に必ず届くよう運命設定された手紙、ようするに式神の類たぐいであろう。

　ぺらりと彩さい紀きが式神の表を差し出してきた。

　そこには達筆な文字でこんなことが書かれていた。




〈天罰下れり。我が同胞を殺ししを悔い給たまへ　　──七しち凶きよう神じん　大だい黒こく龍りゆう僖き〉




「七しち凶きよう神じん……？　これって」

「寿じゆ老ろう人じんや弁べん財ざい天てんのお仲間というわけだな。どうやら敵は復ふく讐しゆう戦せんをお望みらしい」

「まさか、この近くにいるってこと？」

「妖よう氣きの反応がない。巧妙に隠しているという可能性もあるが、この静けさから考えると敵はまだ本格的に仕掛けてくるわけではないらしいな」

「じゃあどうすればいいの……近くにいたら殺せたのに……」

「逞たくましいなお前……」

　悔しかった。あの七しち凶きよう神じんとかいうはた迷惑な連中はまだ榮えい凜りん島とうをいじめる気なのか。

　こうなったら手紙に名前のある「大だい黒こく龍りゆう僖き」どころかその他の四人くらいも懲らしめてやらなければならない。榮えい凜りん島とうや熾し天てん寺じかがりに手を出したらどうなるか──その身をもって理解させてやらなければならない。

　彩さい紀きが煉れん術じゆつを発動させた。嵐のような突風が巻き起こって燃え盛る火炎をあっという間に吹き消してしまう。後に残ったのは小汚い炭と化した家屋の残骸だけだった。

　許せるわけがなかった。

「神かみ津つ殿」

　飯いい垣がきがおずおずと開口した。

「朝廷の役人様は、その七しち凶きよう神じんについてご相談があるそうなのです」

「そうなのか？　話が見えん」

「まだろくに話を聞いておりませんゆえ。しかしどうも朝廷は神かみ津つ殿の力を欲ほつしているようで……そしてこれは私の当て推量ですが、おそらく永えい楽らく朝ちようは榮えい凜りん島とうと同盟を結びたいのではないかと思います。不ふ埒らちな寇こう魔まに対抗するために」

　彩さい紀きはしばらく黙って考え込んでいた。

　ふとかがりのほうを向き、

「どうする。役人様に会ってみるか」

　かがりは屹きつと彩さい紀きを見つめ返してこう言った。

「会うしかないでしょ。ここまでされたら徹底的に復ふく讐しゆうしてやるんだから！」




　命めい融ゆう神社。

　榮えい凜りん島とうの中心、桜おう泉せん里りのほど近くに位置する聖地であり、島を束ねる炎の一族・熾し天てん寺じ家によって運営されている。そのご利り益やくは主に傷しよう痍い平へい癒ゆ。巫み女こが祈き禱とうを施すことによって清涼な霊れい氣きが島内に循環し、人々の傷や病気を治してしまうのだった。

　近年までは巫み女こ──熾し天てん寺じかなめが病魔に蝕むしばまれていたため神社としての機能を全うできていなかったが、熾し天てん寺じかがりや神かみ津つ彩さい紀きが寇こう魔まを追い払ってからはかなめの病状も快方へ向かい、近頃では折に触れて祈き禱とうの儀が行われるようになった。「完全に治るまで無理しなくてもいいのに。私たちの薬があるから」──かがりは巫み女こに対してそう進言したこともあるのだが、あの榮えい凜りん島とう大好きな少女が聞き入れるはずもなく、日に日に儀式を行う頻度が上がっているという。まあ専属医たる彩さい紀きが許可しているのだから大丈夫なのだろうが。

　大急ぎで神社にやってきたかがりたちを出迎えたのは、まさにその巫み女こだった。

　彼女は朗らかな笑顔で「お帰りなさい」と言ってくれた。お帰りなさいはズレている気がするがそれはともかく、かがりの家が寇こう魔まに燃やされたことを告げると彼女は途端に目元を険しくして〝巫み女この表情〟を作るのだった。

「下手人は七しち凶きよう神じんですか。先の報復といったところでしょうか」

「だろうな。面倒ごとに巻き込んでしまってすまない」

　境内の奥──烽ほう火か殿でんに向かって歩を進める。客人を迎えるための建物だった。

　かなめは悲痛な顔をして彩さい紀きを見上げた。

「何を仰おつしやいますか。榮えい凜りん島とうで起きた問題なのですから私の問題でもあります。彩さい紀き様が頭を下げる必要は少しもありませんよ」

「だが原因は俺が弁べん財ざい天てんや寿じゆ老ろう人じんを再起不能にしてしまったことだし」

「それは島のためを思えば仕方のないこと──というよりも必要なことでした。とにかく対策を練りましょう。そのための鍵はお越しになっていますので」

　烽ほう火か殿でんへと足を踏み入れる。長い廊下を進んで一つの部屋の前で立ち止まった。

「彭ほう寿じゆ星せい様をお連れしました」──かなめがそう呟つぶやくと、中から「おおっ！」という甲高い声が聞こえた。かなめはするすると襖ふすまを開けていく。

　そうしてかがりが見たものは奇妙な恰かつ好こうをした少女だった。まるで巫み女このような装束を身にまとっている。そして腰のあたりには物騒な鉄剣らしきものを装備。何かの本で見たことがある──ああ思い出した。大和神話系の歴史書に載っている神々の挿絵、それにそっくりのいで立ちなのだ。下界と榮えい凜りん島とうとでは風俗が違うのかもしれない。

　少女は彩さい紀きの姿を認めるとにこりと笑った。快活な笑みだった。

「これはこれは彭ほう寿じゆ星せい殿！　お会いできて光栄であります！　某それがしの名前は稲いな名な田だ湯ゆ津づ香か。永えい楽らくの帝みかどより密命を受けてこの浮ふ塊かいへと馳はせ参さんじた次第、野蛮な寇こう魔まどもを倒すための作戦会議とゆきましょうぞ！」

　無遠慮に彩さい紀きの手を握ってぶんぶんと上下に振る。

　そうして不意に彩さい紀きの掌てのひらを眺めてにやりと笑うのだった。

「なるほど。五ご彩さいが克明に刻まれておりますな。帝みかどとおんなじだ」

　彩さい皇こうが〝五ご彩さいの覇は者しや〟とも呼ばれるのはあの模様に由来するという。五つの色彩によって作り上げられた奇妙なシンボル──〝五ご彩さいの導しるべ〟。世界最強の証あかし。彩さい紀きの掌てのひらは幾度も見たが、確かに導しるべからは力強い煉れん氣きが感じられるような気がした。

「帝みかども彩さい皇こうなのか」
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「はい。かのお方は唯一の人間彩さい皇こう。といっても仙人であるあなたと性質はそう変わりありません。きっとよき関係が築けると思いますぞ！」

　かがりは思った──こいつはやっぱり面倒なことになりそうだ、と。





○






　正午になったので昼ひる餉げが運ばれてきた。

　卓を囲んでいるのはかがりとかなめと彩さい紀きと──そして下界の人間・稲いな名な田だ湯ゆ津づ香か。稲いな名な田だは続々と運ばれてくる料理を見て目を輝かせていた。

「かたじけない！　ここ三日ほどは飲まず食わずだったゆえ」

「それでよく生きていられたな」

「某それがしは丈夫ですからな」

　丈夫とかそういう問題ではないと思う。

　両手を合わせてみんなで「いただきます」をする。

　かがりは吸い物の牛ご蒡ぼうを齧かじりながら稲いな名な田だのほうを睨にらみ、

「──で。何の用なの？」

　稲いな名な田だはすでに玄米をかっ食らっていた。まるで牛とか馬のように豪快な食いっぷりだったので圧倒されてしまった。よっぽどお腹なかが空いていたのだろう。

「用を言う前にお聞きしたいのだが、そなたはどちら様かな？　見たところ寇こう魔まのようだが」

「私は熾し天てん寺じかがりよ。神かみ津つ彩さい紀きの──彭ほう寿じゆ星せいのご主人様」

「む？」

　稲いな名な田だは首を傾かしげた。世にも奇妙なものを見るかのような視線をかがりに突き刺して、

「奇妙な話だな。彭ほう寿じゆ星せい殿のしもべではなくて？」

「私がこいつのご主人様なのよ。こいつは私の言うことを何でも聞くのよ」

「むむ？　天下の彩さい皇こうが誰かの下についていると？　それはなんとも奇怪な」

「まあその話はいいだろう。──稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かとやら、この島へはるばるお越しになった理由を聞かせてはくれないか」

　稲いな名な田だは「うむ」と頷うなずき、

「食べながら話すのは行儀が悪いと母君に教わりましたが行儀を気にしている状況ではないので話すと致そう。某それがしがこの浮ふ塊かいを訪れたのは彩さい皇こう・彭ほう寿じゆ星せいにご助力を要請するためである」

「結束して七しち凶きよう神じんに対抗するため、か？」

「理解がはやくて助かりますな」稲いな名な田だは満面の笑みを浮かべた。ほっぺたにご飯粒がついている。とってあげようかなと思ったが失礼な気もしたのでやめた。「彭ほう寿じゆ星せい殿もご存じでしょうが、七しち凶きよう神じんとは遠い薩さつ魔まの國くにに本拠を置いて暴虐の限りを尽くしている寇こう魔まの元締めであります。やつらの行動目的は単純──世界を自らの手で作り変えること」

「すみません。それ以前に下界の状況はどうなっているのでしょうか」

　かなめが箸に手をつけることもせずに質問した。これに補足したのは彩さい紀きである。

「この二人は榮えい凜りん島とうから出たことがない。俺にいたってはこないだ千年の封印から目覚めたばかりだ。下界の情勢がよくわからないから、悪い寇こう魔まがいると言われてもピンと来ない」

「ほれはひっへい」

〝これは失敬〟と言ったつもりらしい。口の中のものをごくんと嚥えん下げして、

「──現在の天下は戦乱の様相を呈しております。薩さつ魔まの國くにだの武佐斯國むさしのくにだのこうした行政区分は朝廷によって取り決められたものではありますが、だからといって支配が行き届いているわけでもありませぬ。朝廷の力が及ぶのは畿内とその周辺諸国だけ──たとえば薩さつ魔まの國くになどは前述の七しち凶きよう神じんどもによって地獄のような有あり様さまとなっております」

「人と寇こう魔まによる争いが繰り広げられていると？」

「仰おつしやる通り。そして争いを煽あおっているのは〝烈れつ帝てい〟以外──つまり朝廷の帝みかど以外の彩さい皇こうたちであります。こいつらはほとんど寇こう魔まであるゆえ人間のことなど虫とか雑草程度にしか思っていない。無益な戦争を起こすことなど日常茶飯事で、そのたびに屍し山ざん血けつ河がが築かれ目を覆いたくなるような地獄が〝再さい顕げん〟されるのです。朝廷戸こ部ぶの調査によれば本年に入ってからの寇こう魔まによる犠牲者は四千人を超えるとか──」

　想像もできなかった。榮えい凜りん島とうの人口はそれぞれの村を合算しても千に満たないのだ。その数倍もの人間が寇こう魔まによって殺されているなど出来の悪い御お伽とぎ話ばなしとしか思えない。しかし稲いな名な田だは（ほっぺたに米粒がくっついているが）大真面目な顔をして言うのである。

　かなめは食欲を失ったように顔を青くしていた。

「私の母も言ってました。下界は血で血を争うような修羅の世界だと──」

「ふん、この島だって似たようなものだったじゃない。結局どこへ行ったって争いが絶えることはないのよ」

「かがり殿の言う通りでありますな。しかしだからといって諦観するのは愚者のすることですぞ。我々は力を合わせて敵に立ち向かわなければならぬ！　今こそ立ち上がるとき！」

　そう言って稲いな名な田だは箸を天井に差し向けて立ち上がった。

「落ち着かないから座ったらどうだ」

　座った。巻けん繊ちん汁じるをずずずと啜すすってから彩さい紀きの顔を見据え、

「とにかく下界は寇こう魔まのせいでめちゃくちゃなのであります。しかも七しち凶きよう神じんどもは彭ほう寿じゆ星せい討伐のために大軍を起こすとか」

「そうなのか？」

「そうなのです。彭ほう寿じゆ星せい殿は寿じゆ老ろう人じんと弁べん財ざい天てんを葬ほうむったという話ですが、それがやつらの反感を買ってしまったようで、彩さい皇こうの大だい黒こく龍りゆう僖きやその配下たちは激がつくほど怒っているようで。じっとしていたらこの浮ふ塊かいごと沈められてしまうかもしれませぬ」

「ふざけんな！　あいつらは榮えい凜りん島とうに何年もひどいことをしてたのよ？　退治されて当然のやつらだったのよ。それなのに恨んでくるなんて……」

「かがり殿。寇こう魔まとはそういうものですぞ」

　稲いな名な田だは碗わんを卓の上に置いた。もう全部食ってしまったらしい。

「寇こう魔まが寇こう魔またる所以ゆえんはその邪悪性。人に害を与えぬ存在ならば寇こう魔まではない。聞けばこの浮ふ塊かいは天てん颶ぐによって虐しいたげられていたそうですな。しかし畿内の鞍くら馬ま山やまなどには人に危害を加えぬ良い天てん颶ぐがいる。彼らは寇こう魔まではなく山神と呼ばれ人から崇あがめられておりまする」

　言葉の定義なんぞに興味はない。良い天てん颶ぐがいたから何だというのだ。

「──いずれにせよ彭ほう寿じゆ星せい殿には是非ともご協力をお願いしたいのであります。七しち凶きよう神じんの長・大だい黒こく龍りゆう僖きは五ご彩さいの覇は者しやであるからして、一対一でやり合えばいかな聖せい仙せんといえども手痛い思いをすることは必ひつ定じよう。いや、というよりも一対一にすらなり得ぬのです」

「どういうことだ？」

「大だい黒こく龍りゆう僖きは他の彩さい皇こうに声をかけて同盟を結んでおります。呼応したのは山さん陰いんの〝百ひやく夜や〟そして陸む奥つの〝神かみ隠かくし〟。このままでは勝ち目はありませぬ。ならばこそ烈れつ帝ていと手を結んでことにあたるのが最善でありましょう」

「ふむ──なるほどな」

　彩さい紀きは目を瞑つむって黙考し、そして、

「わかった。俺としては協力は惜しまない」

　かがりは特に言うこともなかった。

　彩さい紀きと同格の化け物が三人も相手ではさすがに不安である。朝廷の連中がどこまで信用できるかは不明だが、ひとまず同盟を結んでおくのがよいと思った。

　稲いな名な田だが笑みをこぼし、

「ありがとう！　彭ほう寿じゆ星せい殿ならわかってくれると思っておりましたぞ！」

　彩さい紀きの手を握りしめて上下にふる。かがりの眉がぴくりと動く。箸をがりがりと齧かじりながら稲いな名な田だの能天気なツラを睨にらみつける。──こいつ、彩さい紀きに触りすぎじゃないか？

「これで烈れつ帝てい陛下もご安心くださることでありましょう。ああちなみに、同盟締結の謝礼といっては恐縮でありますが、彭ほう寿じゆ星せい殿には帝みかどより贈り物がありまする」

「贈り物？」

　稲いな名な田だは何な故ぜか少しだけ頰を赤らめた。

「お、贈り物といってもここにはありませぬよ。彭ほう寿じゆ星せい殿は歴史書に〝色欲の権ごん化げ〟と書かれるほどの傑物だそうなので、」

「その歴史書は間違っている」

「間違ってないわ」

「う、うむ。というわけで帝みかどは貴殿に美び姫き五人を下か賜しされるとか」

　ぶっ！　と巻けん繊ちん汁じるを噴いてしまった。勢いよく飛んでいった人にん参じんのかけらが稲いな名な田だのおでこにぺたりと張りついた。

「何をするかがり殿！　口に入れたものは全部食べないと食べ物に失礼であるぞ！」

「ふ──ふざけんじゃないわよ！　そんなの許すわけないでしょ！　褒ほう賞しようをくれるんだったらお金とかにしなさいよ！　だいたい人間を下か賜しするって問題大アリでしょ倫理的に！」

「いや某それがしに言われても困る！　帝が決めたことなのだからな！──というかそなたは何な故ぜそれほど怒っておるのだ。主人が何をもらおうとしもべには関係のないことではないか！」

「主人は私よ！　それに──こいつは私の番つがいだから！」

「え？　噓うそであろう」

「噓うそじゃない！　だって毎晩交尾してるもん！」

　あらゆるモノの動きが一瞬停止した。

　稲いな名な田だは呆ほうけたように口を開いている。彩さい紀きは虚を突かれたように硬直した。そしてかなめは──持っていた箸が手から滑り落ち、まるで墓場で幽霊の声でも聞いたかのように呆ぼう然ぜん自じ失しつとしていたが、ようやく正気を取り戻したらしい、突然だーん！　と立ち上がり、

「か、かがり……!?　どういうことですか!?」

　恥ずかしいけれど後には引けなかった。

「言葉通りの意味よ！　だってこいつは私のモノなんだからね！」

「彩さい紀き様っ！」

「かなめもかがりも落ち着きたまえ。俺たちがそんなことをしているわけがないではないか」

「《本当のことを言え！》」

「していない」

　え？　なんで？──かがりは呆ぼう然ぜんとした。

　かなめは安心したように息を吐いた。

「かがりの勘違いですか。あとで詳しいことをじっくり聞かせていただきますからね」

「か、勘違いじゃないわよ！　ゆうべだってちゃんと──」

「その話はやめておこう。騒がしくてすまなかったな稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かよ」

「う、うむ。謝礼の件は帝みかどに考え直すように奏上しておこう」

　煮え切らない。いったい何がどうなっているのだろう──そんなかがりのモヤモヤを無視して稲いな名な田だは大きく咳せき払ばらいをした。話を仕切り直すつもりらしい。

「さて、かくしてめでたく同盟は成ったわけであるが、この時点で我々は彩さい皇こう二人の勢力にすぎぬ。しかも浮ふ塊かいには戦闘に参加できるような兵がほとんどおらず、彭ほう寿じゆ星せいの陣営は軍勢と呼ぶには程遠い──かなめ殿、間違いありませんな？」

「はい。榮えい凜りん島とうの人々は刀を握ったこともない一般人ばかりです」

「──つまり、まだまだ七しち凶きよう神じんの連中に対抗するには不十分というわけだ。我々は仲間を増やさなければなりませぬ。そこで、」

　稲いな名な田だは煉れん術じゆつを用いて巻物を取り出した。食器を雑にどかしてぐるぐると広げていく。そこに描かれていたのは──地図らしきものだった。

　彩さい紀きが感嘆の声を漏らした。

「ほう。日本地図か」

「日本とは神かみ代よにおける神しん州しゆうの呼び名だったか。まさにその通りでありますな。──それはともかく、我々はここに赴かなければなりませぬ」

　そう言って稲いな名な田だは地図の一点を指で示した。かがりには「ここ」と言われてもどこなのか全然わからない。しかし彩さい紀きにはわかったようである。

「山梨県？」

「甲か斐いだ。ここには我々の味方になってくれそうな彩さい皇こうがいる」

　稲いな名な田だは野望に燃える瞳でこう言った。

「そやつは〝怪かい仏ぶつ〟と呼ばれている。苦しむ衆しゆ生じように救いの光をもたらす女神だそうだ。烈れつ帝ていと聖せい仙せん以外では唯一の〝心優しき彩さい皇こう〟でありますな」
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　同盟を結んだからには行動を共にする必要があった。

　稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かはかなりせっかちな性格のようで「そうと決まれば明日の朝には出発しましょうぞ」などと言って昼ひる餉げのおかわりを要求していた。

　彩さい紀きは急ぐことに関して異論はなかった。

　というのもこれ以上榮えい凜りん島とうに留とどまっていると島民にも被害が及びそうだったからだ。これから彭ほう寿じゆ星せいと戦うので一般人の皆様は非難していてくださいね、などとご丁寧に忠告してくるような敵とは思えない。無用の犠牲を出さぬためにはこちらが榮えい凜りん島とうを離れるしかなかった。

　それにしても──と彩さい紀きは思う。

　夜半。命めい融ゆう神社の一室である。家を燃やされた彩さい紀きとかがりは烽ほう火か殿でんの部屋を借りて一夜を明かすことになった（かなめの意向によりかがりとは別々の部屋である）。彩さい紀きは文ふ机づくえで過去に自分がつけていた日記──『神しん統とう譜ふ』を眺めながら頭を悩ませる。

　それにしても、まさか七しち凶きよう神じんのやつらが宣戦布告してくるとは。

　やつらは神かみ代よの世界で日本政府を散々に苦しめた悪党どもである。そんなものが今でも活動しているというのだから驚きだ。寿じゆ老ろう人じんや弁べん財ざい天てんの言動から察するに──やつらの目的はおそらく彩さい皇こうを打倒して成り代わること。だがリーダーたる大だい黒こく天てんはもう少し踏み込んだところに主眼を置いているらしい。

　彩さい紀きは懐ふところから紙を取り出した。

　昼間、家を燃やされたときに受け取った式神である。表には殺害予告のような文字が記されていたが、ぺらりと裏返してみるとこんなことが書かれている。




〈九つの彩さい術じゆつを以もつて世界に確かつ乎ことした理論を齎もたらすこと〉




　これは大だい黒こく天てんの行動目的を示したものであろう。

　意味はそのままである。大だい黒こく龍りゆう僖きとやらは《天子の特殊因子》を九つ集めて世界を変革するつもりらしい。しかも──その志向は彩さい紀きが望んでいるものと似ているような気がする。つまりＯＬＩ因子によって変わってしまった世界を神かみ代よに回帰させようとする思想。

　大だい黒こく龍りゆう僖きは何を考えているのだろうか。

　一度話してみるのも吝やぶさかではない。

　そのとき、文ふ机づくえの下に何かが落ちていることに気づいた。

　桃色のひらひらとした物体。拾ってみる。

「蓮はすの花……？」

　榮えい凜りん島とうに蓮はすが咲いている場所などあっただろうか。そもそも何な故ぜこんなところに落ちているのか──思いを巡らせていると、ふと掌中の花びらが煉れん氣きの粒子となって消えてしまった。

　わけがわからなかった。

「彩さい紀き」

　廊下に人の気配を感じた。彩さい紀きは腰をあげて襖ふすまを開ける。

　枕を抱えた狐きつね耳みみ少女が立っていた。彼女は少し気恥ずかしそうに視線を逸そらしてもじもじしている。

「どうした。眠れないのか」

「眠ろうと思えば眠れるわ。でも下界に行くと思うと緊張して眠れないの。べつに下界が怖いってわけじゃないんだけど初めてだから。怖いわけじゃないんだけど」

　彩さい紀きは苦笑した。面倒な言い回しをする子である。

　ちなみに稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かと一緒に出立するのは彩さい紀きとかがりだけである。かなめも「行きたいです」と主張していたのだが、稲いな名な田だによる「でも巫み女こが長期間浮ふ塊かいを留守にするのはまずいのではないか？」という反論の余地もない正論を食らって押し黙ってしまった。

　かなめは少し悔しそうな顔をしていた。あの冷静な少女にしては珍しい──しかし巫み女こだからといって島に縛りつけられるのは可哀かわい想そうであるため、彩さい紀きは機を見計らって彼女を下界に連れていくつもりである。閑話休題。

「……心配するな。どうせ下界なんて大したことはない」

「そうかな」

「そうだ。部屋に戻って寝たまえ」

　しかしかがりは戻らなかった。むしろゆっくりと部屋に入ってくる。何をするのかと思って見ていれば畳の上に敷いてあった布ふ団とんにするすると身を滑り込ませていくではないか。

「下僕がびびって逃げたら大変だからね。私が一晩中監視してあげるわ」

「…………」

　ようするに一緒に寝たいということである。

　彩さい紀きは机の霊れい灯とうを消して彼女と同じ布ふ団とんに身を横たえた。まだ眠くはなかったが明日に備えてしっかり睡眠を取っておくことも大切だろう。

「ねえ彩さい紀き。他の彩さい皇こうってどんなやつなの？」

　かがりが少し不安そうに言った。

「さあ。この時代のやつにはお目にかかったことがないからな」

「あんたなら大丈夫だと思うけど。大だい黒こく天てんとか他の彩さい皇こうとかに殺されそうになったら、なりふり構わずに逃げなさいよ。身の安全がいちばんなんだから」

「わかってるよ。お前のことは死なせたりしない」

「ば、ばか！　私はあんたのことを心配しているのっ！　おやすみっ！」

　ぎゅーっとかがりが腕に抱き着いてきた。

　思わず声が出そうになったが寸前で堪こらえた。

（……ふむ。こういう生活も悪くはない）

　彩さい紀きはＯＬＩ因子に支配されたこの世界をぶっ壊そうと思っている。しかしそれはかがりとの訣けつ別べつなしには実現できない理想でもあった。だがこの狐きつね耳みみ少女の純朴な行動に接するたびに覚悟が揺らいでしまうのだ。理想を捨てて平穏無事な毎日を送るのも一興かと思ってしまうのだ。いや──もしかしたらかがりを連れて神かみ代よに戻る方法もあるのかもしれない。

　まあそれはそれとして。

（……やっぱり暑い……でかい……）

　毎日抱き枕にされているから慣れてきてはいる。

　かがりは炎の気質を持つ子である。普通の人間よりも体温が高いのだ。空調のないこの時代では朝起きたら汗びっしょりなんてこともよくある。というか眠れずに夜が明けていたなんてこともよくある。

　あとでかい。

　右腕に密着しているでかいおっぱいが気になって眠れない。

　このままだと寝不足で死ぬんじゃないかなあ──そんなふうに彩さい紀きは己の未来を危惧しながらゆっくりと目を瞑つむった。

　目を瞑つむったので気づかなかった。

　文ふ机づくえの下。

　いつの間にか伸びてきた蓮はすが──禍まが々まがしい蓮はすの花が、咎とがめるような邪気でもって彩さい紀きとかがりを凝視していることに。
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　明朝、稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かに先導されて彩さい紀きとかがりは榮えい凜りん島とうを発たった。

　いったいこの朝廷少女はどうやって浮ふ塊かいに昇ってきたのかと思ったが、彼女曰いわく、

「式神に運んでもらったのだ」

　この少女も巫み女このようなことができるらしい。とはいえ榮えい凜りん島とうはかなりの高度である。なかなか強力な煉れん術じゆつが使えるのだな──と思っていたのだが。

　稲いな名な田だは榮えい凜りん島とうの崖っぷちにやってきてこんなことを呟つぶやいた。

「彭ほう寿じゆ星せい殿。すごいことに気がついた」

「なんだ」

「下りられない。式神に使う札をすべて消費してしまったからだ」

「どうするんだよ」

「抱っこして下ろしてくれ」

　かくして彩さい紀きが二人を抱えて仙術【飛天】を発動させることになった。

　初めて降り立った下界の大地は榮えい凜りん島とうのそれと大して変わりがないように思える。鬱うつ蒼そうと生い茂った草木、耳を聾ろうするようなセミの鳴き声、しかし巨大な榮えい凜りん島とうが頭上を覆っているので陽光が届かずいくぶん涼しい。

　かがりは目を丸くして辺りの様子を眺めていた。まるで異界に迷い込んだ旅人のごとく警戒心をあらわにしているが、無理もない、彼女にとって下界はまさしく異界なのである。

　しばらく歩くと村に辿たどり着ついた。稲いな名な田だが言うには朝廷の管轄下にある寒村で、彼女の顔があれば中に入るのも宿を取るのも思いのままというが、さすがに寇こう魔まであるかがりを無闇にさらすことはできなかったため、人に気取られぬよう【透過】の術を用いて目的の建物──官吏が出入りをする官かん衙がへと入っていった。

「実はこの村は浮ふ塊かいを監視するための最前線だったのだ」

　と稲いな名な田だは言う。初対面のときより口調が崩れている気がした。

「浮ふ塊かいは寇こう魔まの楽園という噂うわさになっていたからな。これを監視しておくのがこの村の役目だった──まあ監視したところで何か成果があるわけでもなかったが。べつに朝廷の本部が本腰を入れて調査するわけでもあるまいし」

「この村の人間は天てん颶ぐに攫さらわれることが多かったんじゃないのか？　榮えい凜りん島とうには下界出身の人間が何人かいたぞ」

「そうらしいな。しかし年に数人が消えるくらいではどうにもならん。世界にはもっと恐ろしい悲劇がごろごろ転がっているからな。──こういう腐った世の中を変えるために我々は立ち上がったのだ！　さあ〝怪かい仏ぶつ〟を仲間に引き入れて七しち凶きよう神じんどもを討伐しようではないか！」

　使命感に燃えるのはよいことだと彩さい紀きは思う。

　そして──今更ながらに怪かい仏ぶつとはどんな存在なのだろうかと思いを馳はせる。

　稲いな名な田だの話を信じるならば、怪かい仏ぶつとやらは自分の領域に引きこもって衆しゆ生じようの救済に努めるだけで、ことさらに表舞台に顔を出したりはしないという。争いごとを嫌う平和主義者なのかもしれない。その平和主義者を戦いに引きずり込もうとしている自分たちはとんでもない悪党なのかもしれないな、と彩さい紀きは嫌な気分になった。

「何を心配そうな顔をしているの？」

　ふとかがりが見上げてくる。彩さい紀きは「なんでもない」と笑って、

「久々の遠出だからな。俺も緊張しているのだ」

「ちょっと観光するくらいの気持ちでいればいいわ。私も確かに緊張するけれど、よく考えてみたら楽しまなくちゃ損よね」

　言われてみればそうだった。この少女はなんだかんだでタフな精神を持っているらしい。まあ榮えい凜りん島とうの寇こう魔まどもを打ち倒したのだから当然か。

　官かん衙がで馬を借りて公路を駆ける。

　目指すは甲か斐いの寺院。

　稲いな名な田だによれば〝盈えい水すい院いん〟と呼ばれる人間の楽園らしい。











二章／盈えい々えい一いつ水すいの楽園






「な、何これ……！」

　二日ほどで目的地についてしまった。

　それはまさに山中の異界といっても過言ではない光景だった。舗装もされていない山道を進んでいくと突如として巨大な山門が現れる。扁へん額がくに掲げられた文字は〝盈えい水すい院いん〟。怪かい仏ぶつが居を構える寺院に違いないだろう──しかし思っていたものよりはるかに大きかった。

　門もん瓦がわらははるか天空、見上げれば首が痛くなるほどの高さにあった。五十メートルほどもあるのではないだろうか。こんな建築物をよく造ったものだと彩さい紀きは思う。

「ほう！　これが盈えい水すい院いんか。なかなかに立派なお寺であるな。中が全然見えぬが」

「門が閉じられているわね。あそこの番兵みたいな人に話を聞いてみようかしら」

　草葉の陰に隠れてじっと様子をうかがう。

　門の両脇には槍やりを構えた僧兵が立っている。いやに物々しい雰囲気だった──あの僧兵たちに与えられた任務はおそらく侵入者を阻はばむことだけではないだろう。昼間なのに門が完全に閉じられていることから察するに、中から出る者がいないか見張ってもいるのだ。

　少しだけ不信感が募る。盈えい水すい院いんとはいったい何なのだろうか。

　彩さい紀きはひとり【飛天】を発動させて宙に浮いた。内部の状況を確認しようと思ったのだ。僧兵に気づかれぬよう気配を消しながら高度を上げてゆき、門よりも高いところで停止して──そして思わず首を傾かしげてしまう。

　門の向こう側は霧に包まれていて見えなかった。

　すさまじい煉れん氣きによって隠蔽されている。

「──細心の注意を払ったほうがいいかもしれない」

　地上に降りてくると同時に彩さい紀きは言った。

「怪かい仏ぶつとやらは本当に〝心優しい彩さい皇こう〟なのか？　少し見た限りだと怪しい気配に満ち満ちているんだが……」

「盈えい水すい院いんの内情は知らぬ。だが近隣の住民の話によればこの寺院から人が出てくるのを見た者はいないという。門の向こうには完結した世界が広がっているのだろうな。──まあここは仏教寺院だし、内部では剃てい髪はつした僧侶どもが俗世との関係を断って修行をしているだけかもしれない」

「へえ。まるで榮えい凜りん島とうみたいね」

「だが中に入ること自体はできるらしい。これも麓の村で聞いた話だが、ある日、三人の男が連れ立って盈えい水すい院いんへ肝試しに行ったそうな。んであそこの僧兵に話しかけて『中に入ってもいいですか？』と質問した。僧兵は迷うことなくこれを了承、三人のうち二人は胸を高鳴らせながら盈えい水すい院いんへと足を踏み入れる。残りの一人は臆病風を吹かせて逃げ帰ったのだそうな」

「ふーん。私だったら遠慮なく入るのにね」

「入っていった残りの二人は二度と帰ってこなかったらしい」

　かがりの耳がぴくりと動いた。

「それ、本当なの？」

「本人に聞いたのだから本当だろうな。しかしこういった怪談じみた実話は珍しいものではない。古今東西神かみ隠かくしなどありふれているからな」

「明らかにやばいじゃない」

「やばいな」

　そう言って稲いな名な田だは僧兵のほうへずんずん近づいていき、

「すみませーん。中へ入ってもいいですか？」

　かがりが光の速さで稲いな名な田だの首根っこをつかんで茂みに戻ってきた。

「おいちょっとあんた！　急すぎるでしょ！　もっと警戒しなさいよ！」

「いやでも。怪かい仏ぶつは心優しい彩さい皇こうだし」

「それが本当かどうかはわからないでしょ！」

「いやいや。だって本人が言っているのだぞ」

「──本人が言っている？　どういうことだ？」

　稲いな名な田だは得意げな顔をして、

「考えてもみるがよい。いきなり初対面の彩さい皇こうのところへ行って『同盟を結びませんか？』などと持ち掛ける非常識がどこにいる？」

　ここにいると彩さい紀きは思った。稲いな名な田だは完全アポなしで榮えい凜りん島とうを訪れたのである。

「予あらかじめ書簡を送っておいたに決まっておろう。搔かい摘つまんで言えば『協力して悪逆無道な七しち凶きよう神じんを懲らしめませぬか？』、といった内容だ。正直なところを申すと帝みかども色よい返事がもらえるとはお考えではなかったようだが──なんと色よい返事が返ってきおった。怪かい仏ぶつ、どうやらこやつは女性らしいが、彼女は『人間の味方』を標ひよう榜ぼうして永えい楽らく朝ちように協力する旨むねを述べたのだ。これが〝心優しい彩さい皇こう〟でなくて何だというのだ？」

　これだけ聞くと罠わなの可能性が高い気がする。そもそも〝怪かい仏ぶつ〟などと呼ばれている時点で疑って然しかるべきなのだ。名は体を表すとしばしば言われる──そしてＯＬＩ因子が充満したこの世界では名前こそ存在を決定づける重要なキーとなる。「仏」の上に「怪」などという通称が広まっていることから考えても稲いな名な田だが言う〝心優しい彩さい皇こう〟にはある程度の「怪しい」要素が含まれていることは確実だった。実際怪しいし。

「確認するがよい彭ほう寿じゆ星せい殿。これが怪かい仏ぶつからのお返事だ」

　稲いな名な田だが懐ふところから書簡を取り出して寄越してきた。

　ざっと目を通してみると、確かに稲いな名な田だの言ったことと同じことが書かれている。

　自分が人間の味方であること。世界を惑乱させる七しち凶きよう神じんどもに並々ならぬ怒りを感じていること。朝廷と結託して寇こう魔まどもを滅ぼす意志があること。

　そして最後は署名で締めくくられていた。




　盈えい水すい院いん大だい僧そう正じよう　毒どく針ばり俱く舎しや奈な




　とんでもねえ名前だなと思った。

　そして彩さい紀きは気づいた。書簡にはわずかな彩さい氣きが滞留している。彩さい皇こうが手ずから書き上げたメッセージであるという何よりの証拠だった。

「──躊ちゆう躇ちよしている場合ではござらぬぞ。彩さい皇こう二人では大だい黒こく天てんに対抗できぬ。このままでは人間勢力は寇こう魔まどもによって駆逐されてしまうのだ。たとえ怪かい仏ぶつが書簡通りの聖人君子ではなかったとしても、こやつ以外に味方になってくれそうな実力者はいない。最初から選択肢などあってないようなものだ」

「ふむ……理屈はわかるが」

「大丈夫だ！」

　稲いな名な田だは満面の笑みを浮かべて言った。

「そなたも彩さい皇こうであろう？　いざとなったら戦えばよい」

「…………」

「いや戦う必要もないかもしれぬ。おそらく怪かい仏ぶつにとって盈えい水すい院いんは大事な大事な本拠地だ。ここでどんぱち始めたら確実に盈えい水すい院いんがぶっ壊れますけどいいんですか、と脅してやれば万事解決だろう」

「……まあそうだな。あまり考えていても仕方がない。何かあったら俺が何とかしよう」

　稲いな名な田だが「さすがですなぁ！」と言って彩さい紀きの肩を叩たたいた。

　実のところ彩さい紀きは怪かい仏ぶつと会うのが楽しみでもあった。というよりも──盈えい水すい院いんがどんな場所なのか非常に興味があった。

　ＯＬＩ因子は人の想像力によって世界を変える劇薬だ。

　そしてこの寺院は明らかに怪かい仏ぶつ・毒どく針ばり俱く舎しや奈なによって作り上げられた独自の異世界である。べつに因子の研究者を気取るつもりはないが、人の意志というものがどれだけ世界に影響力を与えるのか、その力をこの目で確かめてみたくなったのだ。

「すみません。やっぱり入りたいんですけどいいですか」

　稲いな名な田だが僧兵に声をかけた。傘地蔵みたいな傘を深くかぶって俯うつむいているためその表情はわからない。しかし彼は小さな声で「承知」と呟つぶやいた。まるで生気の感じられない声だった。

　僧兵は山門に向かって何かの煉れん術じゆつを発動した。

　かがりがごくりと唾を飲み込んだ。天まで届くような巨大な門がごごごごごご──と開いていくことはなかった。僧兵の手によって大門の隣の通用門がパカリと開けられた。

「こちらへ」

　そちらかよ、と誰もが思ったに違いない。
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　門の内側には山奥には似つかわしくない街並みの光景が広がっていた。

「え？」──かがりと稲いな名な田だは目を丸くして立ち尽くしている。

　大門から真っすぐのびるのは幅五十メートルはありそうな巨大な道路である。その両脇には江戸時代のような平屋が延々と建ち並び、しかも一つ一つが何かの店をやっているようで、客を呼び込む店員の声が響いている。

　往来は人で溢あふれていた。買い物帰りの客。籠を背負った商人らしき男たち。牛ぎつ車しやに乗った正体不明の貴人。駆け回る子供。店先で井戸端会議に花を咲かせる主婦。何かを担かついだ飛脚らしき男が走っていく。道端で教典を片手に説法しているのは僧侶だろうか。

　門の外からでは想像もつかなかったような繁栄がそこにあった。

　彩さい紀きも驚きを禁じ得なかった。仏教寺院だというからもっと粛々とした古こ刹さつの風景が広がっていると思ったのに──これでは普通の都市ではないか。

「な、何これ。夢？」

「京ほどではないな！　いや、しかし、これはさすがに某それがしも想定外だ……」

「ねえ彩さい紀き。お寺って街をひっくるめてお寺なの？」

「寺を中心として街が栄えるのは珍しいことではないが、盈えい水すい院いんの場合は少々事情が異なるようだ。門で囲われた寺の境内に都市が創り上げられている。まさに異世界だな」

「なるほどなあ怪かい仏ぶつの庭というわけか。──あ、あれを見ろ彭ほう寿じゆ星せい殿」

　稲いな名な田だが指を差す先。大通りのはるかかなたに巨大な建物がそびえている。

　東大寺の大仏殿を巨大化して拡張したかのような城。城というよりも仏堂なのだろう。瓦屋根のあたりから絶え間なく彩さい氣きが噴き出して盈えい水すい院いん全体を覆い隠していた。

　一目でわかった。あれが。あれこそが、

「あれこそが毒どく針ばり様の御殿さ」

　振り返る。擁壁に寄りかかって座る老人が笑みを浮かべていた。

「珍しい。旅のお方かね」

「そんなところだな」彩さい紀きは世間話をするような調子で尋ねる。「毒どく針ばり様というのは彩さい皇こう〝怪かい仏ぶつ〟のことで合っているか？　あの建物に住んでいるのか」

「いかにも。中がどんなふうになっとるのか見た者はおらんが、あそこから毒どく針ばり様がお見えになるのは確かなことだ。たびたび街に現れては我々に声をかけてくださる。哀れな衆しゆ生じように功く徳どくを授けてくださる偉大な僧正様だよ。儂わしがここに来たのは二十年も前の話だが、あれ以来、毎日が途と轍てつもない幸福に満ち満ちておる」

「幸福……？」

「そう幸福だ。あのお方は盈えい水すい院いんの人間たちを守ってくださるのだ。この寺が外界から隔絶されているのは内部の人間に害が及ばないようにするためだ」

「でも簡単に入れたわよ。隔絶も何もないじゃない」

「来る者拒まずさ。だが去る者は──」

　老人は意味深に笑って言葉を止めた。

「まあよい。ここで顔を合わせたのも何かの縁、一つだけ忠告しておこう。毒どく針ばり様はこの世界に確かつ乎ことした論理を作り上げておる。盈えい水すい院いんの人々はそれに従って生きねばならんのだ。それが幸福を享受するための代償というものだからな」

　確かつ乎ことした論理がある──それは彩さい紀きも予想していたことだ。

　絶大な力を持った彩さい皇こうは得てして自分だけの世界を作りたがる。たとえば千年前に暴れ回った《八岐大蛇ヤマタノオロチの再さい顕げん者しや》は霞かすみヶが関せきを〝流水という概念が存在しない世界〟に変えた。これによって建物を焼いた火は消えることなく燃え続け、やがて東京は滅びの運命を辿たどった。

　盈えい水すい院いんもこれと同じように余人には理解できないルールが敷かれている可能性がある。

　だからこそ十分に警戒して行動しなければならない。

「──たとえば旅人どの。噓うそは嫌いかえ」

「噓うそ？」

「今日は噓うその日だ。後悔したくなければ何か一つでも偽りごとをほざいておきなされ」

　わけがわからなかった。かがりも稲いな名な田だも頭に「？」を浮かべている。

　どこからともなく念仏が聞こえてきた。往来を僧侶の一団が練り歩いているのだ。彼らは道行く人々から金銭や食べ物の喜捨を受けながら本殿のほうへと進んでいく。人々は口々に「毒どく針ばり様万歳！　毒どく針ばり様万歳！」と歓声をあげていた。

　かがりが彩さい紀きの服をつまんだ。

「なんか……不気味ね、ここ」

「毒どく針ばり様が民衆から絶大な支持を得ていることは間違いないな。まあ宗教なんてこんなもんだろう。──ところで稲いな名な田だよ、俺たちはまず何をするべきなんだ？」

「うぇ？　あ、ああ。怪かい仏ぶつの文ふみには迎えの者を寄越すとあったが──」そう言って稲いな名な田だは毒どく針ばり俱く舎しや奈なからの書簡を取り出した。「申さるの正刻（午後四時）に大通りの大鐘楼のもとに集合と書いてある。おそらくはあれであろう」

　稲いな名な田だが指差す先には確かに大きな鐘楼が屹きつ立りつしている。

「とりあえず行ってみようではないか」──先導する少女に続きながら彩さい紀きは辺りの様子を再度うかがった。盈えい水すい院いんの人々は誰も彼もが幸福に満ち満ちたような顔をしている。少し前までの榮えい凜りん島とうとはまるで違う──彼らは己の生にまったく不足を感じていないのだ。

「盈えい水すい院いんってお寺なのよね？　神社と何が違うの？」

「簡単に言えば宗教が違う。寺は仏教で神社は神しん道とう。命めい融ゆう神社の場合はちょっと特殊だったけどな」

「ふーん……」

　物珍しげな視線を向けられながら往来を進む。五分も歩けば鐘楼の足元まで辿たどり着ついた。これまた背の高い塔。てっぺんの辺りに梵ぼん鐘しようが設置されている。朝や夕にあれを鳴らして時間を報しらせるのかもしれない。

「なんか書いてありますぞ」

　稲いな名な田だがそう言って道服の裾を引っ張ってきた。鐘楼の囲いの前に榜たてふだが立っている。張り紙にはこんなことが書かれていた。




〈二日　不ふ妄もう語ご戒かい〉




「……彩さい紀き、これどういう意味？」

「仏教の戒律だろう。ようするに噓うそを吐つくなってことだ」

「何でこんなところに書いてあるの？」

「さあ──」

　ふと鈴の音が聞こえた。振り返ると大通りの向こうから大勢の人が列をなしてやってくるのが見えた。少しだけ警戒しながら観察してみる──坊ぼう主ずの集団だった。

「お迎えかな」とかがりが呟つぶやいたが違うらしい。彼らは無数の棺かん桶おけらしきものを担かつぎながら彩さい紀きたちの横を通り過ぎていった。葬送の儀式の最中なのだろう──それにしたって棺ひつぎの数が多すぎる気がする。三十にも達するだろうか。

　葬列の中には悲しみに打ちひしがれた様子の人々もいる。死者と関係が深かった者たちなのかもしれない。

「榮えい凜りん島とうでもこういうの見たことあるわ。お葬式でしょ」

「死んでる人の数が大量ですな。何か事故でも起こったのであろうか」

　葬式というには空気が少しおかしい気もする。坊ぼう主ずどもの行列が陰鬱な空気をまとっていることは確かなのだが、それを取り巻く市し井せいの人々の表情に陰りはなく、というよりも最初から葬列のことなど眼中になく、むしろ朗らかな笑みさえ浮かべて日常を謳おう歌かしている。

　異常といえば異常だった。

　人々が葬列を気にしないのはそれが日常茶飯事だからに他ならない。

　薄気味悪いものを感じながら辺りの様子を観察していると、

「──遅れて申し訳ありませぬ。彭ほう寿じゆ星せい殿、稲いな名な田だ殿。そして寇こう魔まのお連れ様」

　いつの間にか目の前に男が立っていた。

　僧侶の恰かつ好こうをした巨漢だった。坊ぼう主ず頭あたまに加えて岩石のように真面目な表情はいかにも仏道を歩む者といった趣おもむきだが、身にまとう派手なデザインの袈け裟さのせいで全体的に毒々しい印象を抱かせる。男は一礼をすると彩さい紀きの目をじっと見つめてこう言った。

「盈えい水すい院いん僧そう都ず・此し童どう久ひさ也なりと申します。遠路はるばるようこそおいでくださいました。毒どく針ばり様のもとへご案内いたしましょう」

　稲いな名な田だが「おおっ」と目を輝かせて、

「これはこれはご丁寧に。我々も今参ったばかりでございます」

「本当に申し訳ありませぬ。言い訳をするわけではございませぬが、お迎えを担当する者が昨日亡なくなったことをすっかり失念しておりました」

「亡なくなった……？　何かあったのか」

「いえ。まあ。あの葬列でございますが」

　此し童どう久ひさ也なりは遠のく葬列を眺めながら言った。

「新しい僧院を建てている途中に足場が崩れましてな。巻き込まれて大勢の者たちが犠牲に。痛ましいことであります」

　此し童どうは合掌して目を伏せた。

　彩さい紀きにはそれが韜とう晦かいのように思えてならなかった。かがりも疑わしそうな目つきで此し童どうを見上げている。しかし当の盈えい水すい院いん僧そう都ずは「まあそれはさておき」と微ほほ笑えみを浮かべ、

「本殿へとご案内しましょう。毒どく針ばり様がお待ちです」
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　此し童どうに案内された先はやはり大通りの先にある巨大な本殿だった。

　そこらの寺社にある拝殿とは違って賽さい銭せん箱ばこだの鈴だのは見受けられない。あるのは壮麗な門と壮麗な扉のみ。神仏が住まう御殿というよりも貴人の邸宅といった様相である。

　此し童どうは何のためらいもなく扉を開けて中へと入っていった。

　そこはホテルのエントランスのような場所だった。

　かがりが物珍しげに辺りを見渡している。壁には仏教の格言を記した掛け軸みたいなものがいくつも掛かっていた。さらには無数の仏像らしきものがフィギュアを展示するかのように並べられている。僧院というよりも博物館みたいだな、と彩さい紀きは思った。

「──ところで此し童どう、」

　彩さい紀きは先導する僧侶の背中に声を投げかけた。ばかに長い螺ら旋せん階段を上っていく。

「怪かい仏ぶつは俺たちの来意を知っているのか？」

「勿もち論ろんでございます。七しち凶きよう神じんに対する同盟でございましたよね」

「ふむ。盈えい水すい院いんとしてはどうなんだ？　この話は」

「お答えできません。すべて大だい僧そうじ正ようが決めることですので」

「大だい僧そう正じようって何？　そういう名前なの？」

「大だい僧そう正じようとは通名であります。盈えい水すい院いんでは古いにしえの僧そう階かいにならって僧侶の位づけが行われているのです。頂点は大だい僧そう正じよう。その下に僧そう都ず、律りつ師しと続きます」

「ふーん。難しいわね」

「今代の大だい僧そう正じようは毒どく針ばり俱く舎しや奈な様。偉大なる覚かく者しやであります」

　そして、と此し童どうはつけ加えた。

「毒どく針ばり様は好き嫌いの激しいお方です。好きな者にはとことん甘く接しますが嫌いな者は殺します。どうか嫌われないようにお気をつけください。あの方は利害ではなく好き嫌いで己の行動を決めます。仏道探究者にあるまじき性質ですが」

「なるほどな」

「特に寇こう魔まをお嫌いです。お連れ様は十二分にご注意ください」

「え!?　ど、どうすればいいのよ」

「殺される覚悟で挑めばよろしいかと存じます」

　市し井せいの毒どく針ばりに対する評価は「幸福をもたらす偉大な僧侶」といったところである。しかしその評価をそのまま鵜う吞のみにすることはできないだろう。毒どく針ばり様が本当に慈愛に満みち溢あふれた生き仏ならば言うことはないのだが──

　こつん。

　かがりが何かを蹴飛ばした。

　蹴飛ばされた何かは壁に当たって真っ二つに割れた。

　目を凝らす。人の頭蓋骨のように見えたのは気のせいだろうか。

「ここです。──毒どく針ばり様、お客人をお連れしました」

　いつの間にか目的の部屋についてしまったらしい。飾り気のない無骨な鉄てつ扉ぴの前で此し童どうが声をかけると「はぁい」という高い声が聞こえた。

　ぎぎぎ──と煉れん術じゆつによって扉が開かれていく。

　部屋の中央に仁王立ちしていたのはかがりと同い年くらいの娘だった。

　彩さい紀きは目を疑った。〝怪かい仏ぶつ〟などという物騒な二つ名を持っているからもっと老ろう獪かいな女性を想像していたのに、現れたのは無邪気な笑みを惜しげもなく晒さらしている少女だったのだ。

　とはいえ服装はやはり浮世離れしている。着ているものはゆったりした僧服。しかし袖が切り落とされているため白い腕が丸見えである。肩から襷たすきのようにかけられた袈け裟さはあまりにも巨大すぎるため下半身まで垂れさがってスカートみたいになっている。この時代のファッションセンスが理解できない。

　いや見た目などどうでもいいのだ。

　問題はこの少女の中身なのである。




「──ようこそ盈えい水すい院いんへ！　私は毒どく針ばり俱く舎しや奈な。歓迎するわ」




　怪かい仏ぶつ──毒どく針ばり俱く舎しや奈なはあどけなく笑って近づいてきた。

　呆あつ気けに取とられてしまった。

　いきなり毒どく針ばりが彩さい紀きの手を握ってぶんぶんと上下に振ったからだ。あまりにも友好的──というか不気味だった。ＯＬＩ因子によって退行した世界で握手を求めてくる人間などそうそういない。この少女は理の外に生きているのかもしれなかった。

「あなたが彭ほう寿じゆ星せい──いえ神かみ津つ彩さい紀きね？　噂うわさは聞いているわ。七しち凶きよう神じんの弁べん財ざい天てんと寿じゆ老ろう人じんをやっつけるだなんてすごいじゃない！」

「そうか？　べつに大したことではないが」

「大したことよ。七しち凶きよう神じんといえば世間を騒がしている無法者の集団。そのうち二人が消えたとなれば救われる衆しゆ生じようは必ずいる。あなたは人を救ったのよ彩さい紀き」

「はあ。ところで毒どく針ばりよ」

「俱く舎しや奈なって呼んでくれたら嬉うれしいわ」

「う、うむ。ところで俱く舎しや奈なよ。お前が本当に彩さい皇こうの〝怪かい仏ぶつ〟で間違いないんだな？」

「疑っているの？　まあ無理もないわね。彩さい皇こうかどうかを確認する方法は簡単よ。溢あふれ出でる彩さい氣きを感じ取るか、あるいは〝五ご彩さいの導しるべ〟を確認すればいい」

　俱く舎しや奈なは彩さい紀きの手を無理矢理こじ開けじぃっと掌てのひらを凝視し、

「──うわあ！　本当に印がある！　今まで自分以外の彩さい皇こうに会ったことなかったのよ。感動だわ！　私のも見て確認する？　胸元にあるんだけど」

「そうかそうか。後学のために是非ともグッ」

　弁慶の泣き所に蹴りが入った。かがりが頰を膨らませてこちらを見上げている。

　いけないいけない。つい仙人のＯＬＩ因子の性質に従って俱く舎しや奈なの胸元を確認してしまうところだった。既に溢あふれ出でる彩さい氣きを感じ取っているので見る必要など微み塵じんもない。

　俱く舎しや奈なが声をあげて笑った。

「そっちの狐きつねは彩さい紀きのことが好きなのかしら？　かわいいわー」

「はぁ!?　な、何言ってんのよ！　べつに私は──」

「彼を蹴ったのは嫉妬したからでしょ？」

「嫉妬じゃないっ！」

「言葉に表すことができないから拳に走ってしまうような未熟な精神性──まったくもって美しいわね。そういう原プリ始ミテ的イブな子、私は嫌いじゃない」

「何が〝子〟よ。あんた、私と同じくらいの年でしょ」

「十四歳よ」

「年下じゃねーか！」

　ん？──と彩さい紀きは引っかかりを覚えた。

　十四歳？　さっそく門前の老人の話と矛盾が出てきている。彼は「二十年前から毒どく針ばり俱く舎しや奈なの功く徳どくを受けてきた」みたいなことを述べていたはずである。代替わりでもしたのだろうか。

　疑問に思って俱く舎しや奈なの顔を見つめた。ミステリアスな笑みが返ってきた。

「──まあいいわ。彩さい紀き、お話をしましょう？　彩さい皇こう同士水入らずで」

「おい毒どく針ばり！　彩さい紀きに近づくなっ！」

「あら。やっぱり彩さい紀きのことが好きなのよね」

「好きじゃないわよ。こんなやつより油揚げのほうがよっぽど好きよ」

　小学生みたいなやり取りだった。

　確かにかがりの精神年齢は見た目より五歳くらい低い気がするが──

　そのとき、ふと、かがりの狐きつね耳みみの間から奇妙な光が出てくるのを見た。

　光はぽわぽわと宙を漂ってから弾はじけるようにして消えてしまう。おそらく煉れん氣きの一種なのだろうが、なぜ頭からそんなものが出てきたのかわからない。

　怒りで煉れん氣きが漏れたのだろうか。

　まあそれはさておき、彩さい紀きはこの少女の本質をつかみかねていた。実像がイメージと違いすぎた衝撃を未いまだに引きずっているのだ。

「……俱く舎しや奈な。お前は寇こう魔まが嫌いなんじゃなかったのか」

「悪いことをする寇こう魔まは嫌いよ。というか悪いことをするから寇こう魔まなの。この狐きつねが私に対して何かした？　していないわよね。だから嫌う理由もないでしょ」

　ド正論すぎて気け色しきばんでいたかがりですら返す言葉を失ってしまっていた。

　見た目は少女。中身も少女。人々に信奉される怪かい仏ぶつの正体とはいったい何なのか──そんなふうに考え込んでいたとき、ふと俱く舎しや奈なが彩さい紀きの腕を取り、仏のような笑みを浮かべ、

「それより同盟の件でしょ？　よくわからないから説明してくれる？」

　なぜか空気と化していた稲いな名な田だが「うむ」と頷うなずいて、

「それでは同盟に関して説明いたしましょう。すでに永えい楽らく朝ちようと榮えい凜りん島とう、というよりも彭ほう寿じゆ星せい個人は手を結んでおります。ここに盈えい水すい院いんが加われば七しち凶きよう神じんなど恐れるに足り」

　ぐぅ。

　誰かの腹が鳴った。稲いな名な田だの虫が鳴いたのである。

　彼女はらしくもなく顔を赤くして、

「──す、すみませぬ。お腹なかが減って。おかしいな……」

　俱く舎しや奈ながくすくすと笑った。

「でしょうね。宴うたげの準備をしているわ。──此し童どう、案内してあげて」

「かしこまりました」





○






　巨大な広間に連れていかれた。奥にでかい仏像が鎮座しているのを見るに明らかにものを食ったり飲んだりするような部屋ではない。が、俱く舎しや奈なが「良い」というのだから問題はないのだろう。

　宴うたげの参加者はそれほど多くなかった。彩さい紀きとかがりと稲いな名な田だと俱く舎しや奈なと此し童どう。あと盈えい水すい院いんの高僧が数人、給きゆう仕じ役の子供が数人。

　かがりは俱く舎しや奈なのことを終始警戒していたようである。そしてそれは彩さい紀きも同じであった。彼女はやたらと友好的な態度で接してくるのだが、こういう輩やからに騙だまされた経験は何度だってある。たとえば初代弁べん財ざい天てんの野郎に「一緒にお風ふ呂ろに入る？」と言われて入ろうとしたら鎌で首を刈り取られそうになったことがある。人は噓うそを吐つくものなのだ。

「──よいでしょう。盈えい水すい院いんは七しち凶きよう神じん退治に協力するわ」

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なは呆あつ気けなく同盟を承諾した。

　給きゆう仕じによって料理が運ばれてくる。麦飯と味み噌そ汁しる、茄な子すと胡きゆ瓜うりの漬物。あと蒟こん蒻にやく。お世辞にも彩いろどり豊かとはいえぬ『ザ・精進料理』といった献立だった。さすが仏教寺院──しかし宴会と称するには少々質素すぎる気もする。

　稲いな名な田だは少し不満そうに眉を八の字にしたが、すぐに顔を上げ、

「ほ、本当でありますか!?　かたじけない！」

「ただし」

　俱く舎しや奈なは稲いな名な田だの言葉を遮るように言った。

「私は盈えい水すい院いんから一歩も動かない。私がここを離れれば世界の論理が崩れてしまうから。それだけは避けなければならない」

「失礼でありますが──それは同盟と呼べるのでしょうか？　永えい楽らく朝ちようは盈えい水すい院いんが寇こう魔まに攻められた際には救援に向かう所存であります。その逆がないというのは少し」

「私自身が動かないだけよ。増援ならいくらでも送ってあげるわ。この盈えい水すい院いんには屈強な僧兵が三百人ほどいるの。此し童どうが指揮しているのよ」

　僧そう都ずの此し童どうは黙して卓の前に座っている。

　あの男は俱く舎しや奈なの第一の部下といった様子だった。

「ふむ、それなら安心でございますな！　これにて同盟成立、帝みかどもきっと喜ばれることでありましょう。いやあめでたいめでたい。今こ宵よいは戦勝祈願もかねて無礼講といきましょうぞ！」

　そう言って「乾杯！」と稲いな名な田だが湯ゆ吞のみを掲げた。

　応ずる者はいなかったがこうして宴会という名の食事会が始まった。

　ここまでは特に大きな問題は起きなかったといえよう。稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かは美お味いしそうに薄味の料理を食べていたし、僧侶たちも黙々と箸を動かし、かがりは「これまずいわね」と心底まずそうに漬物を口に運んでいた。

　彩さい紀きは観察するように毒どく針ばり俱く舎しや奈なの姿を眺める。

　本当に問題が起きたわけではないのだ。だが彼女からは得体の知れない何かが感じられる。胸の奥で引っかかっているような何かが──

　目が合った。

　俱く舎しや奈ながにこりと笑って近づいてきた。

「どう？　素晴らしいところでしょ盈えい水すい院いんは」

　すっと彩さい紀きの右隣に腰を下ろす。

　左隣のかがりがギロリと俱く舎しや奈なを睨にらんだ。

「素晴らしいところかどうかはわからないな。俺は今日この寺を訪れたばかりなんだ。確かに活気はあると思うが──」

「もう！　そこはお世辞でも『素晴らしい場所だよ』って言うところでしょ！」

　そんなことを言われても困る。彩さい紀きは見たままの感想を言っただけなのだ。

「盈えい水すい院いんは毒どく針ばり一族が千年をかけて作り上げた理想郷よ。外界と隔絶することによって疑似的な桃源郷を再さい顕げんしているの。人は何かに煩わされることなく自分の本分を全うして生きることができる──これって素晴らしいことだと思わない？」

「この寺は千年前からあるのか？」

「いえ、正確には九百年くらい前に始まったみたいね。私のご先祖さまが初代の大だい僧そう正じよう。最初のほうは血がつながってないんだっけ？　まあとにかく私は五十代目よ」

　そう言って俱く舎しや奈なは湯ゆ吞のみを口につけた。白さ湯ゆである。

「聞きたいことが山ほどある。なぜ対七しち凶きよう神じん同盟に参加したんだ？　お前にはあまり関係のないことだろう。いや──お前は人々から〝衆しゆ生じようを導く偉大な生き仏〟のような評価を得ているらしいな。本当に善意から寇こう魔まのことが許せないのか？　それとも──」

　ぴと。唇に人差し指を押しつけられた。俱く舎しや奈ながにんまりと笑う。

「ふふ。質問が多すぎて答えられないわ。ただ一つだけ言えることは──盈えい水すい院いんはあなたのような人間のための理想郷である、ということよ」

「わけがわからないな」

「今はわからなくてもいいわ。すぐにわかってくれるはずだもの」

　やっぱりわけがわからなかった。

　しかし彩さい紀きは見た──前かがみになったせいで彼女の胸元があらわになっている。服装がゆったりしていたので気づかなかったが意外に迫力がある。あと少し。あと少し屈かがんでくれれば目当てのものが見えるはずだ。目当てのものというのこいつの正体を決定づける〝五ご彩さいの導しるべ〟のことであって決していかがわしいものでは

「ちょっと！　彩さい紀きから離れなさいよっ！」

　ぐいっと背後に引っ張られた。かがりが彩さい紀きの腕をつかんだのだ。

　彩さい紀きは内心で舌打ちをした。あと少しだったのに。

「さっきから見てたけど馴なれ馴なれしいのよ。こいつは女の子に触りすぎると死んじゃう病気なの。あんたの存在は毒なのよ」

「あら。そんな病気が本当にあるのかしら？」

「知らないけどそういう体質なのよこいつは。しかもあんた抹まつ香こうみたいなにおいがするわ。彩さい紀きにうつったらどうしてくれるの」

　ブチッと何かが切れた感じがした。

　目の前の仏教少女から静かな怒りの気配が立ち昇った。あ──これは踏まなくてもいい虎の尾を踏んでしまったのだなと彩さい紀きは身震いする。

「──は？　仏道修行者に向かって抹まつ香こう臭くさいって舐なめてるの？」

「舐なめてないわよ。だって本当のことだもの」

「ほ、本当のことって……彩さい紀きっ！　私ってそんなに抹まつ香こうのにおいする!?」

「しない」

「《本当のことを言え》」

「する」

　最悪だった。

　かがりが勝ち誇ったように胸を張った。

「そういうわけよ。彩さい紀きはドーキョーの仙人なの。ホトケとは相あい容いれないのよ」

「あなた、道教と仏教の違いをわかっているの？」

「わかっているわよ。道教は彩さい紀きみたいなので仏教はあんたみたいなのでしょ」

「ふ。無む明みようとはこのことだな」

「あ？」

「アホってことよ」

　ぴくりとかがりの眉が動いた。怒りの導火線に火が点ついたようである。

「宗教の違いなんてどうでもいいわよ！　それより私はあんたが気に食わないの。同盟を結んだから会話をしたりするのはしょうがないけど、触ったりするのは駄目なんだからね！　彩さい紀きに変なにおいがついちゃうでしょ！」

「はあ!?　彩さい皇こうとは唯我独尊を貫く至高の存在よ！　誰のものでもないんだからちょっと唇に触るくらいいいじゃない。抹まつ香こうのにおいなんてつかないわ」

「こいつは私のものよ」

「なっ──」

「《そうよね彩さい紀き》」

「うん」

　うんじゃねえ。と訂正してやりたいところだが言こと霊だまには逆らえなかった。

　俱く舎しや奈なは一瞬表情を失なくした。彩さい紀きは少し違和感を覚えた。冷静に考えたら毒どく針ばり俱く舎しや奈なは赤の他人である。彩さい紀きがかがりの所有物だということが判明したからといって動揺するのは妙だった──しかしやっぱり気のせいだったのかもしれない。

　俱く舎しや奈なはいつの間にか余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑みを浮かべていたのだ。

「──ふーん。あっそ。狐きつねのものだったのね、あなた」

「何な故ぜか現状そういうことになっているな」

「まあいいわ。──ねえ彩さい紀き、盈えい水すい院いんのことについて知りたいんでしょ？」

「ん？　ああ、そうだな。ＯＬＩ因子がどう働いているのかも知りたいし」

「因子……なるほど。よくわからないけど承知したわ。彩さい紀きさえよければ明日、私が盈えい水すい院いんの境内を案内してあげてもいいけれど？　もちろん二人きりよ」

「え、マジで？」

　それは願ったり叶かなったりである。

　彩さい皇こうの力がこの時代においてどのように世界を歪ゆがめているのか確かめておきたかった。

　しかしかがりが彩さい紀きの腕に抱き着いて抗議の視線を向けてくる。

「ちょっと。そんなの私が許すと思っているの？」

「いやしかし。案内してくれるというなら素直にお願いしておくのが得策だと思うのだ。盈えい水すい院いんに関しては気になる点もあるし」

「だめよ。そいつは絶対よくないことを考えているわ。二人きりだなんて許さない」

「ふふ。狐きつね。あんまり束縛が強いと嫌われるわよ？」

「え──き、きらわれる……？」

　かがりが異世界の言葉を聞いたような顔をして固まった。

　よくわからないが引いてくれたのなら好都合である。彩さい紀きは俱く舎しや奈なのほうに向き直り、

「じゃあよろしく頼む。盈えい水すい院いんについて色々と教えてくれ」

「わかったわ。久しぶりのデートね」

　いやデートじゃねえだろ──ツッコミを入れようと思った瞬間、俱く舎しや奈なの首筋に抱き着くようにして現れた妖怪のような少女がいた。稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かが真っ赤な顔をして、あろうことか天下の彩さい皇こうにほっぺたすりすりしていた。

「ふへへへぇへぇへ毒どく針ばり殿ぉお！　同盟結んでくれてありがとぉおおぉおお!!　これで帝みかどに怒られなくてすむのですぅうう……」

「うえっ、酒くさっ！　何よこいつ酔っぱらってんの!?　ちょっと典座てんぞ！　酒なんか出してんじゃないわよ！」

　僧侶たちが慌てた様子で右往左往し始めた。

　そこで彩さい紀きは一つ気づいた。典座てんぞとは禅宗における食事係のことである。ということは盈えい水すい院いんは禅寺なのかと一瞬思ったが、本殿の掛け軸に「南な無む妙みよう法ほう蓮れん華げ経きよう」とか「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」とかめちゃくちゃな題目が墨ぼつ痕こん鮮やかに書かれていたことを思い出す。

　つまりこの寺に宗派などない。

　仏教的な要素を抽出して再さい顕げんしたテキトーな異世界──それが盈えい水すい院いんの正体なのだろう。

　彩さい紀きは「まあいいか」と思い直す。仏教の細かい教理なんぞに興味はない。もっと注視して確認するべきなのは──この盈えい水すい院いんが、彩さい紀きやかがりに害をもたらすのかどうかというその一点だけだった。
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　夜は更ふけていく。

　山の向こうに沈んだ西日が盈えい水すい院いんを赤黒く染め上げている。

　宴うたげを終えた彩さい紀きたちは、案内役の少女──名前は凪なぎというらしい──に連れられて宿坊にやってきた。俱く舎しや奈なの居城からしばらく南に進んだ街中にちんまりと佇たたずむ建物だった。

「んぅ……へへへ……もぉ食べられぬぞ……」

　阿あ呆ほうのように酔い潰れてしまった朝廷の使者様は彩さい紀きに負ぶわれて幸せそうな顔をしていた。痴態ここに極まれりである。仏教寺院にやってきて酒を飲みまくって同盟相手に絡からみまくって挙句の果てにダウンしてしまうなど朝廷の教育はどうなっているのだろうか。

「旅人の方はここに泊まることになっております」

　そう言って凪なぎは宿坊の引き戸を開けた。丁寧に掃除の行き届いた立派な宿である。彩さい紀きたちが中に入ったのを確認すると、凪なぎはぺこりとお辞儀をして、

「何かあればお申しつけください。飛んで参るよう僧そう都ずから仰おおせつかっておりますので」

「では聞いていいか」

「は、はい？　何なりと」

　彩さい紀きはずり落ちそうになった稲いな名な田だを背負い直しながら、

「俺たちは明後日あさつてくらいにここを出ようと思っている。だが近隣の村で聞いた話によると盈えい水すい院いんから出てきた者はいないという。凪なぎはこの辺りについて何か知っているか？」

「……いえ。知りません。私は盈えい水すい院いんで生まれて、盈えい水すい院いんで死んでいく運命ですから」

　凪なぎの表情に影が落ちた。予想以上に重苦しい台詞せりふだった。凪なぎは「すみません」と頭を下げ、

「大だい僧そう正じようにはご質問なさいましたか」

「聞くのを忘れていた。まあ明日聞けばいいんだけど」

「は、はあ……」

「知らないのならいい。案内してくれてありがとう」

「いえ、お仕事ですから」

　凪なぎは今度こそ去っていった。

　残された彩さい紀きとかがりは顔を見合わせる。

「……出られないって本当なの？」

「本当ではないだろうな。おそらく下界の迷信だ」

「下界？」

「いや、下界というのは盈えい水すい院いんの外という意味だ。──お前も見ただろう、境内の人々は誰もが幸福を嚙かみしめながら生きていた。彼らは出られないから出ないんじゃない、出る必要がないから出ないんだ。それにさっきの宴会で俱く舎しや奈なと話してみてわかったが、あいつに俺たちを閉じ込めておく意図などない。そういう感じではなかった」

「確かにそうね。束縛が強いと嫌われるって自分で言ってたし」

「そう。強すぎる束縛は反感を生むのだ。もしあいつが人々を強制的に隔離していた場合、必ずどこからか不満が湧出してくることだろう。だがこの盈えい水すい院いんにそういう気配はなかった」

「……ねえ、私ってあんたのこと束縛しすぎかな」

「いやそんなことないと思うけど」

「そ、そうよね！」

「とりあえず稲いな名な田だを寝かせよう。重くって仕方ねえ」

　宿坊の廊下を進んでいく。柱のところに『稲いな名な田だ様』という札が貼られている部屋を見つけた。襖ふすまを開くと既に布ふ団とんが敷かれている。彩さい紀きは遠慮なく泥でい酔すい少女を放り捨てた。

　ちなみに『稲いな名な田だ様』の隣は『熾し天てん寺じ様』。その隣が『神かみ津つ様』である。宴会で騒いでいる間に準備してくれたらしい。

『神かみ津つ様』と書かれた部屋に足を踏み入れる。当然のごとくかがりもついてきた。

「聞きたいことがあるんだけど」

「なんだ」

　かがりは尻尾を揺らしながら見上げてくる。少しだけ拗すねているようだった。

「あの毒どく針ばり俱く舎しや奈なってやつ。妙に彩さい紀きに馴なれ馴なれしかったわ──べつに馴なれ馴なれしいのが悪いわけじゃないんだけど、違和感があったのよ。あいつと知り合いだったりする？」

「初対面だよ。まあ座りたまえ」

「うん」

　押し入れから座ざ布ぶ団とんを引っ張り出して畳に敷く。卓テー子ブルの上では霊れい灯とうがほわほわと淡く輝いている。盈えい水すい院いんを循環する煉れん氣きによって自動で発光しているらしい。

「──で、どうなの？」

「初対面だと言っているだろう。あの娘はもとからそういう性格なんだ。いや──もしかしたら俺が彩さい皇こうだから親近感を覚えたのかもな」

「それにしたって変よ。あれは彩さい紀きに執着してる気がする。私の勘は当たるのよ」

「あるいはお前をからかっていたんじゃないか？　反応が面白いから」

　かがりは不機嫌そうに「ふざけんな」と吐き捨てた。

「毒どく針ばりは怪しいわ。この盈えい水すい院いんだって怪しい。昼間の境内の様子を見たでしょ？　人がいっぱい死んでた。それなのに周りの人は幸福そうな顔をしてた──あんなの普通じゃ考えられないわ。天てん颶ぐがいなくなった後の榮えい凜りん島とうよりも浮足立ってる気がする」

「まあ言われてみれば確かに……」

　やはり盈えい水すい院いんには何かが隠されている。俱く舎しや奈なに聞けば教えてくれるのだろうか。

「なんか……ただの勘だけど……何かの罠わなに嵌はまってる予感がするわ。それとも仏教ってこういう得体の知れない不気味な宗教なの？　道教と何が違うのよ。教えてよ」

　俱く舎しや奈なに阿あ呆ほうと言われたことが悔しかったらしい。

　彩さい紀きは「俺もあまり詳しくはないのだが」と前置きしてから、

「道教は現世に留とどまることに主眼を置く。仏教は現世からの脱却を目的とする──そんな感じだろうか」

「どういうこと？」

「道教だの仏教だのと一口に言っても理念や思想が複雑に絡からみ合あっていて端的に説明することは難しいが、まあ、ようするに道教は──というよりも道家の思想は〝健康になって長生きする〟ことが最終目標となる。不老長寿の仙人になろうとするのはこういう理由だ」

「あんたはもう仙人よね。最終目標達成してるじゃない」

「まあそうかもな。──こういう思想の根底には〝この世が素晴らしいものである〟という考え方があるのかもしれない。そうじゃなきゃ不老になってまで現世に留とどまりたいとは思わないだろうからな。一方で〝この世は苦しみに満ちたものである〟と考えるのが仏教だ。仏教においては人はこの世から脱却するために色々と修行をする」

「この世から脱却？　自殺でもするの？」

「死んでも別の存在になって再びこの世に生まれるから自殺をしても意味はない。よく言われる転てん生しようだ。この転てん生しようの輪から抜けるために人々は〝悟りの智ち慧え〟を獲得しようとする。悟ったら輪りん廻ね転てん生しようの苦しみから解放されるのだ」

「解放されたらどうなるのよ」

「涅ね槃はんの境地に達するという。行ったことがないからわからんが、煩ぼん悩のうとか苦しみから解放された場所、いや状態？　のことなんだとか。一般的にこれが仏教の最終目標とされる」

「ふうん……難しいのね。じゃあ毒どく針ばりもその涅ね槃はんっていうのを目指しているのかしら」

「普通に考えればそうだろうな。あるいはあれが既に涅ね槃はんの境地なのかもしれない。ＯＬＩ因子がどんなふうに仏の論理を再さい顕げんしているのかよくわからん」

　かがりはやっぱり難しそうな顔をしていた。

　この少女には小難しい話は合わないのかもしれない。屁へ理り屈くつを強引に突破していくのが熾し天てん寺じかがりの得意とするところである。

　そこで彩さい紀きはふと背後を振り返った。

　──外。

「よくわかんないけどわかったわ。盈えい水すい院いんが私には理解できない仕組みで動いているってことが理解できた。だからこそ注意するべきだと思うのよ。絶対ヘンだから」

「それは重々承知している」

「毒どく針ばりにも注意してね。お菓子もらってもついていっちゃ駄目よ」

「わかっている」

「良い子ね」──そう言ってかがりは彩さい紀きの頭を撫なでた。

「……それはそうと寝る時間だ。さっさと自分の部屋へ行け」

「まだ消灯には早いわよ。何して遊ぶ？　あ、お風ふ呂ろにも入らなくちゃ」

　今日は盈えい水すい院いんに来るまで歩きっぱなしだったはずなのに元気な娘である。むしろ彩さい紀きのほうが精神的に疲れてしまった。できることならこのまま寝てしまいたいのだが──

　そうはいかない理由もあった。

　彩さい紀きはいきなりかがりの狐きつね耳みみに顔を近づけた。

　かがりが顔を赤くして硬直する。

「な、なな、なに？　お風ふ呂ろは一緒に入ってあげないわよ」

「少し重要な内緒話があるのだが」

「そ、そう。でも狐きつね耳みみは音は聞こえないんだけど」

　衝撃の事実だった。彩さい紀きは彼女の人間っぽい耳のほうに言葉を投げかける。

「俺はちょっと出かけようと思う」

　かがりが目をしばたいた。

「もう暗いわよ？　心配だから私も一緒に行くわ」

「ついてこなくていいぞ」

「なんでよ」

「厠かわやに行くだけだからだ」

　そう言って彩さい紀きは踵きびすを返かえす。かがりはしばらく啞あ然ぜんとして立ち尽くし、そして、

「それのどこが〝重要な内緒話〟なのよーっ！」

　内緒にしなければならない理由があったからである──とは言わない。

　彩さい紀きは音を立てぬように廊下を進む。

　そうしてふと違和感を覚える。身体からだから少量の煉れん氣きが抜け落ちたのだ。思わず見上げてしまった。彩さい紀きの頭部から飛び出たらしい煉れん氣きはぽわぽわと天に向かって上昇していき──天井のあたりでふと消えた。

「……？」

　かがりのときと同じだった。

　これは調査する必要があるかもしれない。





○






　さて厠かわやに行くというのは噓うそである。

　引き戸を開けて外に出た彩さい紀きがまっすぐ向かったのは宿坊の裏手だった。大量の蓮はすが植わった池の手前、宿坊の壁に耳を当ててじーっと身を固くしている少女の姿があった。

「何やってんだ、凪なぎ」

　少女──凪なぎの身体からだが陸に上げられた魚のように跳ね上がった。

　そのまま一目散に逃げようとするので、手荒であることは承知で彼女の腕をつかんで引き止めた。凪なぎはこの世の終わりのような顔をして彩さい紀きを見上げ、

「彭ほう寿じゆ星せい様……！　どうか命だけは」

「命など取るつもりはない。安心したまえ」

「で、でも、わたし、」
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「ここで何をやっていた？　虫の音に耳を傾けていたというわけでもあるまい」

　この少女の動向が少し妙であることには気づいていた。別わかれ際ぎわ、彼女は来た道ではなく、何な故ぜか宿坊の裏手に回るようにして姿を消したのだ。最初は何か用でもあるのかと気にしなかったが、稲いな名な田だを寝かせた後も彼女の気配が消えることはなかった。不審に思って探してみればこれである。

　凪なぎは覚悟を決めたようだった。腕を放してやると据わった目で彩さい紀きを見上げ、

「どんな罰でも甘んじて受けます。だから、どうか僧そう都ずには内密にしてください。いえ、彭ほう寿じゆ星せい様に見つかったということを内緒にしてください……」

　僧そう都ずとはおそらく此し童どうのことだろう。彩さい紀きは首を傾かしげてしまった。

「これはあの男から命令されたことなのか？」

「……はい。詳しいことは存じ上げませんが、彭ほう寿じゆ星せい様におかしな動きがないよう、見張っておけと」

「壁に耳を押し付けてか？　一晩中？」

「はい」

　凪なぎは神妙に頷うなずいた。それは少々異常ではないだろうか。こちとら悪さをするつもりなど微み塵じんもないというのに。

「あ、あの。天てん上じよう天てん下げをたなごころにする彩さい皇こう様に向かって、とても失礼なことをしてしまいました。謝って許していただけるようなこととは思えませんが、どうか、どんなお仕置きも我慢しますので、僧そう都ずにだけは……」

「俺を何だと思っている。べつに咎とがめたりはしないよ」

「でも。無償の幸福は必ず災禍を招きます。何かしていただかないと──」

　そのとき、どこからともなく鐘楼の音が響いてきた。盈えい水すい院いんに重く響きわたるその哀音はどこか郷愁の念を駆り立てる。一日の終わりを告げる合図なのかもしれない。

　彩さい紀きは凪なぎを見下ろした。その表情は怯おびえの色に染まっている。懐なつかしい──彩さい紀きは幼い頃から《天子の特殊因子》をもてあました忌いみ子こだった。その強大すぎる力は一般人にとっては化け物か何かに見えるようで、幾度となくこういう恐怖の視線を向けられてきた。

　だから──結局、人から信頼を得るためには力ではなく心を認めてもらうしかないのだ。

「では盈えい水すい院いんのことについて教えてくれ。俱く舎しや奈なのような為政者の目線からではなく──お前のような力を持たない人間の目で感じられたことを教えてほしい」

「はい。私にできることなら──え、」

　彩さい紀きは凪なぎの手を握った。彼女は狼ろう狽ばいして目をきょろきょろさせる。

「まずは外に出られるかどうかを確認したい。一緒に来てくれないか」

「こ、困ります……！　誰かに見つかったら」

　なんだか既視感のある展開だった。彩さい紀きは笑い、

「最強の仙人にできないことはない。俺に触れていれば心配などいらないよ」




　そして数分後。

　盈えい水すい院いんの東門にやってきた彩さい紀きは頭を抱えていた。

「マジで出られないのかよ……」

　通用門は開かれていた。しかし出ようと思っても出られない。見えない壁のようなもので物理的に阻はばまれてしまうのだ。しかもその〝見えない壁〟は彩さい氣きによってコーティングされている。彩さい紀きですら突破する手段が思いつかぬというのに一般人が易やす々やすと出入りできるはずもなかった。

　──彼らは出られないから出ないんじゃない、出る必要がないから出ないんだ。

　かがりに自信満々で高説を垂れたのが恥ずかしくなってしまった。

「盈えい水すい院いんから出ることはできません。彭ほう寿じゆ星せい様の力を使えばべつかもしれませんが……」

「いや。これは俺でも難しいだろうな。構造がいまいちわからん。おそらく集合文化意識を利用して疑似的な牢ろう獄ごくを作り上げているのだろうが……」

　凪なぎはきょとんとした顔でこちらを見上げた。彩さい紀きは自重して言葉を止めた。日頃からわけのわからぬ説明でかがりを困らせていることを思い出したのだ。

　いずれにせよ俱く舎しや奈なは何な故ぜこのような世界を作り上げたのだろう。

　門前の老ろう爺やは言っていた──「毒どく針ばり様は衆しゆ生じように幸福を授けてくださる」と。仏とは一般的に人々を救済していくものだとされる。俱く舎しや奈なが《仏の基礎因子》に類するものを宿しているのだとしたら盈えい水すい院いんの在り方は彼女の本性に沿ったものなのだろうが、どこか歪いびつな気配が拭いきれなかった。何な故ぜなら──彩さい紀きの目の前にいる少女、凪なぎは、ちっとも幸せそうではなかったからだ。

「凪なぎ。きみは盈えい水すい院いんのことをどう思っている？」

「素晴らしい場所だと──いえ。もう噓うそを吐つく必要はありませんね」

　凪なぎは悲しそうに笑った。

「私は少しだけ不満を覚えています。私は幼い頃から大だい僧そう正じように仕えてきました。本殿の尼に僧そうたちに育てられ、物心がついてからは、読ど経きようや座禅などの仏道修行に励み、あの方の身の回りの世話をして、わずかな幸福をもらって生きる──そういう生活をずっと続けてきました」

「幸福をもらう、とは具体的にどういうことだ？」

「そういう煉れん術じゆつなのだと思います。あの方は人を強制的に幸せにすることができるのです。たとえどんなに苦痛に溢あふれた日々だったとしても、それを幸せに変換してしまう。ゆえに私たちは本来の感情を忘れて怪かい仏ぶつ・毒どく針ばり俱く舎しや奈なに祈りを捧ささげることになってしまいます。幸福の味が忘れられないから。もっと幸福になりたいから」

「まるで薬物中毒者みたいだな……」

「大だい僧そう正じようがもたらす幸福は空っぽなんです。確かにふわふわした心地よい気分は味わえますけど、それが長く続くことはありません。あれは本当の幸福ではないんだと思います」

「歪ゆがんでいるな」

　ＯＬＩ因子は祈りによって成り立つ世界の基礎だ。

　幸福を願えば本当に幸福になってしまうことだってある。俱く舎しや奈なはそれを煉れん術じゆつに昇華して盈えい水すい院いんの人々に施しているのだろう。しかしそれは間違っていることのように思えた。

「はい。歪ゆがんでいます」

「しかし人心を支配する方法としては理想的だ。──いや、理想とは言えないのか。きみは盈えい水すい院いんに対して不満を抱いていると言ったな。何が不満なんだ」

「……外に出てみたいんです」

　凪なぎの手にぎゅっと力がこもる。【透過】のためにずっと手をつないでいるのだ。

「本殿の宝物庫で地図を見たことがありました。そうして私は知ったのです──盈えい水すい院いんの外にも世界は広がっているのだと。青々とした山々、輝くような海、空を浮く島。そして外からやって来た人にも話を聞いたことがありました。彼は目を輝かせてこう言っていました──『世界は広いんだ、歩けど歩けど夢のような景色を目にすることができる』って」

「その感情は俱く舎しや奈なのもたらす幸福で置換可能ではないのか」

「そうかもしれません。だから大だい僧そう正じようには隠しているんです。この願いをあの方に知られてしまったら、幸せの煉れん術じゆつによって消されてしまいそうで」

「なるほどなぁ……っておい」

　凪なぎは彩さい紀きから離れて門のほうへと向かった。

　見えない壁にそっと両手を添える。しかし彼女はそれ以上先に進むことはできなかった。俱く舎しや奈なの彩術によって道が閉じられている。

「私の父母は外からやってきて、出られなくなった人だと聞きました。これは単なるわがままですが──家族の故郷を、一度でいいから訪れてみたいのです」

「では俱く舎しや奈なに頼んでみよう」

「え……？」

「俺が言えばどうにかなるかもしれない。一応はあいつと同格の彩さい皇こうだからな」

「そ、そんな……怖いです」

「怖い？」

「大だい僧そう正じようは去る者に容赦しないのです……私の同僚もそうでした……あの子は外に出ることを夢見て、それを大だい僧そう正じように言って、勝手に出て行こうとして……そして、そして次の日、」

　彩さい紀きは彼女の震える肩に手を置いた。

　凪なぎは泣きそうな目をしてこちらを見上げてきた。

「怖いというならば保留にしておこう」

「は、はい……」

「だがいつでも頼りたまえ。俺は世界最強の仙人だからな──たとえ毒どく針ばり俱く舎しや奈なと殺し合いになったとしても負けるつもりはない」

　掌てのひらに刻まれた〝五ご彩さいの導しるべ〟を見せてやると凪なぎは驚きよう愕がくに目を見開いて固まってしまった。しばらく無言の時間が流れ、彩さい紀きの顔と掌てのひらの模様を交互に見つめていたが、やがて彼女は顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

「お気遣いいただき、ありがとうございます……」

　そうして二人して帰路を辿たどる。

　彩さい紀きは俱く舎しや奈なの目的を考えずにはいられなかった。仏として極楽浄土を作り上げようという気概は理解できる──しかし去る者を拒む理由がよくわからない。凪なぎもその点については知らないようだったし、明日、本人に聞いてみるとしようか。

　そのときだった。

　凪なぎがふと足を止める。つられて彩さい紀きも足を止める。

　路上に人が倒れていた。

　彩さい紀きは慌てて走り寄った。こんなところで寝たらいくら夏とはいえ風邪をひくぞ──そういう気持ちは一瞬にして霧散した。その男は死んでいたのだ。目を剝むき、血を吐いて、しかしどこまでも幸福そうな表情を浮かべながら、息絶えていた。

「凪なぎ。あまり見るんじゃ──」

「ああ。義務を忘れてしまったのですね」

　思わず振り返った。彼女の声色が意外にも冷めていたからだ。

「忘れた？　どういうことだ」

「この方の右手を見てください」

　そう言って凪なぎは男の手をとった。

　その甲に曼まん荼だ羅らのような模様が浮かび上がっている。ただの入いれ墨ずみではないことはすぐにわかった。煉れん氣きの気配がするからだ。

「なんだこれは」

「戒律を守った証あかしでしょう。この方は大だい僧そう正じようの罠わなにかかって──」

　そのときだった。背後からいきなり大声が聞こえた。

「凪なぎ？　凪なぎではないか!?」

　数人の僧侶たちがこちらに駆け寄ってくる。本殿で見た者たちと同じ恰かつ好こうをしていた。夜の境内を巡回する僧兵か何かだろう。

　そうして彩さい紀きは己の迂う闊かつさを呪った。【透過】の術を再発動するのを忘れていた。

　凪なぎはひきつけを起こしたような声を漏らした。

「……凪なぎ。貴様には仕事があったはずだろう」

「ち、違うんです。これは……」

「いやすまない。気づいてしまったのだ」

　彩さい紀きは凪なぎを庇かばうようにして前に出た。僧兵たちは「うっ……」という感じで怯ひるんだ。こいつらは目の前の相手が至高の仙人であるということを知らされているのだ。

「その〝仕事〟というのは俺を監視することだったのだろう？」

「いえ、そういうわけでは……」

「だがこの子に罪はないぞ。そもそも彩さい皇こうを隠れて監視しようなどという発想が間違っているのだ。俺くらいになればたとえ千里先から【千里眼】の術で視みられていても気づいてしまう。では誰に罪があるのかといえば、凪なぎを監視役に抜ばつ擢てきした者だろうな。俱く舎しや奈なか？　それとも僧そう都ずの此し童どうか？」

　僧兵たちの顔色が変わる。怒りではなく恐怖の表情だった。

「も、申し訳ありませぬ彭ほう寿じゆ星せい様。あなたに危害を加えようという意図はまったくありませぬゆえ、どうかご容赦いただければと」

「そうだな。では凪なぎのことを咎とがめないでやってくれ」

「承知しました。──凪なぎ、行くぞ」

　僧兵たちは凪なぎの腕を引いて本殿のほうへと歩を進める。

「待て」

　僧兵たちが振り返った。その瞳には明らかに怯おびえの色があった。

「な、何でございましょう。この娘に罰を与えることはしませぬ」

「そうではない。その死体は放置したままでいいのか？」

「ご心配なく。死体を集めて葬ほうむる専門の僧がおりますので」

「この男は何な故ぜ死んでいる？　見たところ外傷も何もないようだが……」

「よくあるのです。仏の幸福に耐えきれず昇天してしまうものが。──ではこれにて」

　詳しく聞こうと思ったが無駄だった。僧侶たちは逃げるような足取りで去っていく。

　仏の幸福に耐えきれず昇天？──そんなことがあるのだろうか。昼間に見た葬列も俱く舎しや奈ながもたらした幸福によって死んだ者たちなのだろうか。

　宵闇に消えていく僧の一団を見送りながら、彩さい紀きは何かうすら寒いものを感じずにはいられなかった。盈えい水すい院いんには何か秘密がある。そういう確信が芽生えた。





○






　盈えい水すい院いん本殿。

　数百年前から変わらずにそびえる大だい僧そう正じようの居城。

　僧兵どもに引っ張られて壮麗な門をくぐると僧そう都ずの此し童どうが待ち構えていた。凪なぎは身を強こわ張ばらせずにはいられなかった。此し童どうのまとう気配に怒りの色が見え隠れしていたからだ。

「見ていたぞ」

　底冷えするような声。凪なぎは思わず肩を震わせる。

「貴様は彭ほう寿じゆ星せいの監視役。やつの動きを見張るのが仕事だったはずだ。──仕事の重要性をきちんと理解できているか？」

「は、はい。理解、しているつもりです」

「彭ほう寿じゆ星せいが人間にとって無害な彩さい皇こうであることは周知の事実だ。毒どく針ばり様がそう仰おつしやるのだから間違いはない。しかし万が一という場合もあるだろう。五ご彩さいの覇は者しやとはいつの時代でも争いの火種を撒まく迷惑な存在だからな。やつの動向を探っておくことは盈えい水すい院いんの未来を思えば欠かせぬことである──それを理解していながら感づかれるとは片腹痛い」

「申し訳ありません。申し訳ありません。精一杯隠れていたのですが……」

　風を切るような音が聞こえた。

　此し童どうの振るった錫しやく杖じようによって顔面を強く打たれていた。世界がひっくり返るような激痛とともに凪なぎはその場に倒れ伏してしまう。全身を震わせて這はいつくばる少女を見下ろしながら此し童どうは冷ややかに吐き捨てた。

「ここは祈りの世界だ。『見つからない』と心底から信ずれば見つからんだろうに」

　なんという根性論。あまりにもあんまりだった。

　げほっ、と噎むせてしまった。鼻血が出ているらしい。

（ひどい。この人はおかしい。いや、盈えい水すい院いんはおかしい）

　この僧そう都ずはいつだって己の部下に無理強いをする。此し童どうの使い走りは常に無理難題を押し付けられ、失敗し、厳しい折せつ檻かんを受け、やがて憎しみに溺れながら命を落とすという。

　凪なぎだって例外ではない。今まで幾度叩たたかれたかも知れなかった。そのたびごとに凪なぎはこの僧そう都ずに対する憎しみを──あるいは盈えい水すい院いんに対する不満を膨らませていった。

「その目はなんだ。憎ぞう悪おか。己の失敗を棚に上げて一丁前に憎ぞう悪おを太らせているのか」

「ごめんなさい。違います。次こそは失敗しませんから」

「鋭意努力してもらおう。だが今回の罰はまだ終わっていない」

　手に焼けるような激痛が走った。

　此し童どうの錫しやく杖じようの先端──まるで棘とげのように尖とがっている──が凪なぎの手の甲を突き刺していた。凪なぎは目を見開いて絶叫した。身体からだを跳ねさせ逃れようとするが動けない。手が地面に縫い付けられて動けない。僧兵どもに身体からだを踏みつけられて動けない。

「ぃ、いた、」

「痛かろう。念仏でも唱えたまえ。救われるかどうかは知らぬが」

　凪なぎは地獄の苦しみに耐えながら歯を食いしばった。

　この男に従っている理由など大したものではない。凪なぎの両親は外から迷い込んできた普通の人間だった。彼らは盈えい水すい院いんの論理に弾はじかれて命を落とし、孤児となった幼い凪なぎは本殿の僧に拾われ尼に僧そう見習いとなる。見習いは己より身分の高い僧侶に従わなければならない。そういう論理がこの盈えい水すい院いんには働いている。だから逃れることはできないのだった。

　錫しやく杖じようが抜かれた。

　凪なぎは涙を流しながら右手で左手の傷を押さえた。

　何もかもが腐っていた。盈えい水すい院いんは人間にとっての楽園などと呼ばれているらしい──だがそれは大きな間違いだ。人々は苦しんでいる。凪なぎよりも苦しんでいる人間などいくらでもいる。

　昼間の葬列だってそうだ。

　先ほど路傍で倒れていた男だってそうだ。

（こんな世界はぶっ壊してやる）

　何度そう思ったかもわからない。でも凪なぎには世界を壊すだけの力がなかった。祈りだけでは届かないのかもしれなかった。

　しゃん、と鈴の音が響いた。

　此し童どうが満足そうに錫しやく杖じようを揺らしている。

「──これで懲りただろう。さあ憎め憎め。憎しみこそが大だい僧そう正じようを生かす力となる」

　凪なぎの憎しみは鏖おう氣きへと変換される。

　鏖おう氣きの黒色が盈えい水すい院いんに盈みちていく。











仏章／箱の起源






《仏の基礎因子》は重要なＯＬＩ因子らしい。

　人を幸福にする力。

　政府の機関によってスカウト──という名目の拉ら致ち──された少女は寇こう魔まと戦う部隊に配属されて身を削ることになった。

　少女の役割は負傷者に対する幸福の付与だった。戦いたくない戦いたくないと泣き叫ぶ者に対して仏の光を照らすのだ。するとどうだろう。彼らは噓うそのように静かになって幸福に酔いしれるのだ。「今後もこの快楽を味わいたければ身を粉こにして戦うがよい」──上官にそう言われた彼らは恐怖の心を忘れて刀を振るうようになる。依存性の強い麻薬のようだった。

　少女は幾度も幸福を注入した。死しに際ぎわの兵士を幸せにすることで死への恐怖を和らげたりもした。少女は人を戦わせるための装置となった。

　心が壊れるのは当然だった。

　望まぬ戦いに人を送り出す恐怖。耐えられるものではなかった。戦況が悪い方向へと傾いてくると少女自身も戦場に駆り出されるようになった。固もとより戦いなど得意ではない。しかし政府は崩壊寸前、猫の手も借りたい状況だったらしい。

　足が震えて動けなかった。

　錫しやく杖じようを振り回して運よく寇こう魔まを殺せたことが一度だけあった。だが「国に貢献できた」などという嬉うれしさは少しもなかった。自分がやっていることはただの殺人だと思った。

　部隊の仲間に幸福を注入しながら自らも戦う。少女は幾度も殺されそうになった。手足を抉えぐられた回数など知れなかった。寇こう魔またちは妖怪のＯＬＩ因子を宿しただけの人間だ。どうして人間同士で争わなければならないのだろう──血のこびりついたアスファルトに這はいつくばりながら少女は捥げた右手を手繰り寄せる。

（痛い。痛い）

　大阪奪還作戦。寇こう魔まに奪われた都市を取り戻すための任務で政府は大きな被害を受けた。作戦に投入された人間の三割が殺された。少女も七しち凶きよう神じんに斬られて虫の息だった。

（耐えられないほど痛い……）

　こんなに痛いんだから殺し合いなんてするべきじゃない。

　仏の因子なんていらなかった。あるいは百年前くらいに生まれて死にたかった。自分はなんて運が悪いのだろう。

　そのときだった。

　おぞましい妖よう氣きの気配。辛かろうじて視線を上げれば数人の寇こう魔まが下げ卑びた笑みを浮かべながらこちらに近づいてきている。手には刀だの鉈なただの物々しい刃物を持っている。明らかに少女のことを狙っていた。

　もう駄目だ──そう思った瞬間、

　すさまじい爆発が巻き起こって寇こう魔まが吹っ飛んでいった。

　少女は目を丸くした。

　いつの間にかすぐ近くに男が立っていた。古めかしい銃を構えた奇妙な男。特徴的な道服がひらひらと風に揺れている。

「大丈夫か。……大丈夫じゃなさそうだな」

　それは、日本政府が所有する三人の彩さい皇こうのうちのひとり。

　聖せい仙せん・彭ほう寿じゆ星せい。

　少女には、その姿が本当の仏のようにも見えた。




　彭ほう寿じゆ星せい──神かみ津つ彩さい紀きは手て際ぎわよく治療を施してくれた。捥げた右手はさすがにくっつかなかったが、それでも痛みは和らいだので救われた気分だった。

　少女は不思議な気分で神かみ津つ彩さい紀きの顔を見上げた。日本に九人しかいない最強の存在。自分のような一介の兵卒がこうして触れ合っていいような相手ではないような気がした。

「……あの。助けていただいてありがとうございます」

　神かみ津つ彩さい紀きは「いいや」と首を振った。

「助けられなかった。今回も大勢の人が死んだ」

　確かに死んだ。しかし少女にとっては他の人なんてどうでもよかった。自分が助かった──ただその安あん堵どだけが胸を満たしていた。そういう気持ちを抱いている自分に吐き気を催した。自分は自分のことだけを考えている。この男のようにはなれない。なんて醜いのだろう。

　神かみ津つ彩さい紀きは辛かろうじて生きている無線で味方と連絡を取っていた。

　会話の内容はよくわからなかった。しかし「作戦失敗」とか「壊滅状態」といった気がかりな単語が耳に引っかかる。やはり今回も寇こう魔まに負けてしまったのだろう。

「あの。神かみ津つさん、」

　通信が終わるのを見計らって声をかける。

　それは自分の罪悪感を消すための行動だったのかもしれない。まだ自分は国のために働く意思を捨ててはいませんよ、そういう愚かなアピールだったのかもしれない。

「助けていただきありがとうございました。お礼に──あなたを幸せにさせてください」

「幸せ？──ああ、」

　神かみ津つ彩さい紀きはすべてを理解した様子だった。

　彼はゆっくりと少女の隣に腰を下ろした。血のように赤くなった空を見上げながら言う。

「もう撤退だ。大阪は放棄するらしい」

「幸せを」

「いらねえよ。それが必要なのはお前自身だろうが」

　不意を突かれたような気分だった。

「お前みたいな子供を戦わせるのがおかしいんだ。好きなところへ行け。上には俺から言っておいてやるから」

「……行く場所なんてないです。親戚はみんな死んじゃったから」

「そうか」

　神かみ津つ彩さい紀きは何でもないような声色でこう言った。

「じゃあ俺と一緒に来い。今度はお前が幸せになる番だ」

　後から思えば果てしなく胡う散さん臭くさい台詞せりふだった。

　だけどこの時の少女にとってはまさに地獄に仏。神かみ津つ彩さい紀きから発せられる温かな優しさが荒すさんだ心を溶かしていった。

「幸せって。どういうものなんですか」

「哲学的だな。まあ──世情と照らし合わせて考えてみれば、人々が痛い思いをしなくてすむ世界こそが幸福の世界なのだろう。俺は争いのない平和な世界で暮らしていきたい」

「それは……私も同じです」

「じゃあ仲間だ。よろしくな」

　差し出された手をおずおずと握り返す。

　こうして少女は神かみ津つ隊の一員になった。











三章／盈えい水すい院いんの歪ゆがみ






「おはよう彩さい紀き！　今日は絶好の逢あい引びき日和ね！」

「……は？」

　目覚めたら目の前に毒どく針ばり俱く舎しや奈なの笑顔があった。

　夢でも見ているのかと思ったが違うらしい。この輝くような彩さい氣きの気配はどう考えても現実のものである。つまり──彩さい紀きの部屋に、何な故ぜか最強の仏がやって来たのである。

「さっそく行きましょう？　大だい僧そう正じようオススメのホットスポットを案内してあげるわ」

「いやちょっと待て。なんでここにいるんだ？」

「ここは私の世界の一部よ？　どこにいたっておかしくないわ」

「その理屈は理解できないこともないが納得はできない」

「どうでもいいじゃない。ほらさっさと着替えなさいよ」

「おいこら触るんじゃねえ！　脱がせるな！」

「時間は有限なのよ。私が五秒くらいで着替えさせてあげる！」

「やめろ、浴衣ゆかたの下は全裸なんだ！」

「──彩さい紀き！　今日のことだけど」

　スーッと襖ふすまが開かれていた。見ればかがりが呆ぼう然ぜんとした表情で立ち尽くしていた。

　まったくもって間が悪いとしか言いようがない。昨晩はかがりも疲れていたのか彩さい紀きが戻ってくる頃には（彩さい紀きの部屋で）寝息を立てていた。さすがに彼女の隣で寝るのは気が引けたためかがりの部屋で床に就いたわけであるが、最初から彼女と一緒に寝ていたのならこんな誤解を生む可能性はもう少し低くなっていたはずである。

　布ふ団とんの上に座る彩さい紀き。その服を脱がせようとしている俱く舎しや奈な。

　これはしまったな、と彩さい紀きは思った。

「ちょっとっ！」

　かがりは毛並みを逆立てるような勢いでずんずんと近づいてきた。

　そして──ぐいっ！　と俱く舎しや奈なの袈け裟さをつかみ上げるのだった。

　そっち？　と彩さい紀きが呆あつ気けに取とられていることなど気にもしなかった。かがりは不ふ埒らちな侵入者に対して怒りもあらわに叫んだ。

「何回言ったらわかるわけ!?　彩さい紀きに触ったらダメなの！　こいつは私のだから！」

「ふっ」と俱く舎しや奈なは鼻で笑った。「彩さい紀きが誰のものでも構わないわ。私は彩さい皇こうだもの。彩さい皇こうとは力によってすべてを手に入れる存在。あなたのものだって力で手に入れてみせる」

「あ、あんた……彩さい紀きのことを狙っているの……!?」

「狙っているわけじゃない。狙わなくたって彩さい皇こうのもとにはあらゆる財物が転がりこんでくるのよ。それは天が運命づけたから。〝彩さい皇こうとは日じつ月げつ星せい辰しんすらも手中に収める存在である〟──それが世の道理なのよ。だから彩さい紀きは私のもの。もっといえば盈えい水すい院いんにあるモノはすべて私の管轄下にある。あなたの身体からだでさえもね」

「はあああ!?　小難しいこと言ってんじゃないわよ。彩さい紀きは絶対に渡さないんだからね！　だいたい彩さい紀きだって五ご彩さいの覇は者しやなのよ。あんたなんかに従うわけ──」

　ぴ。

　俱く舎しや奈なが人差し指をかがりの唇に添えた。

　煉れん氣きの気配はしなかったと思う。何が起きたのかわからなかった。しかしそれだけでかがりは大人しくなってしまった。

　俱く舎しや奈ながゆっくりと指をはなす。

「ね？　私が彩さい紀きと一緒に境内を歩いても問題ないでしょ？」

「……、…………、……」

　かがりはものすごい顔をしていた。

　まるでくすぐりに必死で耐えているかのような表情だった。

「い、」

「い？」

「いいわ……べつに。行ってくれば、いいじゃない」

「ありがとうっ！」

　ぱんっ！　と俱く舎しや奈なが合掌をした。わけがわからなかった。かがりはぷるぷる震えながらその場に棒立ちしている。やっぱりわけがわからなかった。しかし首を傾かしげているうちに俱く舎しや奈なによって引っ張り上げられて無理矢理立たされてしまった。

「さあ行くわよ彩さい紀き。はやく着替えましょ？」

「着替えるのは構わないが出ていってくれないか？」

「人前で全裸になることが趣味のあなたに言えること？」

「それもそうだな。だがそれとこれとは別だ。いや別に全裸になるのは趣味じゃないが」

　仕方ないわね──そう言って俱く舎しや奈なとかがりは部屋を後にした。

　引っかかりの覚える展開だったがまあよい。今日は盈えい水すい院いんの謎を解き明かすための調査をしようではないか。





○






　かがりは激怒した。

　かつてないほどに激怒していた。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なに唇を触られた瞬間、身体からだに電流が走ったような感覚がほとばしり、それ以降、口を動かそうとしても一向に言葉が出てこなくなってしまったのだ。というよりも身体からだを操作されていたのかもしれない。「行ってくれば、いいじゃない」──そんな言葉をかがりが吐くはずもないではないか。

　彩さい紀きは毒どく針ばりと一緒に出かけてしまった。

　そうしてようやく身体からだに自由が戻ってくる。戻ってきた瞬間かがりは走り出した。なんとしてでも止めなければ──いや待て。相手は彩さい皇こうだぞ。真っ向から勝負して勝てるのか？　また身体からだの動きを封じられて適当にあしらわれるのがオチじゃないのか？　というか行ってどうするんだ？　彩さい紀きはあいつと一緒に街を見学したがっていたじゃないか。私も連れていけって言えばよかったのだろうか。でも毒どく針ばりが同行を許すはずもないし──

「──おろ？　熾し天てん寺じ殿。朝っぱらから元気であるなぁ」

　隣の部屋から鉄剣を装備した少女──稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かが欠伸あくびをしながら現れた。

　ちょうどいい。念のためこいつを連れていこう。

「稲いな名な田だぁっ！」

「おわわわどうしたのだっ!?」

「どうしたもこうしたもないわよっ！　彩さい紀きが……彩さい紀きがあの毒どく針ばりに取られちゃうかもしれないの！　あんたも一緒に来て！」

「なんで!?　某それがしは他人の色恋沙汰に首を突っ込みたくなどないぞ！」

「色恋沙汰じゃねーっ！　これは盗難よ！　お役人なら泥棒を捕まえるのが仕事でしょ！」

「いや某それがしの仕事は寇こう魔ま討伐であってお尋ね者を取り締まるのは別の部署──おい話を聞けい愚か者！　引っ張るな！」

　かがりは稲いな名な田だの首根っこをつかんで引っ張っていく。

　かくして目的の見えない尾行作戦が始まった。





○






　盈えい水すい院いんの境内は昨日と同じように活気に満みち溢あふれていた。

　往来は人でごった返している。俱く舎しや奈ながそのまま衆目の前に現れたら騒ぎが起きるのではないか──そう思ったが問題はなかった。何らかの霊術によって人々の認識を阻害しているらしい。彩さい紀きが用いる仙術とは性質が違ったので理屈を尋ねてみたのだが、

「目に見える一切は人の心から投影されたものである。ゆえに人の心のほうを変えてしまえばどうやっても私を知覚することはできなくなるのよ」

「はあ──仏教的な話はよくわからんな」

「わかる必要はないわ。ちなみに衆しゆ生じようの目には普通の町娘に映っていることでしょうね。あなたに関する認識はいじっていないから変な道服を着た男がいるってことはバレてるけど」

「ずるくないか？　お前はその変な恰かつ好こうを誰にも見られなくてすむのに」

「どこが変な恰かつ好こうなのよっ！　大だい僧そう正じようらしい威容だと思わない？」

　俱く舎しや奈なはくるりとその場で一回転した。やはりセンスが未来的すぎて彩さい紀きには理解できなかった。

　本殿からはるか南にくだった盈えい水すい院いんのメインストリートである。

　彩さい紀きは俱く舎しや奈なと並んで歩いていた。俱く舎しや奈なに盈えい水すい院いんを案内してもらうという目的だが彼女曰いわく「デート」らしい。しかしそのどちらも毒どく針ばり俱く舎しや奈なの真の目的とは思えなかった。何か裏があるのではないかと勘繰ってしまう。

　思い起こされるのは昨日の出来事だ。

　こいつは何な故ぜ人間を閉じ込めているのだろう。

「さて、どこへでも案内してあげるわ。観光客が来ないから観光地なんて全然ないけれど、盈えい水すい院いん名物の〝仏ほとけ布丁プリン〟は是非とも召し上がってほしいものね」

「プリンの前に聞きたいことがある」

「なに？」

「どうして盈えい水すい院いんの人間を外に出さないんだ？」

　俱く舎しや奈なは韜とう晦かいするように微ほほ笑えみを浮かべた。

「そうしないと盈えい水すい院いんがもたないからよ」

「……どういうことだ？」

「詳しいことはお茶でも飲みながらゆっくり説明してあげるわ。──改めましてようこそ盈えい水すい院いんへ。水入らずで語り合いましょう！」

　そう言って俱く舎しや奈なは腕を絡からめてくるのだった。

　まったくもって怪けしからぬ。こいつの目的や盈えい水すい院いんの真実など色々と考えなければならないことが山ほどあるのに僧服の下の柔らかいものを押し付けられているせいで何も考えがまとまらないではないか。とりあえずお茶を飲んで落ち着こう。




　その後方二十メートル。ここにも落ち着いてなどいられない者がいた。

「──あ、あいつ！　また彩さい紀きにひっついてるわ」

　熾し天てん寺じかがりである。草履屋の看板の後ろに隠れてはるか先を行く二人の様子を忌いま々いましそうに眺めている。興奮からなのか金色の尻尾がゆらゆらと揺れている。そのたびに背後でしゃがみ込んでいる少女──稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かの頰がふぁさふぁさと撫なでられる。

「熾し天てん寺じ殿よ。そんなに気に食わないなら直接もの申せばよかろうに」

「もの申したわよ。でも毒どく針ばりは不思議な力を使うの。あいつに近づいたら本心じゃないこともしゃべらされるから」

　いつも本心じゃないことをしゃべっているのはどこのどいつだ、と稲いな名な田だは思う。

「このまま二人を放っておいたら大変なことになるわ。ちゃんと尾行しないと」

「尾行してどうするのだ？」

「尾行した後に考えるのよ」

　つまり何も考えていないということである。

　気持ちはわからぬでもない。しかし稲いな名な田だは帝みかどからの勅命を受けて盈えい水すい院いんにやってきているのだ。こんな探偵ごっこなどをやっている暇はない──と思ったのだが冷静に考えたら他にやることがない。すでに怪かい仏ぶつを仲間に引き入れることには成功したわけだし盈えい水すい院いんの美お味いしいものを食べたらさっさと京に帰るとしよう。あ、そういえば「彭ほう寿じゆ星せいを連れてこい」って言われてるんだっけ。ついてきてくれるだろうか。

「──あっ！　毒どく針ばりのやつ彩さい紀きのほっぺたに触った！　どうしよう稲いな名な田だ」

「知らんがな。意中の男にべつの女が触ったくらいで騒々しい。もっと余裕をもったらどうだ熾し天てん寺じ殿」

「余裕はたっぷりよ。でも許せないの」

　稲いな名な田だは「はあ」とこれ見よがしに溜ため息いきを吐ついてやった。

「……思うにそなたらは色ボケしておるのだ。ここまで一緒に旅をしてわかったが、そなたも彭ほう寿じゆ星せい殿も頭の中は卑ひ猥わいなことで埋めつくされておる。桃色の桃源郷だ」

「は？　あいつはともかく私は違うからね」

「確かに違うな。彭ほう寿じゆ星せい殿は〝天性〟によってそうなっているから仕方ない部分もあろうが、そなたの場合は自分の意思でボケておる。大だい黒こく天てんに殺されるかどうかという瀬せ戸と際ぎわで惚ほれた腫れたの大騒ぎをしている場合ではなかろう。慎みを持て」

「ほ、惚ほれてないわよ。何言ってんの馬鹿じゃないの」

「馬鹿はそなただな」

　処置なしとばかりに稲いな名な田だは肩を竦すくめた。この少女は見た目よりも精神が幼いのだ。冷静な指摘を加えたところで意味もないだろう。

　それにしても──と、稲いな名な田だは周囲の風景を見渡してみる。

　尾行をしている間に気づいたことがあった。

　いや、彭ほう寿じゆ星せいや毒どく針ばり俱く舎しや奈なとは関係のないことだ。

　道行く人々の様子がちょっとおかしい気がするのだ。昼間だというのに酔っ払いがちらほらと目につく。仏教寺院のくせして境内で飲酒が認められているとは珍しい。いや昨晩稲いな名な田だも飲んだけど。二日酔いで頭が痛いけど。

　ふと見れば、草履屋の店主も店をほったらかしにして焼酎を呷あおっている。

　なんだか飲まなければいけないような気がしてくるから不思議だった。

「──のう熾し天てん寺じ殿。酒は好きか？」

「お酒？　知らないわ。飲んだことないもの」

「そうか。まあそうだな。そなたは十五かそこらの子供だったな。──見たまえ、ちょうど尾行対象のお二人が茶屋に入っていったぞ。我々も一服しよう」

「お金持ってないけど」

「下界の通貨なら某それがしが持っている。心配するでない」

　そう言って稲いな名な田だはにこりと笑った。




　俱く舎しや奈なに導かれた先は何の変哲もない茶屋だった。意外に広い店内には無数の座卓が並べられており、これまた無数の人間たちが茶を飲んだり、菓子を食ったり、酒を吞のんだりしながら談笑に興じている。この者たちは昼間から働きもせず何をしているのだろうと一瞬思ったが、たしか今日は星にち期よう日び。下界でも未いまだに七曜が採用されているらしい。

　彩さい紀きと俱く舎しや奈なは遠慮なく空いていた卓についた。お品書きをじーっと見つめている怪かい仏ぶつの姿をじーっと見つめながら、

「いやに人が多いな。盈えい水すい院いんは人口どれくらいなんだ？」

「五万人」

　軽い眩暈めまいを覚えた。それでは普通の都市ではないか。

「これでも増やすのに苦労したのよ？　人ってもんは鼠ねずみのようにぽこぽこ生まれてくるもんじゃないからね。適切な環境と適切な〝縁〟を用意してあげないと減る一方よ」

「……まるで人間を飼育しているかのような言い草だな」

「そうかもしれないわね。私は人の営みの趨すう勢せいを見るのが好きなのよ。──あ、店員さん。仏ほとけ布丁プリンと熱あつ燗かんを二つずつください」

「おい勝手に注文すんな。しかも酒なんて……」

「いいじゃない。今日はお酒を吞のまなきゃやっていられない日よ」

　店員の男が「かしこまりました」と言って駆けていく。俱く舎しや奈なが発した言葉の意味がよくわからない。仏のくせして酒を吞のみたがるとは何事だろう。仏教にはたしか〝不ふ飲おん酒じゆ戒かい〟という戒律があったはずなのに。

　ふと天井に視線がいく。煉れん氣きがぽわぽわ点滅しながら浮遊しているのを見つける。一つや二つではない。店内で酒を吞のんでいる連中の一人一人から飛び出しているのだ。

「なあ、あの煉れん氣きは何なんだ？」

「煉れん氣き？──ああ、あれは祈りの欠片かけらよ」

　俱く舎しや奈なは冷めたような目をして、

「私が盈えい水すい院いんから人を出さない理由は人口をなるべく減らさないようにするため。人が多ければ多いほど祈りの力は蓄えられる。──知っているでしょ彩さい紀き。この世界は人の思いによって成り立っている。誰かが強力な祈りを捧ささげればウサギにツノだって生えてくるし、黒いカラスも雪のように白くなる。誰もが世界改変能力を持っているのよ」

　そういう現象を彩さい紀きは今まで幾度となく見てきた。たとえば──かつて熾し天てん寺じかがりは「寇こう魔まには絶対に勝てない」という通念を炎の意志によって打ち砕いてしまった。そういうことが起こりうる時代なのである。

　といっても一人の祈りが集合文化意識──つまり〝常識〟を崩すことは難しい。

　一人が「人間は死なないものである」と思い込んでいても残りの全人類が「人間は死ぬものである」と確信しているならば不死は実現しない。常識を捻ねじ曲まげるためには同じ方向性の祈りが多数集まらなければならないのである。仮に全世界の人間が〝カラスは白いもの〟と確信しているならば彼らの目に映るカラスは黒ではなく白になるだろう。

　それはさておき。

「……つまり、お前は盈えい水すい院いんの人々から煉れん氣きを集めているということなのか？」

「端的に言えばそうね」

「何のために」

「──ねえ、神かみ代よの世界のことを知ってる？」

　俱く舎しや奈なは隠しごとをするように微ほほ笑えみを浮かべた。人によっては話が回りくどくて苛いら々いらすることだろう。短気なかがりだったら目の前の少女をぶん殴っているかもしれない。

「あの時代では人の祈りなんて大鋸屑おがくずほどの役にも立たなかった。どれだけ祈ったところで報われる保証なんてどこにもないし、むしろ血も涙もない運命によってすべての努力が水泡に帰すことさえ多々あったという。生いき甲が斐いのない世界だと思わない？」

「感じ方は人によって変わるだろうな。俺はべつに悪いとは思わない」

　とはいえ彩さい紀きが生まれた二十一世後半はすでに因子によって〝祈りの法則〟が定着しつつあった。精神ではなく物質によって基礎づけられた世界のことを、彩さい紀きは伝聞でしか知らない。俱く舎しや奈なは意外そうな顔をした。

「あなたは天に愛された彩さい皇こうでしょ？　つまり誰よりも強い意志を持っている。自分の意志が通用しない世界なんて糞くそ食らえって思わないの？」

「今だって通用するわけではないだろう。たとえば俺が大金を得たいと願っていたとする。その祈りが強ければ強いほど多くの金が得られるだろうが、一方で妬みや僻ひがみを増幅させて俺を破滅に追いやろうとする人間は必ず出てくる。天は彼らの願いも聞き届けて、俺の一獲千金の野望に端を発する成功を相そう殺さいしてしまう。すると得られる金は減る。あるいは妬みが強すぎれば俺は破滅してしまう。いくら彩さい皇こうだって何もかもが思い通りにいくものではないのだ」

「だから、この世界はまだ完全じゃないのよ」

「何を言っている？」

「私が目指すのは〝天〟の改変。天は人の心を反映したものだと言われるが雑多な念が混じり合っている。つまり不要な人間の情念までもが組み込まれている。この世は主観的な認識によってのみ成り立たなければならないはずなのに再さい顕げんされる諸現象が他者の意志によって歪ゆがめられてしまっている。このままでは願いが正しく聞き届けられないのよ。だから私は盈えい水すい院いんに新しい天を作り上げようと思ったの」

　こいつが言う〝天〟とはＯＬＩ因子の集積体たる集合文化意識のことだろう。

「天下に争いがあるのは争いを望んでいる不届き者がいるから。そういう馬鹿どもがいない世界を作り上げれば平和な理想郷が生まれるはずなのよ」

「ふむ……」

　端的に言ってしまえば。こいつは世界を破壊しようと目もく論ろんでいるのだ。

　いや、破壊というよりも、創り変えると表現したほうが正しいのだろうか。

「……煉れん氣きを集めているのは何な故ぜだ？」

「煉れん氣きは祈りの根源よ？　仏である私が存在を保つためには絶対に必要な栄養素なの」

「人を盈えい水すい院いんから出さない理由は？」

「だから言ったでしょ。少しでも人口を減らさないようにするためよ。盈えい水すい院いんは新しい〝天〟を作り上げるための準備段階に入っている。その構成要素はなるべく逃がしたくないのよ」

「難しくてわからん。俺はおっぱいのことだけを考えて生きていきたい」

「そうね。あなたは卑ひ猥わいなことだけ考えていればいいのよ。──あ、来たわ」

　プリンと熱あつ燗かんが運ばれてきた。この組み合わせはどうなのだろうと彩さい紀きは疑問に思ったが口には出さなかった。「乾杯！」──御お猪ちよ口こを合わせて酒を口に含む。熱い液体が喉を通り過ぎていく感覚。そのとき、自分の頭からぽわぽわと煉れん氣きが抜けていくのに気づいた。目の前の少女は彭ほう寿じゆ星せいからもエネルギーを抜き取っていくつもりらしい。

　彩さい紀きは卓の上のプリンを眺めながら、

「お前と哲学的な問答をするつもりはない。ただ一つ頼みがある」

「何？　あなたの願いなら何でも叶かなえてあげるわ」

「盈えい水すい院いんから出たいやつは出してやってくれないか」

「駄目よ」

　何でも叶かなえてくれるんじゃなかったのかよ。

「私の命令以外で出すわけにはいかない。計画が狂ってしまう」

「そこまでして計画を達成したいのか？」

「当たり前でしょう。彩さい皇こうが彩さい皇こうたるゆえんは絶対に曲げることのできない信念を持っているからよ。あなたならわかるでしょう？」

「…………」

「だからだめ。誰も逃がさない。──もちろん、あなたもね」

　彩さい紀きはすっかり閉口してしまった。出たければ自分を倒せということなのだろう。

　赤らんだ俱く舎しや奈なの顔をじっと見つめる。こいつは最初から彩さい紀きに友好的、というよりもまるで旧来の友に臨むかのような態度で接してくる。何かがおかしい気がした。

「──お前、俺とどこかで会ったことあるか？」

「ないわ。私の顔に見覚えはないでしょ？」

　冷静に考えてみればあるはずもない。この少女は十四歳だと言っていた。十四年前から最近まで彩さい紀きは仙界に封印されていたのだから──と、そこで気づく。

「おい。十四歳なのに酒を吞のんでいいのか」

「子供は吞のむ必要はないわね」

「いや必要ないとかあるとかじゃなくて──」

　そのときだった。

　ふと妖よう氣きがほとばしるのを感じた。




「あいつら何話してるのかな。難しくてよくわからないわ」

「某それがしにもわからん。卑ひ猥わいな単語しか理解できなかった」

　店の隅っこ。彩さい紀きや毒どく針ばりが座っている場所から離れた位置に二人はいた。

　稲いな名な田だにむりやり連行されたのである。しかしかがりは落ち着いてお茶を飲んでいられるような心境ではなかった。彩さい紀きと毒どく針ばりの動向が気になる。それに周囲の状況にも慣れない。そもそも「店」なんてものに入ったが初めてだし（榮えい凜りん島とうには茶屋らしい茶屋などなかった）、周りに酔っ払ったような人間たちがたくさんいるのだ。人ごみは好きじゃない。

「それにしても熾し天てん寺じ殿は彭ほう寿じゆ星せい殿とどういうご関係なのかね」

「言ってなかった？　私はあいつのご主人様なのよ」

「理解できんな。言っては悪いがそなたのような普通の寇こう魔まに彩さい皇こうが御せると思えぬ。いったいどういう理屈でそうなっておるのだ？」

「よくわからないわ。でも私はあいつの子孫なんだって。子が先祖の霊を降ろしてうんたらかんたらしているからこうなっているのよ」

「し、子孫っ!?」

　何な故ぜか稲いな名な田だが目を丸くした。びっくりして狐きつね耳みみがピンと伸びる。彼女は「すまない」と謝罪をして酒を口に含んだ。頭からぽわぽわと光が飛び出していった。あれはなんなのだろう。

「……子孫か。たしか彭ほう寿じゆ星せい殿は神かみ代よの人間だったそうだな。あの方には御子がいたのか？」

「あ、子孫っていうと語弊があるかもね。私のご先祖を四十代くらいさかのぼるとあいつの妹に辿たどり着つくらしいのよ。眉唾だけれどね」

「へぇ……」

　稲いな名な田だは探るような目つきで彩さい紀きの背中を見つめた。

「どうしたの？　お菓子でも注文する？」

「する。──いやしかし、そなたと彭ほう寿じゆ星せい殿は存外特殊な関係のようだな。某それがしの目から見ると夫婦というよりも兄と妹、いや父と娘のような感じがする」

「は、はあ？　そんなんじゃないわよ。私とあいつは対等だから。対等っていうかむしろ私のほうが上よ？　言こと霊だまを使えばあいつはどんな命令でも聞いてくれるし」

「さてどうだろうな。彭ほう寿じゆ星せい殿の心は誰にもわからぬ」

「どういう意味よ」

「たとえばそなたはわかりやすい。思っていることがすぐ顔や行動に出るからな。しかし彭ほう寿じゆ星せい殿は違う。あの方の本質をつかもうとしても霞かすみや霧のようにモヤモヤしていて一向に判然とせぬ。怪かい仏ぶつや帝みかどもそうだが、五ご彩さいの覇は者しやというものは余人には理解できぬ雰オ囲ー気ラのようなものを持っているらしいな」

　かがりは少しムッとした。何も知らないくせにわかったふうな口をききやがって。

　しかしそんな怒りはすぐに霧散してしまった。

　かがりの狐きつね耳みみが動いた。濃密な妖よう氣きの気配がした。新しく店に入ってくる男がいる。傘と僧服を身にまとう僧侶だった。盈えい水すい院いんの坊ぼう主ずだろうか。それにしてはまとう気配が物々しい。いや刺とげ々とげしい。腰に刀を装備していることから見ても明らかに怪しい。

　僧侶はゆっくりと彩さい紀きや毒どく針ばりのほうへ向かって歩いていく。

「む？　どうしたのだ？」

「ちょっと黙ってて」

　かがりはその生い立ちの関係上、人の悪意や殺意には敏感だった。

　僧侶は彩さい紀きや毒どく針ばりと言葉を交わしている。会話の内容までは聞き取れない──しかし和わ気き藹あい々あいとした空気ではないことだけは確かだった。

　そのとき、先頭の男が刀の柄つかに手を添えるのが見えた。

　次の瞬間、かがりは卓を引っくり返すような勢いで駆けだしていた。

「おわぁっ!?　熾し天てん寺じ殿、いきなり何を」

　稲いな名な田だの間抜けた声など耳に入らなかった。かがりも腰の刀に手を添える。酔っ払いどもが仰天してこちらを眺めていた。そんなものに構っている暇はない。

　敵──おそらく寇こう魔ま──はこちらに気づいていない。

　やるなら今だった。彩さい紀きに手を出すやつは許さない。




「──失礼。大だい僧そう正じようではござらぬか」

　いつの間にか男がすぐそこに立っていた。袈け裟さを身にまとった僧侶である。てっきり俱く舎しや奈なの知り合いかと思ったが違うらしい。こいつはただの人間ではない──妖よう氣きが感じられる。

「あら。よく気づいたわね。私が毒どく針ばり俱く舎しや奈なだけど、何か用かしら？」

　周囲の人々がどよめいた。僧侶は口端をにやりと歪ゆがめた。

「自ら正体を明かすとは潔いさぎよい。いや彩さい皇こうの余裕か」

「で、なんの用？」

「大した用ではない。ただ毒どく針ばり俱く舎しや奈なは盈えい水すい院いんには不要なのだ。この寺を脱出不能の牢ろう獄ごくとしているばかりでなく、いたずらに頓珍漢な論理を押し付けて我々を苦しめている。このような不自由が許されてなるものか」

「──おい、少し聞いていいか」

　彩さい紀きはいてもたってもいられず口をはさんだ。

「お前は人間ではないな？　こんな場所で何をしている」

「人間か人間でないかにそれほど大きな意味はない。──お前もこんな女に絆ほだされるではないぞ。この女は──いや女であるかどうかすら怪しいが──こいつは人に幸福をもたらす仏では断じてない。偽りの幸福で盈えい水すい院いんを満たす悪神だ」

「偽りとは失礼ね。あなただって幸福を受け取ったことがあるでしょう？」

「あんなものに意味はないッ！　まやかしだ」

「まやかしだっていいじゃない。ここは近いうちに理想の法ほつ界かいになるのだから」

「ふん、いずれにせよここで会ったが百年目だ。人々を苦しめた己の罪を嚙かみしめながら地獄へ落ちろ」

　男が刀の柄つかに手をかけた。

　俱く舎しや奈なは一切表情を崩さなかった。しかし彩さい紀きは少し危機感を覚えた。この男の情念はすさまじい。下手をすれば彩さい皇こうの命だって脅おびやかす可能性があるかもしれない。

　とりあえず【召喚】で神しん州しゆう刀とうを手た繰ぐり寄せておこう、そう思ったのだが、

「彩さい紀きに──近づくなああああああああああああっ!!」

　燃えるような妖よう氣きが茶屋に充満していた。

　裂れつ帛ぱくの気合とともに突貫してきたのは金色の少女──熾し天てん寺じかがりだった。暴走した辻つじ斬ぎりのような気迫だった。火の粉こを散らしながら上段から斬撃が振り下ろされる。

　僧侶が額に汗を浮かべて刀を抜いた。

　刃と刃がぶつかり合って煉れん氣きの衝撃波が飛び散った。卓テー子ブルの上の皿や御お猪ちよ口こやプリンが吹き飛んで周囲の人間たちがわあわあと逃げ惑う。かがりと僧侶はそんなことなどお構いなしに一合二合と刀を斬り結び始める。

「炎えん熱ねつ熾し天てん流りゆう・癸みずのと／【常とこ世よの陽かげ炎ろう】」

　かがりの放った必殺の袈け裟さ斬ぎりはしかし僧侶の一刀によって防がれてしまった。僧侶は忌いま々いましい顔をしてかがりを睨にらみつけ、

「なんだ貴様は！　関係ないだろう！」

「関係あるに決まってるでしょ！　彩さい紀きに手を出しやがって！」

「彩さい紀きとは誰だッ！」

「こいつよ！」

「こいつは関係ない！」

「関係なきゃ襲ったりしないでしょっ！」

「襲ってないから関係ないッ！」

「襲おうとしてたでしょ！」

「違う！　俺の獲物は──」

　そのとき、茶屋の入り口付近から濃厚な殺意がほとばしった。

　振り返る前に妖よう氣きの刃やいばが飛んできた。そこここで悲鳴があがった。嵐のように迫りくる無数の刃やいばが店内をあらゆる角度からずたぼろにしていく。突然のできごとに驚いたかがりが身を低くして卓の下に隠れている。ほっと安あん堵どしたのも束つかの間ま、飛んできた妖よう氣きが彩さい紀きの頰をかすめて真っ赤な血が飛び散った。わけがわからない。

　彩さい紀きは神しん州しゆう刀とうで妖よう氣きを切り払いながら俱く舎しや奈なを見下ろし、

「おい！　なんだこれは」

「私を憎んでいる反体制派でしょうね。まさか正体を見抜かれるなんて思いもしなかったわ──これは放っておくと面倒なことになるかもしれない」

「既になっているだろうが。逃げるぞ」

「え。ちょ、きゃっ──!?」

　彩さい紀きは俱く舎しや奈なの身体からだを小脇に抱えて茶屋を飛び出した。狙われているのがこの少女ならばもっと広い場所に移動する必要がある。あそこでは無関係の人間まで巻き込まれるから。

　通りに出ると大勢の人々の驚きよう愕がくの視線に出迎えられた。

　どうやら俱く舎しや奈なの認識阻害の煉れん術じゆつが解けてしまったらしい。彼らは目の前にいる少女の正体に気がつくと、心から敬服するように両手を合わせてその場に平へい伏ふくし始めるのだった。

「毒どく針ばり様」「毒どく針ばり様」「どうか儂わしらに幸福を」「南な無む俱く舎しや奈な仏ぶつ」「南な無む俱く舎しや奈な仏ぶつ」「南な無む俱く舎しや奈な仏ぶつ」「南な無む俱く舎しや奈な仏ぶつ」「南な無む俱く舎しや奈な仏ぶつ」──異様な光景だった。他宗教の祈りの儀式は得てして奇妙に感じられてしまうものであるが──いやそんな感慨を抱いだいている場合ではない。

　今度は屋根の上から大量の刃やいばが飛んできた。

　彩さい紀きは俱く舎しや奈なを抱えたまま往来を疾走する。

「ちょっとぉ！　やめなさいよ、こんな荷物みたいな持ち方ぁーっ！」

「すまない」

　俱く舎しや奈なをおろしてやった。冷静に考えたらこいつも彩さい皇こうなのである。わざわざ運んでやる必要もなかっただろう。しかし彼女はぷんぷん怒りながら、

「そうじゃないわ。もっと相応ふさわしい運び方があるでしょ？」

「相応ふさわしい運び方？」

　刃やいばが飛んでくる。俱く舎しや奈ながどこからともなく取り出した錫しやく杖じようでキンと弾はじく。

「こうするのよ！」

　いきなり首に腕を回されたので殺されるのかと思った。
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　いつの間にか毒どく針ばり俱く舎しや奈なをいわゆる〝お姫様抱っこ〟している自分に気づく。まったくもって意味がわからない。恥ずかしいったらありゃしない。しかしまずはこの場から離れるのが先決だった。彩さい紀きは背後から迫りくる妖よう氣きの刃やいばをかわしながら往来を駆けていく。

「敵はなんなんだ。お前の命を狙っているのか？」

「そうね。実はこういうことはよくあるの」

　風の刃やいばが飛んできてすぐ近くにあった飴あめ売うりの屋台が真っ二つになった。

　彩さい紀きは目を凝らして敵の様子を確認する。先ほどの僧侶もかがりの追跡を振り切って追いかけてきている。屋根の上には寇こう魔ま。おそらく《鎌かま鼬いたちの再さい顕げん者しや》。あとは正体不明だが二、三人程度がこちらに向かって走り寄ってくる。

「あいつら境内に潜んで私を殺そうと企たくらんでいるのよ。いわゆるテロリストってやつね」

　テロリスト。彩さい紀きはその妙な単語を口内で転がして、

「なるほどなるほど。これが盈えい水すい院いんの歪ゆがみというわけか。自分だけの理想郷を作るのは悪くない発想だが、それに巻き込まれる人間の気持ちを考慮しないようでは駄目だな」

「でもあんなのは一部よ。ほとんどの人間が私のことを崇拝している──」

　確かに辺りは大歓声に包まれていた。

　人々は突如として現れた仏に歓喜の悲鳴をあげている。中には涙を流している老人の姿さえあった。「南な無む俱く舎しや奈な仏ぶつ」「南な無む俱く舎しや奈な仏ぶつ」「南な無む俱く舎しや奈な仏ぶつ」──彼らにとっては毒どく針ばり俱く舎しや奈なこそが至高の神。それ以外のことなどどうでもいいに違いない。

「死ね」

　路地裏から高速で駆けてくる者の気配があった。

　彩さい紀きは咄とつ嗟さに刀を振り抜いてその一撃を受け止める。手首が痺しびれるような一撃。敵は動物のような身ごなしで距離を取った。

　黒装束の大男。あれもテロリスト一派の刺客だろう。

　腕の中からするりと俱く舎しや奈なが抜け落ちた。彼女は何らかの煉れん術じゆつを用いて宙にふわりと浮いていた。

「おい、」

「ちょっとだけ時間を稼いでね。私がなんとかしてあげるから」

　俱く舎しや奈なは仏のような笑みを浮かべてそう言った。

　彼女の手には錫しやく杖じようが握られている。煉れん氣きが収束していく気配がする。

「させるかっ！」──黒装束の大男が焦あせりをあらわにして襲いかかってきた。彩さい紀きは神しん州しゆう刀とうを握りしめて敵の脇差を受け止める。妖よう氣きの気配から察するにこの男は寇こう魔まなのだろう。寇こう魔まによって構成されたテロリスト集団──そんなものがこの寺院に存在したとは。

「毒どく針ばりの護衛か！　くたばれ」

　まったくもって乱暴である。

　彩さい紀きは相手の特徴をよく観察する──詳細は不明だが《入にゆう道どうの基礎因子》を宿した寇こう魔まだと思われる。巨体から繰り出される斬撃はどれも鈍重だったが彩さい皇こうに通じるほどではなかった。

　彩さい紀きは振り下ろされた刃やいばを素手で受け止めた。

「なっ──」

　ぱきりと脇差がへし折られてしまった。

　入にゆう道どうの顔に驚きよう愕がくの色が浮かぶ。武器を容易たやすく破壊されたこともそうだが──彼をして驚かしめたのはおそらく彩さい紀きの掌てのひらに刻まれた〝五ご彩さいの導しるべ〟であろう。

「馬鹿な。お前は五ご彩さいの覇は者しやか──!?」

「その通りだ。少し静かにしていろ」

　彩さい紀きは左手に神しん州しゆう刀とうを握り直すと強烈な峰打ちを敵の首筋にお見舞いしてやった。短い悲鳴をあげて入にゆう道どうの巨体が吹っ飛んでいく。しかしそれだけではへこたれなかった。入にゆう道どうは転倒寸前で体勢を立て直すといったん距離を取る──それを庇かばうようにして今度は路地裏から十人ばかりの寇こう魔まが襲いかかってきた。

　河童かつぱだの天てん颶ぐだのが勢せい揃ぞろい。こいつらもテロリストの仲間なのだろう。「本殿の犬だ」「殺してしまえ」「邪魔者は地獄行きだ」──寇こう魔まどもは憎しみを滾たぎらせながら武器を構えた。無策に突貫する仲間たちを見み咎とがめた入にゆう道どうが叫ぶ。

「おい出しゃばるなお前ら！　相手は五ご彩さいの覇は者しやだ！」

　彩さい紀きは神しん州しゆう刀とうを仙界に放り投げると今度は懐ふところに手を突っ込んだ。

　出てきたのは小さな丸がん薬やく。

　狙いを定めて──迫りくる寇こう魔まの群れに向かってピン、と弾はじいた。

　空間が盛り上がるようにして大爆発が発生した。

　寇こう魔またちが悲鳴をあげながら吹っ飛んでいった。道路の石畳がめくれ上がって街並みが破壊されていく。周囲で成り行きを見守っていた人間たちが亀のようにその場に縮こまる。

「せ、聖せい仙せん……彭ほう寿じゆ星せい！」

　入にゆう道どうの大男が腰を抜かして叫んだ。

　彼の仲間たちは軒並み吹き飛ばされて気を失ってしまっている。彩さい紀きが放ったのは毒薬をまき散らす爆弾だ。写経した紙を練り混ぜてあるので寇こう魔まには効果覿てき面めんであろう──事実、襲いかかってきたテロリストたちは一瞬にして行動不能になってしまった。

「ふむ、こんなところか」

「あら彩さい紀き。やっぱり強いのね！」

　俱く舎しや奈なが上空から微ほほ笑えみを向けてきた。

　彩さい紀きは訝いぶかしい気持ちになって彼女を見上げる。

「お前は何をやってるんだ？」

「準備は整った。人を服従させるには鞭むち三割・飴あめ七割がちょうどいいのよ」

　俱く舎しや奈なの背中から明々たる煉れん氣きの光背が広がっていくのが見えた。光をまとった仏を見つめる人々の顔に期待と希望の色が広がっていった。いったい何をするのだろう──不審に思って眺めていると、彼女は両手を広げて高らかに叫ぶのだった。

「衆しゆ生じようよ！　俱く舎しや奈な仏ぶつの功く徳どくを受け取るがよい！」

　収束した煉れん氣きが拡散した。

　錫しやく杖じようの先端から放たれた神しん氣きがものすごい速度で盈えい水すい院いんの境内を包み込んでいく。

　それはまさに幸福そのものだった。

　きらきらと輝く神しん氣きはやがて人々の頭頂部から彼らの体内へと入り込んでいく。仏の功く徳どくを受け取った衆しゆ生じようは次々に恍こう惚こつの表情を浮かべて倒れていった。死し屍し累るい々るい──そう形容するのが相応ふさわしい光景だったがべつに死んだわけではない。押し寄せる幸福の波に溺れているのだ。

　見れば、彩さい紀きを追いかけていたらしい稲いな名な田だやかがりも路上に倒れていた。

　幸福に満ちた表情を浮かべ──よだれをたらしながら。

　彩さい紀きの頭上にも神しん氣きが降ってくる。

　しかし俱く舎しや奈なが素手でつかみとって止めてしまった。

「だめよ。あなたには後で本当の幸福をあげるから」

「何を言っている……？」

　そのとき、誰かが近づいてくる気配があった。

　最初に襲いかかってきた僧侶である。俱く舎しや奈なの神しん氣きを食らったのだろう──足元をふらつかせながら、しかし悪意のこもった視線で怪かい仏ぶつを睨にらみ据えている。

「許さぬ。人の尊厳を踏みにじって……こんなことが罷まかり通とおってよいはずがない……」

　僧侶は刀を構えて襲いかかってきた。

　俱く舎しや奈なが軽く腕を振った。それだけで男の刀は吹っ飛んでいった。膝から地面に崩れ落ちて不気味な笑い声を漏らし始める。注入された幸福によって理性が消滅してしまったらしい。

　いつの間にか他の寇こう魔まの気配も消えていた。

　誰もが俱く舎しや奈なの神しん氣きのもとに無力化されてしまっていた。

　彩さい紀きは少しだけ怖おじ気けを覚えた。やはり彩さい皇こうというものは一筋縄ではいかない。もしこの少女と敵対することになったら──盈えい水すい院いんを徹底的に破壊するまでやらなければ勝てないだろう。

「騒がしくなっちゃったわね」

　そう言って俱く舎しや奈なは彩さい紀きに微ほほ笑えみかけた。

「どうする？　盈えい水すい院いんの案内を続けましょうか？　ああ、でも人間たちは軒並み腑ふ抜ぬけになっちゃったし。お店でゆっくりすることもできないわ」

「そうだな──」

「毒どく針ばり様。護ご摩まの時間でございます」

　いつの間にか坊ぼう主ずが立っていた。俱く舎しや奈なに仕える僧そう都ず・此し童どう久ひさ也なりである。

「そうだったっけ？　今日って何日目？」

「三日目でございます」

　俱く舎しや奈なは露骨に嫌そうな顔をした。舌打ちをして彩さい紀きのほうに向き直ると、申し訳なさそうな顔をして頭を下げる。

「急用ができてしまったわ。悪いけれどデートは中断ね。この埋め合わせは必ずするから──また後で」





○






　毒どく針ばり俱く舎しや奈なは霞かすみのように姿を消してしまった。

　後に残されたのは放心状態になっている人間たちだけだった。こんな場所にいても意味はない──そう悟った彩さい紀きはへろへろになったかがりと稲いな名な田だを連れて宿坊に戻った。

　俱く舎しや奈なの目的が見えなかった。ずっと隠し事をされているようでもどかしい。

　しかし自力でこの寺を脱出することは不可能だった。彩さい術じゆつを上う手まく使えば〝見えない壁〟を破壊することもできるだろうが、盈えい水すい院いんに敷かれた論理を解析せず下手に手を出せば手痛い反撃を食くらう可能性もある。

　難儀なものだな──と彩さい紀きは思う。

　腕を組んで考え込んでいると背後に誰かが立つ気配があった。

「彩さい紀き。何がどうなったの」

　かがりだった。部屋の布ふ団とんに寝かせておいたら回復したらしい。しかし未いまだに夢見心地といった有あり様さまで微妙に視点が定まっていない。頰が赤らんでいる。

　彩さい紀きはかがりのおでこに触れてみた。特に熱があるという感じでもない。

「べ、べつに風邪をひいたわけじゃないわ。触らないでよ」

「すまない」

　かがりは彩さい紀きの隣に腰をおろした。ぺちぺちと気合を入れ直すように己の頰を叩たたく。まだ幸福の余韻が冷めやらないようだったが、それでもいくぶん瞳に生気が戻ってきた。

「……最悪だわ。あんなやつのよくわからない術にやられちゃうなんて」

「仕方ないだろうな。普通は彩さい皇こうの術に抵抗できるものではない」

「彩さい皇こうとか関係ない。悔しいのよ、自分より強いやつがこの世に存在していることが」

　戦闘狂みたいなことを言う。しかしかがりは大真面目らしい。

「私が最強だったらあいつの術にかからなかったのに！　私がしっかりしていればあんたをあいつと二人きりにさせることもなかったのに！」

　そっちかよと彩さい紀きは思った。だからコソコソと尾行していたのか。

「安心しろ。べつに毒どく針ばり俱く舎しや奈なのことなど何とも思っていないよ」

「《ほんと？》」

「ほんとだ」

「《今度あいつに誘われても断る？》」

「断る」

「《あいつに誑たぶらかされないでね》」

「善処しよう」

　かがりがすりすりと身を寄せてきた。とりあえず頭をナデナデしておく。

　しかし狐きつね耳みみ少女は不意に顔をあげてこう言った。

「あの女のにおいがする」

　やめてくれ。

「──ところで大丈夫なのか。俱く舎しや奈なの神しん氣きを食らっていただろう？」

「もう治ったわ。おかしなところはどこもない」

「なるほど。実害のある術ではないということか」

「あるわよ大いにねっ！」かがりは忌いま々いましそうに叫んだ。「よッくわかったわ。あいつは人の心を幸福によって操作しているのよ。無理もないわ──あんなの食らっちゃったら普通の人間では太刀打ちできない。私だってすべてがどうでもよくなっちゃったもの。自分の中にある大切なものが崩れていって──このまま外から与えられる〝幸せみたいなナニカ〟を享受していればそれでいいかって感じちゃったの。あれを何回も味わったら頭がおかしくなっちゃうわ。戻れなくなっちゃう。盈えい水すい院いんの人間たちはすでにそうなっているのよ」

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なの煉れん術じゆつは麻薬のようなものなのかもしれない。確かに信仰とは毒や薬のようなものだ。それによって幸せを得ることもあれば不幸になることもある。

　盈えい水すい院いんの人々は籠の中の鳥に違いない。

　彼らは幸せなのだろうか。

「人を虐しいたげる天てん颶ぐもクソだったけど毒どく針ばりも十分クソだわ。しかもあいつ、幸福で縛って人を閉じ込めているんでしょう？　ここに足を踏み入れた人が帰ってこないっていうのは、そういうことよね」

「ああ。だが物理的な結界も張られている。俺たちも出ることはできない」

「何よそれ……何が目的なの、あいつ」

「楽園を創りたいらしいが──俺にもよくわからない。あいつには裏があるような気がしてならない。だが新参の俺たちには推測することもできん。意見をうかがおうではないか」

「誰に」

「俱く舎しや奈なに仕える娘だ」

　そう言って彩さい紀きは力ずくで襖ふすまを開いた。

　すると聞き耳を立てていたらしい少女──凪なぎが「わひゃあ!?」と悲鳴をあげながら倒れ込んできた。本人はバレていないつもりだったようだが気配で丸わかりである。

「──あ、あのっ、すみません。お声をかけようと思ったのですが話し込んでいるご様子だったのでつい」

「な、何よこの人！　盗み聞きしてたわけ？」

「申し訳ございません。聞いたことはすべて忘れますので」

「いや忘れなくてもいい──どうしたんだその手」

　凪なぎは左手に包帯を巻いていた。「しまった」というふうに手を背後に隠し、

「料理で切ってしまいました。大した怪け我がではありません」

「診せてみろ。治してやるぞ」

「だ、大丈夫ですから……」

　彩さい紀きは強引に彼女の手を取って確認した。包帯はおびただしい量の血によって赤黒く染まっている。明らかに異常だった。

「包丁による傷ではないな。──誰にやられた？」

　小さな肩が震える。

　彩さい紀きは治療用の霊れい氣きを流してやりながら問いかけた。

「昨晩言いかけていたことを教えてくれないか。そのために来てくれたんだろう？」

　凪なぎは驚いたように目を見張った。少しだけ迷う素振りを見せてから訥とつ々とつと語り始める。




「──まずもって盈えい水すい院いんは牢ろう獄ごくであります。人はこの世界から出ることはできません。外から入ってくることは可能ですが、境内を取り囲むようにして張られた〝見えない壁〟は内側からの通行を禁じています」

　昨晩確認したことである。彩さい術じゆつによって盈えい水すい院いんは隔絶された異界と化している。

「盈えい水すい院いんの人々は盈えい水すい院いんで生まれて死んでゆきます。私は外からやってきた人間の子なので例外ですが──境内にいる人間たちは生まれたときから〝盈えい水すい院いんの檀だん家か〟であるため盈えい水すい院いんの論理に疑問を持ちません。出られなくて当然、俱く舎しや奈な仏ぶつを信奉して当然、幸福を受け取って当然──そういう考えのもとに生きています」

「なるほどな。凪なぎのように外の世界を知った者は少数派というわけか。──ところで俱く舎しや奈なは普段からあんなふうに神しん氣きを振りまいているのか？」

「はい。週に一度ですね。今日は特別だったようですが──あれは敵対する者たちへの示威行為だったのかもしれません」

　思い出されるのは俱く舎しや奈なに恨みを抱いだいていたテロリストたちだ。彼らは自分の置かれた状況を正しく認識して行動していた。

「彼らは外からやってきた者たちです。通常、たとえ外の常識を身につけた者であっても大僧正の幸福を受け取ってしまえば、すぐに盈えい水すい院いんの論理に疑問を持たなくなってしまいます。もたらされる幸福が絶大すぎて他のことなんてどうでもよくなってしまうのですね」

「じゃあ何であの寇こう魔まどもは毒どく針ばりを殺そうとしてたのよ」とかがりが聞いた。

「寇こう魔まだからです。あまり詳しいことは存じ上げませんが、寇こう魔まは人間とは異なる精神構造を持っているようで、大だい僧そう正じようの幸福にも一定の耐性があるそうなのです」

「ふうん……」

　仏教的なものと妖怪的なものは属性的に対立関係にある。俱く舎しや奈なの神しん氣きは〝人間用〟のものであって本来寇こう魔まを対象としたものではないのだろう。実際、妖よう狐この因子を持つかがりが数時間で回復してしまったのに対し、純粋な人間である稲いな名な田だは未いまだに隣の部屋で「ふへへへ」と奇妙な笑い声を漏らしながら腑ふ抜ぬけている。凪なぎの言葉を鵜う吞のみにするのならば稲いな名な田だはこのまま俱く舎しや奈なの信者になってしまうのかもしれない。──そこでふと気づく、

「凪なぎ。お前は幸福を受け取っていないのか？」

「受け取りましたよ。でも慣れてくると効果が薄れてしまうのです。すぐに正気を取り戻しました」

　本当に薬物のようだなと彩さい紀きは思う。

「とにかく、昼間の寇こう魔まはたまたま盈えい水すい院いんに流れ着いてしまった不幸な方々です。大だい僧そう正じようが作り出した論理に異を唱え、〝仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だん〟という組織を作って反旗を翻ひるがえしています」

「もっとマシな名前はなかったの？」

「私に言われましても……仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんは百年くらいの歴史がある組織ですから」

　凪なぎはなぜか恥ずかしそうにそう言った。

　大だい僧そう正じようは盈えい水すい院いんに特殊な論理を敷いている。俱く舎しや奈なをはじめとした毒どく針ばり一族はこの地を新しい世界にしようとしているのだ。そのために千年近くもＯＬＩ因子の実験を続けている。おぞましい話だった。

　だが、だいたいの話は理解できた。

　これはもう俱く舎しや奈なを説得するしか道はないだろうな──と思っていたのだが、

「ここからが本題です」

　凪なぎは真剣な顔をしてそう言った。

「確かに盈えい水すい院いんは歪ゆがんでいますけれども、表面上はそれなりに秩序を保った世界でした。ただ──僧そう都ずがやってきてから変わってしまったのです」

「僧そう都ず？　此し童どう久ひさ也なりのことか」

「はい。苛烈な方です。──この傷は、あの方につけられたものでした」

　包帯を取ると痛ましい傷が現れた。何かの金属で抉えぐられている。彩さい紀きは水と膏こう薬やくを仙界から取り寄せると、きれいに消毒してから治療を施していった。

「此し童どうは何な故ぜこんなことをするんだ」

「私は僧そう都ずの人形です。盈えい水すい院いん本殿に起居する者は僧そう都ずの支配から逃れられません。〝僧官による絶対の身分秩序〟が敷かれているからです。これも盈えい水すい院いんを包み込む論理の一つです」

「それにしたってこの傷はひどいだろう」

「私が粗相をしたのです──彭ほう寿じゆ星せい様の見張り役に抜ばつ擢てきされながら見つかってしまいました。これが僧そう都ずの逆げき鱗りんに触れたのです」

　彩さい紀きは思わず固まってしまった。それは──それはこちらの責任だ。凪なぎのことを見て見ぬフリをすれば彼女がこんな痛みを味わうことはなかっただろうに。あるいは凪なぎと一緒に本殿のほうへと向かっていれば──

「い、いえ！　彭ほう寿じゆ星せい様がお気になさることはありません。すべて私の至らなさと、僧そう都ずの邪悪さが原因なのですから」

「すまなかった。──此し童どう久ひさ也なりとはどんなやつなんだ」

「あの方は外から盈えい水すい院いんにやってきた僧侶です」

　凪なぎは嫌な思い出を反はん芻すうするかのように顔をしかめて言った。

「十年ほど前のことだったでしょうか。その頃の毒どく針ばり様はとても荒れていて──あ、今の大だい僧そう正じようのお父君ですが──人々に幸福をもたらす頻度も減っておりました。幼い私には当時の大だい僧そう正じようがどんな懊おう悩のうを抱えていたのか及びもつきません。しかし仏の功く徳どくを基礎とした盈えい水すい院いんの論理は破綻していきました。仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんが伸長し、一般の人々も功く徳どくを与えぬ仏に不満を覚え、このままでは千年の結界が内側から解かれてしまうのではないか──そういう機運が高まりつつありました」

　それは意外な話である。先代は今の大だい僧そう正じようと違って悩み多き人だったのか。

「そんなときに現れたのが此し童どう久ひさ也なり様だったのです」

「あいつはどこから来たんだ？」

「外から、ということしか申し上げられません。あの方が何者であるのかは誰も知らないのです。しかし突如として盈えい水すい院いんを訪れた謎の僧侶はまたたく間に大だい僧そう正じようの信頼を勝ち得て僧そう都ずの地位を得ました。おそらくは大だい僧そう正じようの悩みに対して何らかの解決策を与えたのでしょう。そして、大だい僧そう正じようの娘が大僧正になりました」

「代替わりしたということか」

「はい。新しい大だい僧そう正じよう──つまり今の毒どく針ばり俱く舎しや奈な様です」

　陰謀のニオイしかしない。

　此し童どう久ひさ也なりが先代を殺して自分の都合のいい娘を大だい僧そう正じようの地位につけたのではなかろうか。

「毒どく針ばり俱く舎しや奈な様は本当にお優しい方でした。私とそんなに年齢は変わりませんが、ただの稚ち児ごにすぎなかった私にもお菓子を恵んでくださったりしたものです。衆しゆ生じように功く徳どくを施すことも盛んになり盈えい水すい院いんは往年の光景を取り戻したかのように思えました──しかし違ったのです。大だい僧そう正じようは先代のようないわゆる大人しい政治はしませんでした。此し童どう様が僧そう都ずになった頃から〝破は五ご戒かい〟の儀式が行われるようになったのです」

「なんだそれは」

「五戒をご存じでしょう。仏教徒が守るべき五つの戒律のことです」

　かがりが首を捻ひねって彩さい紀きのほうを見上げた。

「〝不ふ殺せつ生しよう戒かい〟〝不ふ偸ちゆう盗とう戒かい〟〝不ふ邪じや淫いん戒かい〟〝不ふ妄もう語ご戒かい〟〝不ふ飲おん酒じゆ戒かい〟──それぞれ〝殺すな〟〝盗むな〟〝不貞を働くな〟〝噓うそを吐つくな〟〝酒を吞のむな〟といったところか。いやしかし破は五ご戒かいとは珍妙だな」

「珍妙かもしれませんがそういう論理なのです。五戒を自ら破ること。盈えい水すい院いんの人々はこれを実施しなければ身体からだに曼まん荼だ羅らが浮かび上がってしまいます」

「浮かび上がるとどうなるんだ？」

「死にます」

「し、死ぬって。そんな馬鹿なことがあるの？」

「噓うそではありません。本当に死んでしまうのです」

　凪なぎの口調は淡々としていて現実味がなかった。

　しかし彩さい紀きは実際に目まの当あたりにしたことを思い出す。

　凪なぎと一緒に歩いた夜道。路上に転がっていた男の死体。彼の掌てのひらには奇妙な模様が浮かび上がっていた覚えがある。

「大だい僧そう正じようは人に幸福をもたらすだけではありません。試練もお与えになるようになってしまったのです。月の始めに〝破は五ご戒かい〟が五日間行われますが、これは大だい僧そう正じようが人々から煉れん氣きを集める儀式であると同時に人々の信仰を確かめる儀式でもあります」

「ちょっと待て。それはどういう理屈なんだ？」

「一日が邪じや淫いん日にち。二日が妄もう語ご日にち。三日が飲おん酒じゆ日にち。四日が殺せつ生しよう日にち。五日が偸ちゆう盗とう日にち。それぞれ対応する戒律を、日暮れの梵ぼん鐘しようが鳴るまでに破らなければ曼まん荼だ羅らが浮かび上がります。そのまま死んでいった者たちを私は何人も見てきました」

　つまり妄もう語ご日にちには噓うそを吐つかなければならない。飲おん酒じゆ日にちには酒を吞のまなければならないということだ。そして──本日は暦の上では九月の三日。凪なぎの言を信じるならば破は五ご戒かいの儀式は絶賛開催中であり、境内の人々の様子から察するに飲おん酒じゆの戒を破らなければならぬ日だったのだろう。

「わけがわからないわ。それ本当なの？」

「本当です。事実、梵ぼん鐘しようが鳴ると死人が出ています。盈えい水すい院いんではその死体を集めて翌日の昼間に葬送を行うのです。おそらく彭ほう寿じゆ星せい様もご覧になったことでしょう──あれは前日の戒律を破らなかった、破れなかった者たちを葬ほうむる儀式なのです」

「昨日は見たな。あれは確か……」

「邪じや淫いんの破戒をできなかった者たちでしょう」

「邪じや淫いんってなに？」

　その問いには誰も答えなかった。凪なぎは俯うつむきがちに言った。

「ただ今日は葬送がなかったようですね。大だい僧そう正じようが例外的に幸福を振りまいたおかげでそんな余裕もなかったのだと思います。昨日の妄もう語ご日にちにも少なからず亡なくなった方はいるはずなのですが……」

　理解に苦しむ。何な故ぜそんなルールを敷く必要があるというのか。

　これではいたずらに人々を苦しめているだけではないか。

　仏の天性とはおそらく衆しゆ生じようを救済していくことである。であるならば俱く舎しや奈なの行動は集合文化意識やＯＬＩ因子の制約に反しているといえよう。これではかつて神かみ津つ彩さい紀きが己を信奉する者を攻撃せんとしたときと同じように、彼女の身体からだも思想の猛毒に蝕むしばまれて滅んでしまうのではないか。

　しかし現実はそうなっていない。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なとはいったい何者なのだろう。

「凪なぎ。明日は」

「殺せつ生しよう日にち。境内でもっとも殺人が行われる日です」

　彩さい紀きは畳の上にじっと正座をしている少女の手を盗み見た。

　彼女に曼まん荼だ羅らは浮かび上がっていない。

　そのとき、外から重苦しい梵ぼん鐘しようの音が響いてきた。一日が切り替わる。飲おん酒じゆ日にちが終わりを告げて殺せつ生しよう日にちが始まる。飲いん酒しゆを忘れた人間がどこかで死んでいるのかもしれない。

「……まさか殺し合いが始まるわけではないだろうな」

「殺し合いは行われますよ。ですがご安心ください」

　凪なぎは懐ふところから短刀を取り出した。かがりがぎょっとしたように目を丸くする。

　何をするのかと思って見ていれば、彼女はくるりと短刀を回転させて、その鋭利な刃先で自らの手首に切れ込みを入れるのだった。真っ赤な血液がぼたりぼたりと畳を汚していくのを目まの当あたりにしたかがりが泡を食って立ち上がり、

「な──何やってんのよあんた！」

「大丈夫です。見ていてください」

　異常はすぐに起きた。

　手首の傷はみるみるうちに塞がっていった。まるで時間が巻き戻るかのように──跡形もなく傷が消えてしまっていた。

　後に残されたのは畳の上の赤いシミだけ。

「何よ……これ」

「殺せつ生しよう日にちに負った傷は治ります。人が死なないことになっているのです。痛みはありますけれど……人は他者の心臓を潰せばそれで不ふ殺せつ生しよう戒かいを破ったことになります」

「い、意味わかんないわ！　どうしてそんなことが起きるの……!?」

「わかりません。物心がついたときからこうでしたから」

　凪なぎは途方に暮れたように目を伏せた。

　そうして彩さい紀きは納得した。殺せつ生しよう日にちなんてものが毎月開催されていたら人間の数は加速度的に減ってしまうだろう。そうなっていない理由がこれなのだ。

　やはり盈えい水すい院いんの物理法則は狂っている。

　なんとなく理解していたことだが──ここまでとは思わなかった。死を超越するＯＬＩ因子の発生確率は八兆分の一と推定されている。これは人々の間に共通する〝死とは乗り越えられぬモノである〟という通念がどれほど強力であるかを示す証左といえよう。

　しかし毒どく針ばり俱く舎しや奈なはそんな常識すらも覆くつがえしてしまう。

　あまりにも強力すぎる彩さい術じゆつだった。いくら物理法則を揺るがす彩さい皇こうとはいえ一個人にこんな芸当ができるとは考えられない。

　いや。

　一つだけ思い当たる節があった。

「……彩さい紀き。どうすればいいの？」

「べつに盈えい水すい院いんのやり方に文句を言うつもりはない。だが、あいつは俺たちをここから出さないと言っていた。説得ができなければ力ずくで脱出するしかないだろうな」

「同盟はどうするのよ」

「同盟とは少なくとも敵対行為を働かない者と結ぶものだ。──ところで凪なぎ、盈えい水すい院いんの食料事情はどうなっている」

「は、はい？」

　凪なぎは面食らって瞬またたいた。かがりが「まったくもう」と腰に手を当て、

「お腹なか空いたの？　さっき夕飯食べたばっかりなのに」

「そうじゃない。少し気になることがあってな──詳しく知らないならべつにいいんだが」

　凪なぎは人差し指を顎に当て、視線を宙に彷徨さまよわせ、

「──本殿の裏側にすごく大きい畑がありますけど。境内に住んでいる〝農家〟の身分の方々はここで働くことになっています」

「水は？」

「井戸がいくつかあります。地下水が出るんだとか。大だい僧そう正じようはそういうことも考えて盈えい水すい院いんを設立したのだと思います……」

「なるほどな」

　新しい包帯を凪なぎの手に巻いていく。傷は彩さい皇こうの煉れん術じゆつによってほとんど治ってしまった。あまりの早業に凪なぎが目を丸くして、

「ありがとうございます。すっかり痛みが消えてしまいました」

「また何かされそうになったらすぐ俺を呼べ。駆けつけるから」

「は、はい……ありがとうございます」

　頰を染めて俯うつむく凪なぎを無視して彩さい紀きは立ち上がった。かがりが「どこへ行くの」と見上げてくる。妄もう語ご日にちではないが噓うそを言っておくことにした。

「脱出するための準備だ」





○






　護ご摩ま壇だんの炎が揺れている。

　大僧正の念仏に呼応するかのごとく煉れん氣きがきらきらと輝いている。この読ど経きよう自体に大した意味はない──しかし天は俱く舎しや奈なに対して衆しゆ生じよう救済の役割を与えた。折に触れて祈き禱とうを捧ささげなければ天の論理に反したことによって罰が下る。そうなれば俱く舎しや奈なは盈えい水すい院いんを保つことができなくなる。

　彼女のはるか後方に僧侶が立っている。

　坊ぼう主ず頭あたまの巨漢。僧そう都ずの此し童どう久ひさ也なりである。

　一心不乱に経文を暗あん誦しようする大だい僧そう正じようの背中を見つめながら小さく舌打ちをする。

（足りない。力が足りない）

　此し童どうのもとには禍まが々まがしい煉れん氣きが集まってきていた。盈えい水すい院いん境内の人々の恨みや憎しみによって増幅する鏖おう氣きである。しかしこの程度では足りなかった。この程度では盈えい水すい院いんを完成させることなどできやしない。人々に幸福を与えるばかりでは立ち行かぬのだ。

　気づけば護ご摩まが終わっている。俱く舎しや奈なは額の汗を拭いながら立ち上がった。

「お疲れ様でございます。これで衆しゆ生じようも救われることでしょう」

　此し童どうはすかさず世辞を言う。俱く舎しや奈なは「ふん」と面白くなさそうに鼻を鳴らし、

「人を救うためにやっているわけじゃない。私が生き残るためにやっているのよ」

　俱く舎しや奈なは大昔に儀式を欠かして消えかかったことがあるという。護ご摩まを焚たかねば死ぬ人間、などという荒唐無稽な話が他にあるだろうか。

「ところでどうなの。救済はともかく仏罰のほうは」

「足りませぬ。足りませぬぞ大だい僧そう正じよう」

　此し童どうは語気を荒らげて言った。

「このままでは大だい僧そう正じようの悲願は達成されぬ。今こん生じようが終われば涅ね槃はんへと至ることでしょう」

「理解できないわ。まだ苦しみが足りないというの？」

「大だい僧そう正じようは徳を積みすぎなのです。天網を搔かい潜くぐるためには罪を犯しておきませぬと」

「程度が甚だしいって言ってんのよ。私は何をすればいいの？」

「明日は殺せつ生しよう日にちです。抜け道を失なくしてしまうのがよろしいかと」

「……人が減りすぎると増やすのが面倒でしょ」

「ですがこのままでは鏖おう氣きが足りませぬ」

「…………」

　俱く舎しや奈なは黙って煉れん氣きを練り始めた。

　天の法則は鉄のように冷酷でありながらとろけるように曖あい昧まい模も糊ことしたものである。

　仏の論理に従って生きる俱く舎しや奈なが善行に励めば涅ね槃はんの境地に達することができるだろう。一般的な仏教徒からすれば最上の誉れに違いないのだが、しかしこの彩さい皇こうは解げ脱だつして現世から離れるのをよしとしなかった。

　悟らぬことによってもたらされる現世の生。

　この少女はそれを望んでいるのだ。

　だからこそ徳の高き尼に僧そうでありながら進んで罪を犯す。

「しかし大僧正、あなたは浮き世にどのような未練がおありなのでしょう」

「そうね、ちょうど彼がここに来ていることだしね」

「彼？──ああ」

　俱く舎しや奈なは右手をかざして彩さい術じゆつを発動させた。

【萬ばん物ぶつの遍在】──おそらく天下に九つある彩さい術じゆつのうちでもっとも〝世界改変能力〟に長たけた奥おう義ぎだった。虹色の彩さい氣きは本殿を抜けて盈えい水すい院いんに充満していった。夜の境内が不気味に輝き始める。俱く舎しや奈なは秘めやかに笑って言った。

「前にも言ったと思うけれど。私は神かみ津つ彩さい紀きに未練たらたらなの。この世界はあの人のために創ったんだから」

「ふむ……」

　なるほどなと此し童どうは顔をしかめる。

　いかな彩さい皇こうとはいえ基礎となる精神はただの小娘にすぎないのだ。

　それにしても神かみ津つ彩さい紀きである。彭ほう寿じゆ星せいである。飛んで火に入る夏の虫とはこのことだった。

「──では、捕らえてしまいましょうか」

「捕らえる……？」

「はい。彩さい皇こうとは絶大な力によってこの世のすべてを手中に収める存在です。気兼ねなどする必要はありません──ちょうど明日は騒乱が起きることでしょうし、どさくさに紛れて誘拐してしまいましょう」











四章／不ふ殺せつ生しよう戒かいは破るべき






　いつまでも悠長に構えているわけにはいかなかった。

　彩さい紀きが言うには毒どく針ばり俱く舎しや奈なはかがりたちを外に出さないつもりらしい。

　ふざけているのかと思う。

　冷静に考えれば怪かい仏ぶつは邪悪極まりない存在だ。確かに家を燃やした連中は一発ぶん殴ってやらなければ気が済まない。しかしわざわざ毒どく針ばりの手を借りなくてもいいと思うのだ。だってあいつは彩さい紀きにちょっかいを出す悪い虫なんだぞ。人殺しを強制している悪魔なんだぞ。

「──信じられぬ！　信じられぬぞ熾し天てん寺じ殿！」

　翌朝。食堂で凪なぎが出してくれた朝食を食べ終わると同時、稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かが憤ふん懣まんやるかたないといった様子で箸をぱちーん！　と箸置きに置いた。

「いったい何を考えておるのだ怪かい仏ぶつのやつは！　同盟を結んでおきながらワケのわからぬ煉れん術じゆつを某それがしに施しおって！　気持ちよすぎて昇天してしまったではないか」

「稲いな名な田だ。口にご飯粒がついてるわ」

　口元を拭ってやる。稲いな名な田だは「すまぬ」と礼を述べてから傲然と腕を組み、

「しかも盈えい水すい院いんから出られぬときた。これは挑発と受け取られても文句は言えない所業であるぞ。こんなことでは同盟を結べなかったという咎とがで某それがしが罰せられてしまうではないか」

　盈えい水すい院いんに関する諸もろ々もろの事情は彩さい紀きから聞かされたらしい。境内に人々が閉じ込められていること。謎の彩さい術じゆつによって五戒を破るよう強制されていること。そして今日が殺し合いの勃発する殺せつ生しよう日であること──稲いな名な田だにとってはどれも許せぬことらしかった。

「ふん、洗脳の術を用いて人々に殺し合いをさせるだと？　笑止千万にもほどがあるわ。まさに朝廷の討伐対象たる〝悪い彩さい皇こう〟に他ならないではないか。寇こう魔まだ寇こう魔ま、あんなやつ」

「だが傷は治る。盈えい水すい院いんにはそういう法則が働いているんだ」

　彩さい紀きが味み噌そ汁しるを啜すすりながら言った。稲いな名な田だは不服そうである。

「それは本当なのか？　殺されても死なぬと？」

「傷が治ってしまうのならば死なないだろう」

「傷が治るということ自体が信じられん」

「ならば試してみよう」

　彩さい紀きは煉れん術じゆつを発動させて短刀を手た繰ぐり寄せた。やめろ──とかがりが叫ぶ前に彼は一いち厘りんの躊ちゆう躇ちよもなく手首の辺りをすぱっと裂いた。

　紅色が皮膚の上にじんわりと滲にじむ。玉のような血液がぷっくりと浮かぶ。

「ほら、みるみる回復して──」

　しかし何も変化は起きなかった。

　昨晩、凪なぎの傷を癒やしたような現象が起きる気配はなかった。

「……回復しねえじゃん」

「何やってんのよバカ！　貸しなさいっ！」

「おいやめろ舐なめるんじゃねえそんなことしたらむしろ細菌が──ああ細菌なんて存在しないのか。この時代だから」

「彭ほう寿じゆ星せい殿。そなたは存外頭が弱いのだな。手首を切ったら痛いに決まっておろう」

「治ると思ったから切ったんだ。どうやら彩術の効果が変更されている。俱く舎しや奈ながいったい何を考えているのか知らないが、こんな状況で殺し合いなんかが始まったら──」

　彩さい紀きの手首に舌を這はわせていたかがりはふと気づいた。

　外が騒がしいのだ。悲鳴、怒号、何かを打ち壊すような音──いやな予感を覚えたかがりは彩さい紀きの腕を引っ張って戸口から外に出た。

　そこに広がっていたのは戦争の光景である。

　息を吞のんでしまったのは無理からぬことだろう。

　そこかしこで火の手があがっている。人々は気がふれたような目つきをして斧おのだの包丁だのを振るっている。悲鳴をあげて逃げ惑っていた娘がどこからともなく飛んできた矢によって心臓を串刺しにされていた。かがりは思わず目を覆ってしまった。

「待て！　傷が治らぬのだ！　毒どく針ばり様が──」

「やかましい！　殺さねば俺のほうが死んでしまうのだ！」

　振り下ろされた斧おのが男に直撃した。

　蕃茄トマトのように割れた頭が血や脳のう漿しようをぶちまけて乾いた路面を潤す。

　極楽どころではない──まさに地獄だった。人々は人を殺すために血相を変えて奔走している。数日前の和わ気き藹あい々あいとした繁栄ぶりはどこへやら。誰もが仏の功く徳どくを求めて地獄の亡もう者じやと化していた。かがりはぞっとした。こんな異常なことがこの世に起こりうるのだろうか。

　不意に刀を構えた男が斬りかかってきた。

　あまりにも突然だったので対処することができなかった。しかし気づいたときには彩さい紀きの煉れん術じゆつが発動して男の身体からだをかなたへ吹き飛ばしてしまっていた。

「ほ、彭ほう寿じゆ星せい殿！　これはどういうことだ！」

　おかわりの茶ちや碗わんを抱えながら稲いな名な田だが叫んだ。

「見ての通り殺し合いだ。俱く舎しや奈なによる不死の術が未いまだに働いていると信じている者、術が解けたことに気づいた者、気づいてなお殺し合いを続行している者、これとは関係なしに単純に暴れ回っている馬鹿者──ようするに収拾のつかない乱痴気騒ぎが始まっているのだ」

　斧おのが回転しながら飛んできた。彩さい紀きはそれを素手で摑つかみ取どりながら、

「こんなものを放っておくわけにもいかん。だが俺の力によって止めることは不可能だ。源流をなんとかしなければならない」

「毒どく針ばりを倒すってこと？」

　かがりが彩さい紀きの顔を見上げたそのとき。

　不意に刺すような殺気を感じた。かがりはほとんど反射的に身を捻ひねってそれを回避した。どす！　という物騒な効果音とともに土を抉えぐったのは巨大な槍やりである。

　また流れ弾か──と思ったが違うらしい。

　視線の先。殺さつ戮りくに興じる人々に紛れて籠を頭からかぶったような男たちの集団がいた。

　顔は見えない。しかし無言で威圧してくる様子からは友好的な雰囲気など少しも感じられなかった。かがりは彩さい紀きの道服をつまみながら叫んだ。

「彩さい紀き、何よあいつら！」

「盈えい水すい院いんの坊ぼう主ず集団だろうな。おそらく《虚こ無む僧そうの基礎因子》を宿した連中だ。特徴的な深ふか編あみ笠がさからもわかる」

「何よ虚こ無む僧そうの因子って！　どう見ても坊ぼう主ずが籠かぶってるだけでしょ！」

「おい言い争っている場合ではないぞ！　連中が来る！」

　虚こ無む僧そうどもが声もあげずに襲いかかってきた。なぜ盈えい水すい院いんの連中が襲いかかってくるのかはわからない。しかし殺やらねば殺やられるのは明らかだった。

　かがりは鯉こい口ぐちを切って敵を睨にらみ据える。そのまま迎え撃ってやろうと一歩踏み込んで──手からするりと力が抜け落ちてしまった。

「え？」

　思わず声を漏らす。柄つかを握っても抜くことができない。虚こ無む僧そうどもが槍やりを構えて走り寄ってくる。まずい。はやくなんとかしなければ。しかし抜けない。まるでうなぎを摑つかんでいるような感覚。隣を見れば稲いな名な田だも「なんじゃこれはぁ！」と鉄剣を抜けずにいた。

　──《刀剣は人を斬るものではない》

　脳裏に誰かの言葉が過よぎった。それはこの世の法則を決定づける不条理な条文に他ならなかった。かがりは驚きよう愕がくして彩さい紀きのほうを振り返った。

「な、何よこれ……！」

「煉れん術じゆつによって常識が改変されているらしい。刀を使うことはできない」

「はあ!?　どうすんのよ！」

「戦闘は避けて俱く舎しや奈なのところへ向かおう」

　そう言って彩さい紀きは走り出した。かがりと稲いな名な田だも慌ててそれに続く。

　背後からは虚こ無む僧そうどもが忍者のように接近してくる。かがりはぞっとした──身体からだが得体の知れない何者かに支配されている感覚。毒どく針ばり俱く舎しや奈なの神しん氣きを食らったときに近い、抗あらがいようもない大波に吞のまれる感覚。

「常識を改変って……そんなことができるの？」

「おそらく集合文化意識をいじっているのだ。こんなことができるのは一人しかいない──彩術を操る至高の人じん妖よう、五ご彩さいの覇は者しや」

「わけわかんない！　ようするに毒どく針ばりのせいってこと!?」

「そうだ。昨晩お前も凪なぎの傷が治るのを見ただろう？　あれだって常識改変によってもたらされた奇跡に違いない。盈えい水すい院いんは異世界なんだ。足を踏み入れた時点で俺たちは不利な状況で戦いを強いられる……」

「ちょっと待て彭ほう寿じゆ星せい殿！　どうして盈えい水すい院いんのやつらが攻撃してくるのだ!?　我々は何も悪いことなどしてないだろうに！」

「おそらくお前らはとばっちりだ。俱く舎しや奈なが狙っているのは俺だろう」

　え？　どういうこと？──かがりが疑問に思った瞬間、俊足を誇る虚こ無む僧そうが鳥のような掛け声とともに突きを繰り出してきた。避けきれない。冷や汗が背中を伝っていくのを感じたとき横合いから彩さい紀きの蹴りが放たれて虚こ無む僧そうの槍やりを吹っ飛ばした。

　続いて【召喚】によって鉄製の棍こんを呼び寄せる。そのまま力いっぱい虚こ無む僧そうの笠かさを殴りつけていた。だが──

　──《笠かさは何物よりも硬い》

　彩さい紀きの棍こんは笠かさにあたって真っ二つに折れてしまった。その隙を狙って別の虚こ無む僧そうが槍やりを突き出してくる。彩さい紀きは【飛天】で跳躍。上空から煉れん氣きを練って何らかの煉れん術じゆつを発動させた。

「仙術・【秘境の霞かすみ】」

　次の瞬間、ぼふん！　と真っ白い煙が辺りに充じゆう溢いつした。煙幕の術らしい。

　虚こ無む僧そうどもは標的を見失って右往左往していた。かがりも目を開けられずに咳せき込んでしまう。しかし彩さい紀きによって手を引かれた。そのまま煙幕の外へと引っ張られていく。

「彩さい紀き！　戦わないの……？」

「外側から物理法則をいじっているやつがいる。そいつを──俱く舎しや奈なをなんとかしない限りは虚こ無む僧そうひとりだって倒せやしない」

「そ、そなたは彩さい皇こうであろう！　彩さい術じゆつを使ってなんとかならんのか!?　隕いん石せきとか落とせば楽勝であろうに！」

「俺の彩さい術じゆつは隕いん石せきを落とせるようなものではない。それに無闇に術を使えば手の内をさらすことにもなる。まずは俱く舎しや奈なに会う必要があるだろう」

　こいつはまだ毒どく針ばりを説得するつもりなのか──かがりは苛いら立だちを覚えた。

　辺りは地獄の様相を呈している。

　人が人を容赦なく殺している。おそらく毎月の殺せつ生しよう日にちではありふれた光景なのだろう。しかし毒どく針ばり俱く舎しや奈なはそれを狙って〝傷が回復する論理〟を壊してしまった。明らかに人間たちが取り返しのつかぬ過あやまちを犯すように仕向けている。

　境内は禍まが々まがしい煉れん氣き──鏖おう氣きに包まれていた。

　人が人を憎しむことによって発生する力。こんな状況を引き起こした相手とわかり合えるとは思えなかった。

　境内をまっすぐ貫く大通りを駆けていく。

　しかし本殿の前まで来ると彩さい紀きの足が止まった。

　何事かと思って彼の顔を見上げる。そうして気づいてしまった。

　──《本殿には何なん人ぴとたりとも入れない》

　門のところに見えない壁が張られている。毒どく針ばり俱く舎しや奈なの居城に辿たどり着つくことはできなくなっていたのだ。

「──なんだこの壁はぁっ！　某それがしが叩たたき斬ってくれるわ！」

「やめておけ。刀を抜くこともできんだろう」

　彩さい紀きはくるりと身体からだを反転させた。

　かがりはぎゅっと拳を握りしめた。もはや袋の鼠ねずみとしか思えない。そもそも状況が理解不能すぎる。なぜこんなことに巻き込まれているのか。毒どく針ばり俱く舎しや奈なの目的は何なのか。あらゆる面で意味がわからない。というか虚こ無む僧そうがそろそろ追いかけてくる。逃げなくては。

「あの。彭ほう寿じゆ星せい様」

　不意に誰かが声をかけてきた。

　三人ともが振り返る。

　そこには盈えい水すい院いん本殿で働く少女──凪なぎが立っていた。

「あ、あんた大丈夫なの!?　殺されたりしなかった!?」

「はい。──それよりもこちらへ。話は安全な場所でいたしましょう」

　そう言って凪なぎは路地裏の奥を指差した。石垣に覆われ見えにくい場所に地下へと続く階段がある。凪なぎは落ち着き払った口調でこう言った。

「大だい僧そう正じようの所業を憎む者たち。仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんの本拠地です」





○






　地下には広大な空間が広がっていた。

　まさに灯台下暗しと言えよう。凪なぎによれば大だい僧そう正じように反感を抱いだいている人間あるいは寇こう魔またちは長い年月をかけて本殿の付近に秘密の基地を作り上げたらしい。ここで毒どく針ばり俱く舎しや奈なの動向を観察しながら寝首を搔かく瞬間を虎こ視し眈たん々たんと狙っているのだった。

　かび臭い大広間には無数の人間と寇こう魔まが集まっていた。

　彼らはかがりたちが訪れたのを認めると警戒心をあらわにして立ち上がった。

「こやつら毒どく針ばりと同盟を結びに来た外界の使者ではないか！」

「間かん諜ちようではないのか？　我らの活動を探りに来た可能性もある」

「おい凪なぎ、どういうことだ」

　凪なぎは決然とした表情で男たちを見つめ返し、

「この方々は敵でも味方でもありません。ただ盈えい水すい院いんから出られずに困っています。困ったときはお互い様だと皆さんに教わりましたので……」

　どうやら凪なぎは仏滅魔教団とかいう謎の組織の一員だったらしい。

　集団の中から坊ぼう主ずが歩み寄ってきた。

　顔に見覚えがある。先日茶屋でかがりと斬り合いをした男だった。

「ここにいる者たちは毒どく針ばり俱く舎しや奈なのことを恨んでいる。籠の中の鳥のような生活にはうんざりしているのだ。お前たちは──外から来たと言っていたな」

「ああ。この稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かという朝廷の役人に連れられてこの地を訪れた」

「お前たちが毒どく針ばり俱く舎しや奈なの手先ではないという保証はあるか？」

「保証などない。だがこれは俺が誰にも属さないことの証明でもある」

　そう言って彩さい紀きは掌てのひらに浮かび上がる〝五ご彩さいの導しるべ〟を示した。

　人々が驚きの声をあげた。

「噓うそだろ……」「いや本当だ」「俺はあいつに吹っ飛ばされたんだ」「尋常でない煉れん氣きが感じられる」「あれが彩さい皇こう」──無理もないことだろう。五ご彩さいの導しるべなど普通は一生かかっても見られるものではない。神かみ津つ彩さい紀きという男は本来は人から崇あがめ奉たてまつられるべき聖仙なのである。かがりは何な故ぜだか誇らしくなってしまった。

　坊ぼう主ずが気け圧おされたように瞬まばたいて、

「──なるほど。凪なぎの言っていたことは本当だったのか。だが話によればお前たちは毒どく針ばりと同盟を結びに来たのであろう？　我々の敵ではないことを証明してみせろ」

「そうだな──」

　彩さい紀きは搔かい摘つまんで事情を説明した。

　榮えい凜りん島とうのこと。彩さい皇こう・大だい黒こく天てんに狙われていること。彼らに対抗するために仲間を集めていること、毒どく針ばり俱く舎しや奈なと同盟を結んだこと──しかし何な故ぜか閉じ込められてしまい、しかも盈えい水すい院いんの虚こ無む僧そうどもにいきなり襲われたこと。

　目の前の坊ぼう主ずは黙って聞いていた。聞き終えると「うむ」と頷うなずいて、

「完全に政治的な目的で盈えい水すい院いんを訪れたというわけか。毒どく針ばり俱く舎しや奈なに対して個人的なつながりがあるというわけでもないのだな？」

「そうだ。こうなってしまっては同盟も何もないからな」

　凪なぎが彩さい紀きの腕に手を添えて、

「この方は私たちの味方です。此し童どう久ひさ也なりから受けた傷を治療していただきました。それに──私のことを、外に連れていってくれると仰おつしやったのです。これほど慈悲に溢あふれた彩さい皇こう様が大だい僧そう正じようのような心を持っているはずがありません」

　かがりはジロリと彩さい紀きを睨にらんだ。いつそんな話をしたんだ？──目で訴えかけてみるが、本人は視線を逸そらして澄ました顔をしていた。後で問とい質ただしておく必要があるだろう。

「なるほどな。つまり彭ほう寿じゆ星せい殿と俺たちの利害は一致しているというわけか。何が何でも毒どく針ばり俱く舎しや奈なを打ち倒して盈えい水すい院いんの外に出たい──そういうことで構わないんだな？」

「そうだな。大方は合っている」

　坊ぼう主ずはにやりと笑って言った。

「俺は浩こう雪せつという。白しろ坊ぼう主ずの寇こう魔まだ。世界に九人しかいない彩さい皇こう様が味方になってくださるとは心強い。一緒に毒どく針ばりの罠わなを破壊しようではないか」




　浩こう雪せつは盈えい水すい院いんに来て百年になるという。

　三十手前といった風貌なのに驚きである。しかしよく考えてみれば彩さい紀きなどは千年以上生きているのだから些さ細さいな問題なのかもしれなかった。

「俺がここを訪れたのは単に道に迷ったからだ。当時は根無し草の旅人を気取っていてな。神しん州しゆうを練り歩いて不可思議な現象を記録して回っていたんだ」

　浩こう雪せつによれば神しん州しゆうには人の意志に基礎づけられた様々な怪異現象が存在するという。

　一年中彼岸花が咲いている冥界の入り口。時間の流れが逆方向の隠れ里。水死体を崇あがめる奇妙な風習の漁村。太陽を食くらう烏からすが住む山。死後の世界につながる古道。海の底にひっそりとたたずむ竜宮城──浩こう雪せつはこれらを総称して〝桃源郷〟と呼んでいた。

　彩さい紀きに言わせれば「全部ＯＬＩ因子の仕業」なのだろうが、なかなか浪漫ろまんのある話だなとかがりは思う。

「──で、あるとき東のほうに宙に浮く島があるって話を聞いたもんだから、どんなものかと思って見に行こうとしたんだ」

　かがりはびくりとした。それはおそらく榮えい凜りん島とうのことだろう。

「だが道中で迷子になっちまった。あの頃は甲か斐いのあたりで戦乱があってな。それに巻き込まれて野山を駆けずり回って、何度も死にそうになって、そうして盈えい水すい院いんに辿たどり着ついた」

「入ってしまったというわけか」

「入ってしまったのだ。入るときは何でもなかった。衛兵の坊ぼう主ずどもは不ぶ愛あい想そうだったが拒む素振りは一切なかったしな。これで助かった──最初はそう思ったわけだが結果的には大間違いだった。あなたもご存じだろうがこの寺は牢ろう獄ごくだよ。出ることもできねえし大僧正の振りまく快楽で飼い殺しにされてしまう」

「大だい僧そう正じようとはいったい何なのだ？　飄ひよう々ひようとしていて正体がまったく摑つかめんぞ」

　稲いな名な田だがぷんぷん怒りながら言った。この娘は同盟がおじゃんになったことを不満に思っているらしい。曰いわく「帝みかどから折せつ檻かんを受けるのだ」。

　浩こう雪せつは難しそうな顔をした。

「正体など俺にもわかるわけがなかろう。やつは週に一度、境内に姿を現して神しん氣きをばらまいていく。あの儀式自体は百年前から変わらずに続けられている。変わったのは怪かい仏ぶつだ。百年前は年老いた男が大だい僧そう正じようをやっていたはずなのだが」

「それは俱く舎しや奈なの祖父とか曽祖父なんじゃないのか」

「いやまあ、冷静に考えればそうだな。だが彭ほう寿じゆ星せい殿、俺にはよくわからぬことがある。大僧正は百年前から彩さい皇こうだった。そして今日に至るまで三回ほど代替わりをした。だがどいつもこいつも彩さい氣きを操る五ご彩さいの覇は者しやだった。なあ、彩さい皇こうの地位とは継承されていくものなのか？」

　前に彩さい紀きは言っていた。天性とは親から子へ分裂して引き継がれるものであると。

　しかし彩さい皇こうとはいつの時代においても九人しか存在できぬものだという。天子の天性までもが受け継がれていくものだとしたら世の中はとんでもない連中でいっぱいになっていることだろう。

「──通常はできないな。特殊な方法を用いない限り」

「特殊な方法とは何だ」

「わからん。だがこの世は何でもアリの桃源郷だ。やろうと思えばできないこともないのかもしれないな」

　浩こう雪せつは「そうか」と言って腕を組んだ。

「とにかく俺たち仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんは毒どく針ばりの支配を快く思っていない。しかし一向に殺すことができぬ。昨日のように何度か奇襲を試みたことがあるのだが、何をやっても俺の刃やいばは通じない。まるでこの世の法則が根底から書き換えられているかのような……」

「書き換えられているんだよ。彩さい皇こうとはそういうものだ」

　彩さい紀きは淡々と言った。

「彩術とは集合文化意識が作り出す常識に穴を穿うがつものだ。上う手まく使用すれば〝モノは下に落ちる〟という不変の真理──らしきもの──さえ変えることもできる」

「彭ほう寿じゆ星せい殿にも同じようなことができるというのか」

「不可能ではない。彩術を駆使すれば盈えい水すい院いんのような異世界を作り上げることは俺にだってできるだろう」

　人々が畏敬の眼まな差ざしを彩さい紀きに向けた。

　法ほ螺ら吹ふきの可能性だって十分にあるはずだが──掌てのひらの〝五ご彩さいの導しるべ〟が彼らに疑いの心を持つことを阻はばんでいる。

「……なるほどな。だがあなたは虚こ無む僧そうひとりにも手て古こ摺ずっていたようだが」

「相手も彩さい皇こうだからな。様子見をしておくに越したことはない」

　彩さい紀きは浩こう雪せつの姿をじいっと眺め、

「俺はこれから俱く舎しや奈なを仕留める」

　再びどよめきがあがった。浩こう雪せつが苦笑いをする。

「できるのか」

「できるさ。だから情報をくれ。──今日の騒乱はどういう理屈なんだ？　殺せつ生しよう日にちとはいつもあんな感じなのか？」

「あんな感じのわけがなかろう。あの尼はついに本性を現しやがったのだ。もともと〝破は五ご戒かい〟とは十年ほど前から始まった噴飯モノの儀式のことだ。人を殺したり人から盗んだり。こんなことを強制されれば憎しみが増幅していくのは自明の理だった。盈えい水すい院いんは鏖おう氣きに満ちているんだよ」

「それはたしか此し童どう久ひさ也なりが来てからという話ではなかったか」

「ああ。あの僧そう都ずが何事かを吹き込んだことは間違いない。しかし実際に実行しているのは大だい僧そう正じようなのだ。ならば諸悪の責任はすべてあの尼に帰す。──そして今月の殺せつ生しよう日にちはおかしい。〝傷や死がなかったことになる〟というルールが消えている。毒どく針ばりの信者どもがいくら死のうと構わんが、こういう邪悪なことをする愚か者を許しておくわけにはいかない」

「何な故ぜ俱く舎しや奈なはこんなことをしたと思う？」

「だから本性を現したのだろうよ。やつは衆しゆ生じようを救済する仏ではなく衆しゆ生じようを虐しいたげる邪神に他ならないのだ。これ以上野放しにしておくわけにはいかん」

　浩こう雪せつの瞳には怒りの炎が宿っている。口では「信者のことなどどうでもいい」と言っているが、もともと正義感の強い性格なのだろう。

　彼に呼応するかのようにして仏滅魔教団の人間たちが──半分以上は寇こう魔まだが──叫び声をあげた。この場にいる誰もが毒どく針ばりのことを恨んでいるのだ。

「──ねえ彩さい紀き、やっぱり毒どく針ばりは倒すべきなのよ」

「そうだな。だが事情がよく見えてこない」

　かがりはムカムカとするものを感じた。

　こいつは妙に毒どく針ばり俱く舎しや奈なの肩を持ちたがる。いったい何がそうさせるのか。あいつの容姿が可か愛わいいから？　ありそうだった。こいつは本能に忠実すぎる無欲ならざる仙人なのだ。しっかり見張っておかないといけない。

「彩さい紀き。毒どく針ばりは阿あ呆ほうよ。こんな馬鹿げた世界を容認してるんだもの」

「確かに阿あ呆ほうだな。しかしこれは──」

「しかしもお菓子もないっ！　上では殺し合いが行われてるのよ!?」

　地上からは人の叫び声が聞こえてくる。

　未いまだに血で血を洗うような闘争が続いているのだった。

　こんな世界は壊してしまう必要がある。毒どく針ばり俱く舎しや奈なが何を思って盈えい水すい院いんを創り上げたのか知らないが、こんなのは間違っていると思うのだ。

　そのとき、誰かが階段を下りてくる気配があった。

　場に緊張が走る。しかし浩こう雪せつが「慌てるな」と部下たちを窘たしなめた。

「偵察に向かわせた者が帰ってきたのだろう」

「偵察？」

「ああ。鎌かま鼬いたちの重じゆう幸こうという者に任せている。やつならば人間に見つかってもむざむざ殺されたりはしないだろうからな。──おい重じゆう幸こう、外の様子はどうだった？」

　その場の全員がまったく何気ない気持ちでいたはずである。

　だが突如として異変が起きた。

　階段の上から──ころころと何かが転がってきた。

　床の上を滑ってかがりの足元で停止する。血液が糸を引いて階段や床を汚している。かがりは恐る恐るそれを凝視した。

　人間の生首だった。

「じ、重じゆう幸こう……！」

　誰かが叫かけたそのとき、

「彩さい紀き。こんなところにいたのね」

　地上から下りてくる少女がいた。

　かがりは歯は軋ぎしりをして彼女の姿を睥へい睨げいした。袖を切り落としたような派手な法ほう衣え。大おお袈げ裟さすぎる巨大な袈け裟さ。そして初めて会ったときと変わらぬ友好的な笑顔を浮かべている。まとう気配だって変わっていない。しかしかがりは気づいていた。

　あの女からは血のにおいがするのだ。禍まが々まがしい血のにおいが。

「ふむ。ここが仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんの根ね城じろですか。よき鏖おう氣きが充満しているようだ」

　毒どく針ばりの後ろには背の高い坊ぼう主ず──此し童どう久ひさ也なりの姿もあった。凪なぎが青ざめて彩さい紀きの背後に身を隠した。彼はまるで値踏みでもするかのように室内を見渡している。

　浩こう雪せつが怒りをあらわにして一歩前に出た。

「貴様──よくも重じゆう幸こうを」

　ぱちん、と毒どく針ばりが指を弾はじいた。たったそれだけのことだった。世界の法則が書き換わる音がした。今にも毒どく針ばりに飛び掛からんとしていた仏滅魔教団の人間たちは空気に押し潰されるようにして地に伏してしまった──いや彼らだけではなかった。

「──ぐ、？」

　かがりの身体からだにもすさまじい重圧がのしかかった。

　耐えることは不可能だった。気づけば周りの人間たちのように床に倒れていた。力を入れても動かない。身体からだが震えるだけでどうしようもない。かがりは途方もない悔しさを感じながら毒どく針ばり俱く舎しや奈なのほうを睨にらんだ。彼女はにこやかに笑って彩さい紀きのほうへと近づいていく。

　──《仏の御ご前ぜんに人は跪ひざまずかなければならない》

　論理が切り替わっていた。毒どく針ばり俱く舎しや奈なの彩さい術じゆつだった。

「──おはよう彩さい紀き。私のほうの準備は整ったわ。一緒に行きましょう？」

「何を言っている。お前の目的はなんだ」

「ふふ。そろそろ明かしてもいいわね──」

　毒どく針ばりの指が彩さい紀きの胸に触れる。

　触れる。

　触れさせていいわけがなかった。

　あいつは彩さい紀きのことを狙っている。絶対に良からぬことを企たくらんでいるに決まっている。だってこいつは──境内に住んでいる罪のない人々を平気な顔して殺すような悪魔なのだ。

　許しておけるはずがなかった。

　意志の力が循環する。全身に妖よう氣きが回り始める。

　かがりはゆっくりと立ち上がった。

　刀の柄つかに手をかける。〝刀剣は人を斬るものではない〟という法則がいつの間にか消えていた。おそらく一度に複数の新しい法則を作ることは不可能なのだ。

　かがりは自己の認識を研ぎ澄ませる。

　──《仏の御ご前ぜんに人は跪ひざまずかなければならない》

　仏とは人に救済を与えるものだ。ならば悪事ばかりを働く毒どく針ばり俱く舎しや奈なが仏であるはずがなかった。跪ひざまずく必要などないに決まっていた。この法則は欠陥品なのだ。

「──やあああああっ!!」

　毒どく針ばりが少し驚いたように目を丸くした。

　刀身に炎が宿った。かがりは身を低くしながら駆け出した。火の粉こを振りまきながら力いっぱい刀を横方向に振り抜き──しかし刃やいばがやつの首をとらえることはなかった。

　横合いから割り込んできた此し童どうの錫しやく杖じようがかがりの一撃を止めていたのだ。

「大だい僧そう正じように逆らうでないぞ寇こう魔まよ」

　目にもとまらぬ突きが繰り出された。避よけることはできなかった。予想されうる激痛に耐えるべくかがりはぐっと歯を食いしばった。しかし痛みは訪れなかった。此し童どうの錫しやく杖じようは彩さい紀きが手づかみすることによって動きを封じられていたのだ。

「かがりには手を出すな。出せばお前の腕ごとへし折るぞ」

「こやつは大だい僧そう正じように手をあげようとした。見逃すわけには──」

「いいのよ此し童どう」

　毒どく針ばりが手を振って此し童どうを制止した。

　そうして自身に満みち溢あふれたような表情でかがりを見下ろしてくる。

「ねえ狐きつね。あんたは神かみ津つ彩さい紀きの何なの？　どうしてこの人につきまとっているの？」

「はあ？　それは──私がこいつの主人だからよ」

「ぷっ」と毒どく針ばりが噴き出した。「あはははは！　笑っちゃうわね──よくもそんなことが言えるわ。彩さい皇こうとは誰にも従わない至高の存在。お前のような狐きつねには不釣り合いなのよ」

「なっ……」
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　そういうことを言われたのは初めてだった。

　しかしそれはかがりが薄々自覚していたことでもあった。

　知れば知るほど彩さい紀きはすごい。自分のような何の変哲もない妖よう狐こが独り占めしていいような存在ではないのかもしれなかった。

　でも。それでも──

「不釣り合いだからって何なのよ。そんなこと言ったらあんただってそうでしょ。あんたが彩さい紀きを自分のものにしたいのはわかる──でも出会ってたった二日か三日でしょ。あんたとは年月の重みが違うのよ」

「ふん、お前みたいなやつと争う気にもなれないわ。私がこの人と出会ったのは千年前。神かみ代よの世界でのことよ」

「え──？」

　かがりと彩さい紀きの声が重なった。

「あんたは祭さい火かさんの子孫なんだってね。まったく似てなくてびっくりしちゃったわ」

　嫌な予感がじわじわと広がっていく。

　祭さい火か。それは初代熾し天てん之の巫み女この名前だ。それを知っているということは、本当に、この少女は、かがりの知らないところで彩さい紀きと出会っていて、

「見せてあげる。神かみ代よの世界を」

　毒どく針ばりはゆっくりと手を近づけてきた。

　細い指の先端がかがりのおでこに触れた。

　その瞬間、仏の光が視界いっぱいに広がっていった。




　それは見たこともない異世界の風景だった。

　高い建築物が延々と並んでいる。舗装された道の上をよくわからない鉄製の物体が──命めい融ゆう神社の古文書で見た〝自動車〟が縦横無尽に走り回っている。

　歩道を歩く神かみ津つ彩さい紀きの姿を見つけた。

　その隣にいるのは黒髪の少女。顔に見覚えはなかった。しかしすぐに気がついた。あれは怪かい仏ぶつ・毒どく針ばり俱く舎しや奈なに違いない。雰囲気やにおいがそっくりなのだ。

「──札さつ幌ぽろはまだ平和ですね。ふつうに街が生きています」

「ここもいつまでもつかわからん。道東のほうでは馬鹿どもが大暴れしているからな──明日になったらまた戦いだ」

「もう！　思い出させないでください。せっかくの休暇なんですから」

　話し声まで聞こえてきた。二人の関係はよくわからない。しかし気安く言葉を交わしている様子がかがりの心をこれ以上ないほどにかき乱した。

　毒どく針ばりがにこりと笑って彩さい紀きの持っている紙袋を見下ろした。

「よかったですね。お誕生日プレゼントが買えて」

「まあな」

「『まあな』って何ですか。私のアドバイスがなければ祭さい火かさんに嫌われてましたよ？　そこんところどうお考えなんですか？」

「祭さい火かは何をもらっても嬉うれしいと言っていた」

「でもさすがに『薬草セット』はないでしょう。私だったらちょっと不満ですよ。まあ確かに神かみ津つ隊長からもらえるなら嬉うれしいですけど……」

「冷静に考えたらそうだな。少々配慮が欠けていた。お前に選んでもらえてよかったよ」

　まるで異世界の言語を聞いてるかのような気分。自分は何を見せられているのだろう。

「──ところでよかったのか？　付き合ってもらっておいてなんだが、せっかくの休暇を上司と一緒に過ごすなんて」

「いいんですよ。私が好きでやってるんですから」

「そういうもんか？　俺だったら課長と買い物なんざ死んでも嫌だが……」

　毒どく針ばりは「わかってないなあ」といった様子で頰を膨らませ、

「私は神かみ津つ隊長と一緒にいたいんです。あなたは最強ですけれどそそっかしいところがありますから。私がついていないと心配なんですよ」

「……お前、変わったよな」

「はい？」

「出会ったときよりも明るくなった。こんな糞くそったれなご時世なのに」

「それは……神かみ津つ隊長のおかげですよ」

　彼女は右手を頰に添えて俯うつむいた。手首から先がない。戦いで失われてしまったのだろうか。

「神かみ津つ隊長は私のことを救ってくれました。寇こう魔まの襲撃から助けてもらっただけではありません──このひどい時代ではじめて人の優しさに触れたような気がしました。あなたのせいで私の世界は変わってしまったんですよ」

「そうか。俺は大したことをしていないのだが」

「あなたの空気は優しいんです。だから人がついていくのでしょう」

「はあ。──まあ、ならば部下たちの期待に応えてやらないといけないな」

　そう言って彩さい紀きは仙術で紙袋を取り出した。〝妹〟への贈り物とはべつのものだ。それをぶっきらぼうに毒どく針ばりの胸に押し付けながら、

「今日は付き合ってくれてありがとう。これはお礼だ」

「え……？」

「こっそり買っておいたんだ。受け取ってくれ」

「あ、ありがとうございます……」

　毒どく針ばりがおそるおそるといった手つきで袋を開けた。中から出てきたのは──

「──仏像フィギュア!?　薬やく師し如によ来らい坐ざ像ぞう!?　しかも金こん色じき仕様の限定品!!」

「こういうの好きかと思って」

「べつに嫌いじゃないけど好きでもないですっ！　女の子に贈るものじゃないですよ絶対！　やっぱり神かみ津つ隊長はセンス最悪ですね──ああ私がついてきて心底よかった！」

「最悪？　最悪なのか……？　そうなのか……」

「ご、ごめんなさい！　最悪は言い過ぎました！　本当に嬉うれしいです。神かみ津つ隊長にプレゼントをもらえるなんて感激です。一生大事にします！」

「うむ。そうしてくれると嬉うれしい──」

　──光の中の二人は本当に仲睦むつまじそうだった。

　かがりは胸の奥が痛くなるのを感じた。

　神かみ津つ彩さい紀きは千年前の人間だ。

　かがりは千年前のことなど何も知らない。どうしても乗り越えられぬ壁がそこにあった。天性の影響によってかがりは神かみ津つ彩さい紀きの主人ということになっているが、そんなよくわからぬ論理で紐ひもづけられただけの関係に意味があるのだろうか。よく考えてみよう──彩さい紀きと一緒に過ごした時間など半年にも満たない。この映像の中にいる毒どく針ばり俱く舎しや奈なには及ばない。彼女は千年も前から彩さい紀きのことを知っていたのだから、




「──どう？」

　気づけば仏の光は消えていた。毒どく針ばりが見せた光景はほんの一瞬だったが途と轍てつもない破壊力を秘めていた。かがりは呆ぼう然ぜんとして怪かい仏ぶつの姿を見上げる。

「こんなものは一端にすぎない。私は彩さい紀きと一緒に平和な日常を過ごし過激な戦場を潜くぐり抜ぬけてきた。お前の入り込む余地なんてないのよ」

「そ、そんなことないでしょ……」

「そんなことないことはないわ。私は彩さい紀きの願いを叶かなえるために生きてきた。千年の月日が流れ──そうしてようやくこのときがやってきた。お前が死のうが生きようが関係ないけれど、これ以上彩さい紀きにちょっかいを出すのはやめてくれる？」

「…………、」

「──なるほどな」

　彩さい紀きが納得したように頷うなずいていた。

「お前が俺にひっついてくる理由がわかった。俺たちは知り合いだったんだな」

「知り合いなんてもんじゃないわ。詳しいことはゆっくり説明してあげる。──本殿のほうへ行きましょう？　ここだとかび臭くて仕方がないわ」

　俱く舎しや奈なが彩さい紀きの手を引いて去っていく。彩さい紀きは抵抗をしなかった。

　──《神かみ津つ彩さい紀きは毒どく針ばり俱く舎しや奈なに従わなければならない》

　強制的に法則が切り替わる。脳裏に過よぎった仏の声を聴いてかがりは瞠どう目もくした。

　これでは何でもアリではないか。勝てるわけがない。彩さい紀きは張りつけたような無表情のままゆっくりと遠ざかっていく。黙っていられるわけがなかった。

「彩さい紀き！　《止ま──」

　ぴ。

　毒どく針ばりの神しん氣きが飛んできてかがりの口を封じていた。どれだけ煉れん氣きを込めようとも言こと霊だまを発することができなくなってしまった。ならば力ずくで取り返してやろう──そう思って刀を抜くと、今度は僧そう都ずの此し童どうが巌いわおのように立ちはだかった。

「此し童どう。テロリストはなんとかしておいてね。ああ、殺すのは禁止よ」

「御意」

　錫しやく杖じようが上段から振り下ろされた。かがりは辛かろうじて刀で受け止める。鈍重な一撃により思わず身体からだの軸心を崩しそうになりながら、ふと視界の端で毒どく針ばりと彩さい紀きがこちらを顧みることもなく階段をのぼっていくのを見た。怒りと不安で頭が爆発しそうになった。

「──どけっ！　お前の相手をしている暇なんかないっ！」

「貴様の都合など知ったことではない。大人しく大だい僧そう正じようの神しん氣きに中あてられ傀かい儡らいとなってしまえばよいものを」

　強烈な突きがかがりのお腹なかに勢いよく命中した。一瞬視界が真っ白になった。踏ん張ることもできずに背後に吹っ飛んでいき、床の上を滑りながらもなんとか体勢を立て直そうとして、錫しやく杖じようの鋭利な先端が目前に迫っているのを見、

　慌てて身を捻ひねった。

　頰の皮が切り裂かれて血が飛び散った。

　激痛で神経が焼き切れそうになるのを堪えながら型も何もない横よこ薙なぎを繰り出す。煉れん氣きの火花が飛び散った。錫しやく杖じようの柄つかによって受け止められてしまったのだ──

「くたばれ生なま臭ぐさ坊ぼう主ず」

　此し童どうの背後から稲いな名な田だが襲いかかった。法則が書き換わったことにより〝仏の前では跪ひざまずかなければならない〟という制約から解き放たれたのだ。

　振り抜かれた鉄剣はしかし素手で受け止められてしまった。

「なっ──」

　稲いな名な田だの驚きよう愕がくも冷めやらぬうちに彼女の鉄剣はぱきりと真っ二つに握りつぶされてしまった。慌てて後退しようとする稲いな名な田だの顔面に拳が突き刺さった。小さな身体からだはいとも容易たやすく弾はじき飛とばされて壁に叩たたきつけられてしまう。それきり稲いな名な田だはぴくりとも動かない──かがりは腸はらわたが煮えくり返るのを感じながら此し童どうを睨にらみつけた。

「……許さない。お前も毒どく針ばりも私が叩たたき斬ってやる」

「それはこちらの台詞せりふだ」

　此し童どうは吐き捨てるように言った。

　そのとき、ようやく法則を打ち破った浩こう雪せつが刀を構えて突進してきた。その瞳に宿るのは明確な殺意である。長きにわたり盈えい水すい院いんを苦しめてきた悪漢に対する憎ぞう悪おを滾たぎらせながら浩こう雪せつは叫び声をあげ──しかし此し童どうの放った神速の蹴りが顔面に突き刺さってその場に倒れ込む。

「き、さま……！、」

　──《衆しゆ生じようは仏法僧に跪ひざまずかなければならない》

　法則がまたしても切り替わった。かがりも浩こう雪せつもなすすべもなくその場に蹲うずくまってしまう。仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんの他の連中も呻うめき声をあげながら床に伏していた。

「此し童どう久ひさ也なり……！　人々に苦しみを与えて何が楽しいのか！」

「大だい僧そう正じようは苦しみではなく快楽を与えているではないか。貴様らも大人しくしていれば四苦八苦せずに済んだものを」

「ほざけ。貴様──〝破は五ご戒かい〟によって鏖おう氣きを集めているな？」

　此し童どうの顔色が少し変わったように思えた。

「五戒を破れば必ず憎しみが発生する。殺人や強盗が発生するわけだからな。そしてその憎しみは鏖おう氣きに変換されて貴様に収束していくのだ。それほど邪悪な煉れん氣きを持っている者は見たこともない」

「黙れ」

　此し童どうが錫しやく杖じようの先端を浩こう雪せつの腕に突き刺した。苦痛の絶叫があがる。「やめろ」「浩こう雪せつに触れるな！」──仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんの制止などお構いなしだった。此し童どうはぶすりと錫しやく杖じようを抜くと、渾こん身しんの力を込めて蹲うずくまる浩こう雪せつの頰を蹴り飛ばした。

　それ以降、浩こう雪せつはぐったりとしたまま動かなくなってしまった。

　此し童どうがゆっくりと周囲を見渡す。その視線が部屋の隅に蹲うずくまる少女──凪なぎに向けられた。

「反逆者どもが。貴様らは見逃されていたことにも気づかなかったのか」

「し、此し童どう様。どういうことですか……」

「彩さい皇こうの力をもってすれば仏滅魔教団など容易たやすく壊滅させることができる。そうしなかったのは鏖おう氣きを集めるのに役立つからだ。争いの火種は残しておかなければならない──そうすることによって俺のもとに煉れん氣きが集まってくる。だから安心したまえ。貴様らは死ぬまで飼い殺しにしてやろうではないか」

「あんたら、何が目的なのよ！」

「仏による楽らく土どを創り上げること。それだけだ。──ついて来い」

「いたっ、やめてよ……！」

　此し童どうはかがりの髪をつかんだ。あまりの痛みに思わず顔をしかめる。そのままずるずると引っ張って階段をのぼっていく。無理矢理に地上まで連れ出されてしまった。

　太陽の光が眩まぶしかった。そして──そこに広がっていたのは地獄の光景である。

　未いまだに人間たちは殺し合っていた。そこかしこに負傷した者が蹲うずくまっている。血のにおいが充満している。誰かの鳴き声が聞こえる。家屋の燃えるにおいがする。

　──《人々は生を求めて殺し合わなければならない》

「こんなことをして……いったい何になるの」

「狐きつねよ。貴様はこの世がいかなるものであると知る？」

　質問が唐突すぎてすぐに答えることはできなかった。此し童どうは錫しやく杖じようを倒れ伏すかがりに向けながら言う。

「仏の論理においてこの世は苦痛に満ちた世界。衆しゆ生じようは悟らぬ限り輪りん廻ね転てん生しようを繰り返して永遠に苦しみを味わい続ける。しかし苦しみの中でしか手に入らぬ幸福はあるのだ。あのお方が目指しているのはそういうものなのだよ。だから悟らぬように悪行を働くのだ」

「頭おかしいんじゃないの……」

「盈えい水すい院いんはいずれ完璧な楽園となるだろう。──まあそれとは別に、個人的な恨みが貴様にはある」

「私はあんたと会ったこともないわ」

「その通りだ。だが俺の知り合いが世話になったようだな」

　身体からだが動かない。強固な法則がかがりを縛りつけている。

　此し童どうは袈け裟さを翻ひるがえしながらこう言った。

「俺は七しち凶きよう神じんが一ひと柱はしら・身しん命みよう献けん仏ぶつの布ほ袋てい尊そん。同胞の宇うヶが原はら惟ゆ依えと南なん条じよう星せい継けいは相次いで彭ほう寿じゆ星せいと熾し天てん寺じかがりに破られた。大だい黒こくのやつはこれを許さぬつもりらしい」

　信じられない事実を聞かされた気がした。

「し、七しち凶きよう神じん？　なんで」

「とはいえ薩さつ魔ま峰ほう天てん岳がくの総意は大だい黒こくの一存によって決められるものではない。この場にいるのは大だい黒こく天てんではなく布ほ袋てい尊そんであるからして目の前の小娘をどうするかは俺の裁量に委ねられているのだ。そして大だい僧そう正じようより仰おおせつかったことがある──『狐きつねは殺すな』」

　なぜ七しち凶きよう神じんが毒どく針ばり俱く舎しや奈なに仕えているのか。こいつの目的はいったい何なのか。

　謎だらけだった。

　此し童どうがいきなりかがりのお腹なかに蹴りを入れた。あまりの衝撃に目を白黒させてその場にうずくまる。反撃しなくては──そう思ったが未いまだに身体からだが動かない。

　錫しやく杖じようの先端が這はいつくばるかがりの腕に突き刺さった。激痛が脳髄を揺さぶる。皮膚の下の肉まで裂けて血がだくだくと溢あふれてくる。かがりは涙に目を濡ぬらしながら此し童どうを見上げた。

　やつは無表情でこんなことをのたまった。

「謝れ。謝ったら攻撃だけは止めてやろう」

「な、何よそれ……意味がわからない、」

　げふっと肺から空気が漏れた。錫しやく杖じようの柄つかで背中をぶっ叩たたかれたのである。

　かがりは死に物狂いで刀を握り直す。しかし振ることができない。毒どく針ばりの彩さい術じゆつによって〝僧侶の前では跪ひざまずかなければならない〟ことになっているからだ。

「これはケジメだ。弁べん財ざい天てんや寿じゆ老ろう人じんを殺したことに関して謝罪をしたまえ」

「謝罪なんかするか！　あいつらは榮えい凜りん島とうをぼろぼろにしたのよ！」

　錫しやく杖じようが振り下ろされる。激痛が走る。骨が折れたのかもしれない。

「その通りだな。貴様の気持ちはよくわかる。俺としても謝罪されたところで嬉うれしくともなんともない。だが──圧倒的な敗北は感情を大きく負の方向に揺さぶられる。揺さぶられれば鏖おう氣きがあふれ出る。盈えい水すい院いんのために謝りたまえ。さあ。さあ謝れ。さあ」

　幾度も無慈悲な責め苦が続いた。

　心が折れることは決してない。

　しかし身体からだの限界が訪れるのは時間の問題だった。このまま叩たたかれ続ければいずれ死に至るだろう。こんなところで死ぬわけにはいかなかった。

　背に腹は代えられなかった。

　かがりは泣きながら「ごめんなさい」と呟つぶやいた。

　此し童どうは満足そうに笑った。

　身体からだの底から湧き出た憎しみが此し童どうのほうへと吸い寄せられていく。ようやく理解した。この男は人の憎しみや絶望を食らって生きているのだ。だから毒どく針ばりに対して破は五ご戒かいの儀式を行うように進言したのだろう。

「馳ち走そうご苦労。よき怨おん憎ぞうだ」

　此し童どうは錫しやく杖じようをしゃんしゃん鳴らしながら去っていった。

　残されたかがりは地面に這はいつくばったまま動けない。

　身体からだが痛い。途方もなく痛い。だけど──絶対に許してなるものかと思った。

　盈えい水すい院いんは破壊しなければならない。

　此し童どうも毒どく針ばりもこの手で葬ほうむってやらねば気が済まない。











五章／一いつ切さい衆しゆ生じよう悉しつ有う仏ぶつ性しようの趨すう勢せい






　俱く舎しやとは梵ぼん語ごで〝箱〟の意味だ。

　空っぽの箱。

　確かに俱く舎しや奈なの身体からだは箱に過ぎないのかもしれなかった。




　神かみ代よの世界は寇こう魔まによって滅ぼされてしまった。度重なる戦闘によって重傷を負った俱く舎しや奈なは今いま際わの際きわに神かみ津つ彩さい紀きと再会を果たして治療を受けた。

　しかし助かりはしなかった。

　今ほど祈き禱とう論理が普及していなかった時代である。神かみ津つ彩さい紀きがどれだけ優れた術を持っていても爆破された心臓を元通りにすることなど到底不可能なのだった。

　かくして毒どく針ばり俱く舎しや奈なは死を迎えた。

　しかしここで奇跡が起こる。

　俱く舎しや奈なは祈った。

　次に生まれたときは神かみ津つ隊長と平和に暮らせますように──と。

　戦火の中、俱く舎しや奈なの心を支えてくれたのはあの仙人だった。つらいときも悲しいときもそばにいてくれた。戦いの苦しみに耐えかねて涙を流していたときは「ゆっくり休んでいろ」と言って慰めてくれた。

　あの人は隊になくてはならない存在だった。

　でも俱く舎しや奈なは知っていた。

　誰よりも悲しんでいるのは神かみ津つ彩さい紀きなのだ。

　妖怪の因子を宿した者たちだって人間である。どうして人間同士が争わなければならないのか──そんな疑問に頭を悩ませながら、しかし政府の命令なので逆らうこともできず、彼は終わりの見えない闘争に身を投じていた。

　だから俱く舎しや奈なは思った。

　この命が絶えたとしても。自分のために祈るのではなく。

　彼のために祈ろう。

　俱く舎しや奈なのために祈ってくれた彼のために祈りを捧ささげよう。




　祈りは天に届いた。

　命が尽き、次に目が覚めたとき、俱く舎しや奈なはべつの人間になっていた。

　最初は近隣の避難所に身を寄せていた男の子だったと思う。

　わけがわからなかった。しかしすぐに理解した。

　俱く舎しや奈なが宿す天性は《仏の基礎因子》。

　前世の記憶を引き継いだまま転てん生しようをしてしまったのだ。

　俱く舎しや奈な──の魂を宿した男の子──は野の良らの寇こう魔まによって呆あつ気けなく殺されてしまった。

　だが転生は何度も続いた。

　三代目は通りすがりのおじさん。四代目は生まれたばかりの赤ん坊。五代目は死にかけの老婆。六代目は自衛隊の残党の男。この頃にはすでに日本は滅びていた。

　七代目は妓ぎ楼ろうの女性。八代目はなんと河童かつぱの寇こう魔ま。

　転生というよりは〝乗り移り〟に近い現象だったのかもしれない。

　九代目は甲か斐いの豪族。《古人の深層因子・儀ぎ範はん‐武たけ田だ信しん玄げん》などというおかしな因子を宿した男だった。十代目はその武たけ田だ信しん玄げんの娘。十一代目は甲か斐い國のくにによって滅ぼされた村の浮浪者だった気がする。十二代目は草鞋わらじ虫むし。転生が上う手まくいかないと虫にすらなってしまう可能性もあるらしい。

　俱く舎しや奈なはこうして夢のような時間を旅した。

　政府が崩壊し。寇こう魔まが伸長し。西のほうで永えい楽らく朝ちようが勃興し──やがて弱肉強食の世界が幕を開ける様を、様々な人間の目を通して体験した。

　そんなことはどうでもよかった。

　これは天が俱く舎しや奈なに与えたチャンスに違いないと思った。

　──神かみ津つ隊長のための世界をつくる。それが私の使命なんだ。

　聞けば神かみ津つ彩さい紀きは寇こう魔まとの戦いに敗れて自らを封印したという。

　だが死んだわけではない。

　いつか会えるのだ。

　ならば彼が復活したときのために楽園を創っておいてあげようではないか。

　そうして彼と一緒に争いを忘れて平和に暮らすのだ。

　彼もそれを望んでいるに違いない。

　──待っててね神かみ津つ隊長。




　初代俱く舎しや奈なが戦死を遂げてから五十年ほどが経たった頃。

　俱く舎しや奈なは甲か斐いの山奥に寺院を開いた。

　このときはいかにも徳の高そうな老人の姿をしていたはずである。

『格安で怪け我がを治療してくれる高僧がいる』──そういう噂うわさを流してやるとすぐに人は集まってきた。

　実際に俱く舎しや奈なは人々の傷や病を治していった。

　俱く舎しや奈なはもともと衛生兵だった。加か持じ祈き禱とうによって傷を治すのには慣れていた。

　評判は甲か斐い國のくにを中心として広がっていった。人はどんどん増えていった。

　じきに彼らは寺の前に定住して街を作り始める。

「毒どく針ばり様。傷を診てくれぬか」

「毒どく針ばり様。功く徳どくを」

「毒どく針ばり様。我々を匿かくまってくだされ。東のほうは戦でひどい有あり様さまじゃ」

「毒どく針ばり様。貴方あなたの徳を頼りに伺いました。是非弟子入りをさせてくだされ」

　僧侶の加か持じ祈き禱とうを頼って訪れた者ばかりではなかった。

　こうして寺を開いてから百年が経たつ頃にはそれなりの人口を誇るようになっていった。

　来る者を拒むつもりはなかった。

　この頃はまだ去る者に対しても寛容だった。

　百五十年が過ぎた頃に寺の名前を〝盈えい水すい院いん〟に定めたことを覚えている。

　盈えい々えい一いつ水すいという四字熟語からとったのだ。どれだけ想おもっていても会うことが叶かなわない悲しみを表現した名称。少し自虐的な感じもしたけれど俱く舎しや奈なは気に入っていた。

　この地を神かみ津つ彩さい紀きのための楽園にしよう。

　そう考えていた。




　俱く舎しや奈なが人を集めた理由は〝転てん生しよう先さきを探すため〟だった。

　霊術【転てん生しよう】──何のひねりもない術名だが──は特定の人間や寇こう魔まを対象にして実施することができる。俱く舎しや奈なは己の魂が入った器のことを〝箱〟と呼んでいた。

　人は強く美しいものに惹ひかれて信仰を捧ささげる。

　ゆえに箱は頑強で眉び目もく秀しゆう麗れいであるのが望ましかった。

　男でも女でも構わない。俱く舎しや奈なが仏としての力を最大限に発揮できることが重要だった。

　そうしてあるとき、俱く舎しや奈なは最高の箱を見つけた。

「──お会いできて光栄です毒どく針ばり殿。それにしても盈えい水すい院いんの繁栄ぶりはすさまじいですな」

　名前など憶おぼえていない。しかし一目で実力者だとわかった。

　彼の首筋には《天子の特殊因子》保持者である証あかし──〝五ご彩さいの導しるべ〟が浮かび上がっていたのだ。

　山伏のような恰かつ好こうをした男だった。修しゆ験げん道どうに関する因子を宿していたのかもしれない。だが相手の種族の詳細などはどうでもよかった。

　俱く舎しや奈なは贅ぜいの限りを尽くして男を歓待した。

　男は意外にも油断の多い性格だった。美酒や豪勢な料理を振る舞ってやれば扇子を持って踊り始めるような始末。

　これを逃さぬ手はなかった。

　おりしも当時の俱く舎しや奈なは容姿端麗な妙齢の女性だった。

　しなを作って閨ねやに誘えば山伏の男は簡単に引っかかった。

　彼が夢の中へ落ちたのを見計らって霊術【転てん生しよう】を発動させた。

　抵抗はろくになかった。俱く舎しや奈なの元の身体からだは魂の抜けた死骸になり果て──泥でい酔すいしている男の肉体が新たなる〝箱〟となった。今にして思えばかくも容易たやすく彩さい皇こうを仕留められるなど異常である。あの男は死ぬために盈えい水すい院いんを訪れたのかもしれなかった。

　とにもかくにも放ほう伐ばつは相成った。

　俱く舎しや奈なに与えられたのは天地を揺るがす無尽蔵の力だった。

　禁断の果実を食べたかのような快感。

　見えている世界が一気に広がっていくような気分。

　そうして俱く舎しや奈なは天の声を聞いた。

　──《世界を変革せよ》

　俱く舎しや奈なは理解した。彩さい皇こうに与えられた使命は人を治めて地を平らげること。

　もともと天子とは天に代わって人界の政まつりごとを行う存在のことだ。

　ならば集合文化意識の思惑通りに変革してやろうではないか。

　盈えい水すい院いんをこの世の楽園に変えてやろうではないか。

　俱く舎しや奈なは隣で倒れ伏している女の死体を蹴飛ばしながら立ち上がった。

【萬ばん物ぶつの遍在】──それが俱く舎しや奈なに与えられた新しい術だった。

　彩術を使ってみた。

　それは仏教経典に説かれる〝悉しつ有う仏ぶつ性しよう〟を基礎としたものだった。

　この世に存在するあらゆるモノは成じよう仏ぶつできる素質を持っている──そういう論理を俱く舎しや奈なが指定した範囲に敷く能力。

　指定した範囲。つまり盈えい水すい院いん。

　盈えい水すい院いんにおける仏とは毒どく針ばり俱く舎しや奈なに他ならない。

　盈えい水すい院いんにいる人間は誰もが毒どく針ばり俱く舎しや奈なになれる素質、つまり仏ぶつ性しようを持つことになる。逆説的な見方をするならば毒どく針ばり俱く舎しや奈なは盈えい水すい院いんのあらゆる衆しゆ生じように遍在することができる。

　俱く舎しや奈なの常識を植え付けることができる。

　俱く舎しや奈なが「人は死なない」と祈れば盈えい水すい院いんのすべての人間が祈ったことになる。

　大きすぎる祈りはやがて常識すらも改変していく。

　新しい〝天〟を盈えい水すい院いんに作り上げていく。

　かくして楽園造営のための大作業が始まった。

　西暦にして二三〇二年のことである。




　祈りの力を強固にするためには人を逃がさぬことが重要だった。

　だから俱く舎しや奈なは神しん氣きによる快楽を振りまくことにした。彼らが心から盈えい水すい院いんに定住したいと願うようにしなければならない。

　作戦は成功したといえよう。

　人々はこぞって俱く舎しや奈なのことを崇あがめ奉たてまつった。

　さすがは毒どく針ばり様だ。これほどの御ご利り益やくをもたらしてくれるとは。まさに生き仏。毒どく針ばり様がいらっしゃる限り盈えい水すい院いんは安泰だ──

　いつしか俱く舎しや奈なは〝大だい僧そう正じよう〟と呼ばれるようになった。

　人々は多額の布ふ施せを持ち寄った。盈えい水すい院いんの中央に仏を奉たてまつる本殿も造営された。俱く舎しや奈なの居城が今の形になったのは西暦二四一三年のことだった。

　一方で俱く舎しや奈なのやり方に反感を持つ者もいた。俱く舎しや奈なの神しん氣きは純粋な幸福をもたらすだけの麻薬である。人々は俱く舎しや奈ななしでは生きられぬ身体からだになっていた。これをよしとしなかった連中が徒党を組んで本殿へ押し寄せてきたのだ。

　文句を言う連中はすべて洗脳して傀かい儡らいにしてやった。

　──《大だい僧そう正じようには逆らうことができない》

　そういう常識を植えつければ簡単にことは進んだ。

　そうしてふと気づく。人の心を神しん氣きで縛ることも重要である。だが──そもそも盈えい水すい院いんから出られないというルールを作ってしまえば万事解決ではないか。

　こうして盈えい水すい院いんは牢ろう獄ごくと化した。

　俱く舎しや奈なは自らの祈りのために人間を飼う。




　季節が巡った。

　どれだけ年月が流れても神かみ津つ彩さい紀きへの思いは衰えなかった。

　俱く舎しや奈なの心を癒いやしてくれるのは人々からの信仰では断じてあり得なかった。

　神かみ津つ彩さい紀きと会える夢。

　あるいは優しい言葉をかけてくれる彼の思い出。

　自分の内側からしか湧いてこない記憶だけが俱く舎しや奈なの心を癒いやし、奮い立たせる。

　彩さい紀きが望んでいるのは争いのない平和な世界だ。そして盈えい水すい院いんはその条件を満たしつつあるといえよう。神しん氣きによって人々は幸福の極致にある。逆らう者もいない。もしいても常識改変によってどうにかしてしまえばいいのだ。

　お迎えの準備はできている。

　あとは神かみ津つ彩さい紀きの復活を待つだけ。

　幸いにも寿命ならば無限にあった。

　ただし大だい僧そう正じように相応ふさわしい〝箱〟は仏の論理に耐えうる本質を持った者だけ。適当に選んだ人間では彩さい術じゆつが上う手まく発動できないことが明らかになった。

　そこで俱く舎しや奈なは〝毒どく針ばり一族〟を作って転生を繰り返した。盈えい水すい院いんの中で徳の高い僧を選んで伴侶とする。生まれた子に生まれ変わる。さらにその子に生まれ変わる。

　かつての僧そう都ずが「おぞましい」と青ざめたのを覚えている。

　関係なかった。

　こうして俱く舎しや奈なは幾度も転てん生しようを繰り返しながら想おもい人びとを待ち続けた。

　西暦二八〇〇年前後、盈えい水すい院いんは絶頂にあった。

　人口は五万人ほど。誰もが大だい僧そう正じようからもたらされる幸福によって充実した生死をまっとうしている。争いもなければ啀いがみ合あいもない。

　神かみ津つ彩さい紀きの目指した世界がここにあった。

　──神かみ津つ隊長。来て。

　俱く舎しや奈なは祈る。

　──私の準備はできているよ。

　盈えい水すい院いんは育っていく。

　理想の世界に向かって太っていく。




　西暦三〇九〇年。問題が発生した。

　不意に転てん生しようができなくなってしまったのだ。

　四十九代目の毒どく針ばり一族は病弱な青年だった。そろそろ転てん生しようをする必要があったため次の〝箱〟に魂を移そうとした。

　しかし上う手まくいかなかった。否いな──霊術【転てん生しよう】を発動させようとした瞬間、脳内に天からのアラートが響きわたった。

　──このまま今の肉体を捨てたら成じよう仏ぶつしてしまう。

　それは予想でもなんでもない。ただの確信だった。俱く舎しや奈ながこのまま青年の身体からだを捨てた場合、俱く舎しや奈なの魂は次の転てん生しよう先さきではなく涅ね槃はんへと移ってしまうのだった。

　わけがわからなかった。

　こんな現象は初めてだった。

　盈えい水すい院いんの人々は俱く舎しや奈なの事情を知らない。相談できる者などいなかった。

　俱く舎しや奈なは焦あせった。彭ほう寿じゆ星せいが復活すると言われているのは神かみ代よの世界から千年後。

　本当にあと少しなのだ。

　本当にあと少しなのに。ここまで頑張ってきたのに。

　こんなところで野望は潰ついえてしまうのか。

　俱く舎しや奈なは祈りを捧ささげた。

　転てん生しようすることもできずに死に絶えるなどあってはならない。

　盈えい水すい院いんは仏の光に満ちていた。誰もが幸福を享受している。自分だけが救われないなど不条理もいいところではないか。

　俱く舎しや奈なは荒れた。本殿に仕える僧侶に当たり散らすこともあった。

　だが──解決策は突如として降って湧いた。

　ここはＯＬＩ因子に満たされた精神の世界である。

　生きとし生けるものの心願を、天の神様は無む下げにはしない。

「──お困りのようでございますな」

　そいつが人間ではないことは最初からわかっていた。

　此し童どう久ひさ也なり。ふらりと盈えい水すい院いんを訪れたこの男は神しん州しゆうをひとりで旅しているのだという。

　男からは邪悪なにおいがした。

　しかし状況を打破する方法を得られるなら悪魔とでも契約してやるつもりだった。

　俱く舎しや奈なは此し童どうを本殿に招き入れて話を聞いてみた。

「転てん生しようができないのは大だい僧そう正じようが悟りの智慧を手に入れたからでございます」

　それは薄々感づいていたことだった。

「盈えい水すい院いんは幸福に満ちております。そしてこの理想郷を作ったのはあなた自身。衆しゆ生じようの救済という大役を果たしたあなたは輪りん廻ね転てん生しようの輪から解き放たれて涅ね槃はんに達することができます」

「俺にはまだやることがある。どうしたらいいんだ」

「罪を犯せばよいのです」

　此し童どうの言うことは単純明快だった。

　成じよう仏ぶつしたくなければ戒律を犯せばよい。

　仏教のＯＬＩ因子を宿す者が戒律を犯せば集合文化意識から天罰が下るかもしれない。その天罰が〝成じよう仏ぶつ抑止〟という形で再さい顕げんされれば俱く舎しや奈なの目的は達成されるだろう。

　もっともわかりやすい破戒は殺人であった。

　此し童どうに連れられてきたのは盈えい水すい院いんで生まれた少女である。

　俱く舎しや奈なのことを信仰してやまない純粋な人間。

「さあ。やっておしまいなさい」

　己が信奉する大だい僧そう正じように呼び出された少女はどんな気持ちだったのだろう。俱く舎しや奈なが刀を振り上げて──それでも彼女は輝くような尊敬の眼まな差ざしをこちらに向けていた。

　人の信頼を裏切る殺せつ生しよう行為。胸が痛かった。

　しかし良心の呵か責しやくなど無視するべきだった。これまで費やしてきた労力や時間を考えれば人をひとり殺すことくらい造作もない。そう思わねばならなかった。

　刀を振り下ろす。少女は悲鳴すらあげなかった。

　真っ赤な血が飛び散った。

　飛び散った血が指に付着した。

　付着した血を舐なめてみる。

　罪の味がした。




　かくして転てん生しようは成功した。

　五十代目の〝箱〟はもとの名前を毒どく針ばり五い十そ子こといった。四十九代目の娘である。

　俱く舎しや奈なの精神は少なからず肉体に引っ張られる。五い十そ子こは潑はつ剌らつとして優しい心を持った少女だった。俱く舎しや奈なの心もそういうふうに改変されていった。

　転てん生しようが成功すると胸元に〝五ご彩さいの導しるべ〟が浮かび上がった。

　天地を統すべる覇者の証あかし。

　そして大だい僧そう正じようにとっての天地とは盈えい水すい院いんに他ならなかった。

　五い十そ子こはこうして俱く舎しや奈なになった。

　しかし人をひとり殺したくらいで九百年の徳を帳消しにすることはできなかった。次の転てん生しようも上う手まくいくという保証はどこにもなかった。

　此し童どうはこんな提案をした。

「殺すのが嫌ならば人々に戒律を破らせるのがよろしかろう。己を信じる者たちに破戒を強要するような僧そう正じようが成じよう仏ぶつできるわけもない」

　それは至上の名案のように思われた。

　俱く舎しや奈なは彩術【萬ばん物ぶつの遍在】を用いて盈えい水すい院いんに新たなルールを敷いた。

　人は五戒を破らなければならない。破らなければ曼荼羅が浮かび上がって死に至る。

　これで転てん生しようが失敗することはないはずだった。

　かくして俱く舎しや奈なの在り方が定まった。

　仏の天性を全うするため──幸福に満ちた楽園を創り上げるため──週に一度神しん氣きを振りまいて人々の信仰を集める。そして月に一度、破は五ご戒かいの儀式を開催して成仏に逆らう。天に召されることを拒否する。

　俱く舎しや奈なは人々に希望と絶望を与える支配者となった。

　これですべてが上う手まくいくはずだった。

　そうして、ついに神かみ津つ彩さい紀きが盈えい水すい院いんを訪れた。

　あとは彼に頷うなずかせるだけだった。

　──あなたのために世界を作ったの。

　──ここで一緒に永遠の時を過ごしましょう？











六章／毒どく針ばり俱く舎しや奈なの悲願






　気づいたら目の前に俱く舎しや奈ながいた。

　神かみ津つ彩さい紀きは気づく。あれだけ注意していたはずだったのに俱く舎しや奈なの常識改変に引っかかってしまったらしい。やはり彩さい術じゆつというものは一筋縄ではいかないな──そんなふうに呆あきれながら状態を確認する。

　特に攻撃を受けたわけでもない。

　場所はおそらく盈えい水すい院いん本殿の大広間。

　奥には巨大な仏像が屹きつ立りつしている。

「──と、いうわけよ」

　俱く舎しや奈ながにこりと笑って言った。

　意識を失っている間に夢を見せられていた。それは毒どく針ばり俱く舎しや奈なが歩んできた千年の歴史だった。彼女は──常人では思いつきもしないような手段で自らの世界を作り上げ、運営し、人々を操りながら悠久の時をやり過ごしてきた。

　すべてはこの瞬間のため。神かみ津つ彩さい紀きが訪れたときのため。

「なるほど。お前は……毒どく針ばり俱く舎しや奈なだったのか」

「最初からそう言っているじゃない。名前でピンと来なかったの？　それとも私のことなんて忘れちゃってた？」

「忘れてはいない。だが気づかなかった」

「やっぱり忘れていたのねっ！」俱く舎しや奈なは頰を膨らませて詰め寄ってきた。「最初に会ったときからおかしいと思ったのよ。私のことを見ても全然それらしい反応を見せないし」

「でもさ。名前が同じってだけで見た目も性格も全然違うだろ」

「魂の本質は同じでしょ！──ったく。昔っからあなたは鈍感なのよね」

「悪かったな気づかなくて」

「だから気づかせてやろうと思ったのよ。一緒にご飯食べたりデートしたりすれば思い出してくれるんじゃないかって。でも全然思い出してくれなかった。ひどいわ」

　そんなことを言われても困る。

　千年前の部下──毒どく針ばり俱く舎しや奈なはもっと地味な少女だったように思う。

《仏の基礎因子》という強力な天性を持っていたがために強制的に徴兵され、寇こう魔まとの戦いで心を病んでしまっていたところを彩さい紀きの部隊で拾った。それから付き合いが始まった。なぜかやたらと懐なついてきたため彩さい紀きも彩さい紀きで彼女のことを憎からず思っていたのだが、結局は敵の寇こう魔まに心臓を抉えぐられて死んでしまった。

　彩さい紀きは懐なつかしい思いに襲われてしまった。

　まさか千年前の人間に会えるとは思っていなかったから。

「……もう思い出したよ。お前は毒どく針ばり俱く舎しや奈な。俺の大切な部下だった」

「『だった』じゃない。あなたは今でも私の隊長なのよ」

「隊はなくなった。もう隊長じゃない」

「じゃあなんて呼べばいいの」

「好きにすればいい」

「彩さい紀き」

「ああ。俱く舎しや奈な──無事でよかった」

　俱く舎しや奈なの肩が震えた。

　無事ではないのかもしれなかった。

　彼女が歩んできた人生は想像を絶するものである。何度も悲惨な死を体験したことだろう。だが、それでも毒どく針ばり俱く舎しや奈ながこうして現世に存在していることが純粋に嬉うれしかった。たとえＯＬＩ因子によってもたらされた悲劇の結果だとしても。

　俱く舎しや奈なは感極まったように涙を浮かべて抱き着いてきた。彩さい紀きはそっと彼女の背中に腕を回してやった。言いたいことは腐るほどあった。それゆえに何を言ってやったらいいのかわからなかった。だが──言葉を交わす時間などいくらでもある。あとでゆっくり話せばいい。

　しばらくすると俱く舎しや奈ながゆっくりと身を離した。

　潤んだ視線が彩さい紀きを捉えた。

「待ってたわ。ずっと」

「お前は盈えい水すい院いんから出られないのだろう。出たら人々の洗脳が解けて論理が崩壊する。俺が自分からここを訪れなかったらどうするつもりだったんだ」

「あなたは自分からここに来たわけじゃないわ」

　言われて思い出す。彩さい紀きは稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かに連れられて盈えい水すい院いんに来たのだ。

「まさか」

「永えい楽らく朝ちようが最初に同盟を結ぼうとしたのは榮えい凜りん島とうではなく盈えい水すい院いんだった。稲いな名な田だは榮えい凜りん島とうへ行く前に盈えい水すい院いんに立ち寄っていたのよ。そこで彼女には私の仏性を少し植えつけた」

「植えつけた？　そんなことが」

「できるのよ。あの子は私の傀かい儡らい。稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かの目を通して私は色々な情報を得ることができた」

「なんだと……？」

「ふふ。意外と鈍いわね、あなた」

　彩さい紀きは内心で舌打ちをしてしまった。

　まったく気づかなかった。確かに稲いな名な田だの言動には不可解な点があったかもしれない。朝廷の使者を自称しながらたった一人で榮えい凜りん島とうを訪れたのは冷静に考えればおかしい。ろくに警戒心も見せずに盈えい水すい院いんに入りたがっていたのも思い返してみれば妙だ。「そういう変なやつなのだろう」と片づけていたのは問題だった。

　つまり、これは最初から仕組まれていたことだったのだ。

「──神かみ津つ隊長。いえ彩さい紀き。盈えい水すい院いんはいいところでしょう？」

「…………」

　俱く舎しや奈なはつかつかと歩を進めて巨大な窓を開け放った。

　夏風がふわりと舞い込んでくる。

　どうやら彩さい紀きがいる場所は本殿の最上階だったらしい。窓の向こうには広々とした境内の街並みが広がっていた。とはいっても穏やかな風景ではない。そこかしこで火事が起きている。人々の悲鳴が聞こえる。殺し合いによって生じた鏖おう氣きが充満している。俱く舎しや奈なの記憶をもとにして考えるならば、これは転てん生しようをするためには不可欠の行為なのだろう。

「外は戦乱の世界が広がっているという。でも盈えい水すい院いんで起きるのはちょっとした殺し合いだけよ。ここはまさに平和な異界──彩さい紀きのための箱庭なの」

「新しい〝天〟はできたのか」

「完成しつつある。千年をかけて醸造した新・集合文化意識は盈えい水すい院いん全域にわたって展開されているわ。あなたの願いは私の願い。そして私が願えば【萬ばん物ぶつの遍在】に応じて人々も願う。法則が切り替わる。そうすれば世界はあなたの思いのままよ」

　俱く舎しや奈なはくるりと振り返って笑みを浮かべた。

「彩さい紀き。ようやくこの時が来た。私と一緒に盈えい水すい院いんで暮らしましょう？」

　右手が差し出される。

　彼女の表情は希望に満ちていた。

　それはそうだろう──千年の思いがようやく結実しようとしているのだから。彼女が何度も転生してきたのも。盈えい水すい院いんを作ったのも。人々を救ったのも。人々を苦しめたのも。すべて神かみ津つ彩さい紀きのためだった。

　彼女に身を委ねてしまうのも一つの選択肢かもしれない。

　だが──

　──《あいつに誑たぶらかされないでね》。

　かがりの言こと霊だまが脳内に反響していた。言こと霊だまに従う必要すらなかった。彩さい紀きの心は最初から決まっているのだから。

　ゆっくりと俱く舎しや奈なのほうに近づいていく。

　彼女は期待を膨らませたような表情で見返してくる。

　心苦しかった。

「それはできない」

　え、と声が漏れた。

「お前と再会できたことは嬉うれしい──そして長い時間をかけてこれだけの法則を作り上げたことは尊敬に値する。だが俺の目的は盈えい水すい院いんで平和に暮らすことじゃないんだ」

「な、なんで……!?　ここにいれば戦う必要なんてない！　たとえ七しち凶きよう神じんが襲いかかってきても内側から閉ざしてしまえば何も問題はないの！　盈えい水すい院いんは盈えい水すい院いんで自己完結している。一つの世界なのよ。食料が不足することだってない」

「そういうことじゃないんだ。すまないが──俺はこの場所には不釣り合いだ」

「そんなことないわ！　だって盈えい水すい院いんはあなたのために作ったのよ。あなたの願いを叶かなえるためだけにこの世界はある。戦争も起きないし毎日美お味いしいものが食べられる。全裸になっても誰も咎とがめない！」

「いやそれは咎とがめろよ」

　いやいやそんなことはどうでもいい。

「俺は閉じられた世界で安寧を享受したいわけじゃない。この世界自体を変えたいんだ」

「待ってよ。千年前──あなたは『争いのない世界で暮らしていきたい』って言ってた。盈えい水すい院いんは争いのない世界よ」

「矛盾している。殺せつ生しよう日にちだの偸ちゆう盗とう日にちだのには争いが起きるだろう」

「それは仕方のないことで……」

「とにかく俺は日本そのものをどうにかしたい。内側に閉じこもるのではない。この世界は壊して作り変えるべきなんだ。たとえそれがどんなに遠い理想であっても諦めなければ実現できるのだ。そういう心を教わった」

「教わった……？　誰に」

　彩さい紀きは答えなかった。しかし俱く舎しや奈なは察したらしい。

「──あの狐きつねか」

　冷え切ったような声色だった。俱く舎しや奈なの表情に影が落ちる。虹色の煉れん氣きが収束していき【召喚】によって錫しやく杖じようが手た繰ぐり寄せられた。その先端──鋭利な刃やいばが煌きらめいている──を手で撫なでながら俱く舎しや奈なは笑う。

「稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かの目を通して視みていたから、なんとなく気づいていたわ。あなたは熾し天てん寺じかがりに毒されているのね。あんな狐きつねの言うことなんか聞かなくてもいいのに。彩さい紀きは五ご彩さいの覇者なのに。誰にも縛ることはできないのに」

「俺がここにいるのはかがりのおかげなんだ。あまり悪く言うな」

「あなたが私のもとへ来ないのも狐きつねのおかげね。──わかった。よくわかったわ」

　しゃん、と錫しやく杖じようにつけられた金属が涼やかな音を立てる。

　俱く舎しや奈なの身体からだから禍まが々まがしい神しん氣きが溢あふれ出だす。溢あふれ出でた煉れん氣きは水と化して盈えい水すい院いん本殿の床を湿らせていく。ぽつぽつと植物の芽が生え始めた。あれは──蓮はすに違いなかった。

　彩さい紀きは明確な敵意を察して一歩引いた。

「あなたの常識を改変して従わせるのは気が引ける。精神を変えてしまったら彩さい紀きはもう彩さい紀きじゃない。だから力で説得するわ」

「随分と好戦的になったな。千年前は刀も握れない子だったのに」

「時間は人を変えてしまうのよ。──でも変わらないことだってある。私の願いは千年前から変わっていない。神かみ津つ彩さい紀き、あなたと平和な時間を永遠に共有すること」

　錫しやく杖じようがこちらに向けられた。

　次の瞬間、俱く舎しや奈なは容赦なく高濃度の神しん氣きを発射してきた。





○






　どうやら気を失っていたらしい。

　死ぬほど身体からだが痛かった。しかし地面に這はいつくばっている場合じゃないのは明らかで、骨が折れていても、斬られた傷からじくじくと血がにじんでいても、何としてでも不ふ埒らちな坊ぼう主ずどもを一刀のもとに斬り伏せてやらねばならなかった。

　此し童どう久ひさ也なりの姿は見えない。

　本殿のほうへ帰ったのかもしれなかった。

　刀を杖つえにして立ち上がる。自分はいったい何をやっているのだろう。こんなわけのわからない世界に巻き込まれて──ぼろぼろにされて。彩さい紀きを奪われそうになって。

　そういえば稲いな名な田だはどうしたのだろう。

　自分ひとりでは此し童どうに勝てない。あいつがいれば勝機はあるのに──そう思って辺りをきょろきょろと見渡した直後、かがりは驚くべきものを見た。

　凪なぎが地面に座り込んでいる。

　悪い夢でも見ているかのように地面に転がっているそれを凝視している。

　路傍の吐と瀉しや物ぶつのように血が広がっている。その中に沈んでいたのは浩こう雪せつの死体だった。胸元に銀色の包丁が深々と突き刺さっていた。

「あんた、それ──」

　凪なぎが振り返った。その表情を見て一目で理解した。

　浩こう雪せつを殺したのはこの少女に違いなかった。

「あんたがやったの……？」

「……はい」

　かがりは一瞬言葉を失った。しかしすぐに凪なぎに詰め寄って、

「な──何をやってるのよ！　あんたは盈えい水すい院いんに逆らう仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんじゃなかったの!?　そんなことをしたら」

「仕方のない、ことなんです」

　凪なぎは涙をこぼしていた。仕方がないわけあるかと思った。仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんのことはよく知らないが、この正義感に溢あふれる僧侶が殺されるほど憎まれていたとは到底思えず、そこらに跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしている通り魔に刺されたと考えるほうがまだ合理的だった。

　しかし凪なぎはまさに合理的な返答をするのだった。

「殺さないと、殺さないと、」

「……浩こう雪せつに襲われたとか？」

「違います。殺さないと、……死んでしまうから」

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なの支配は絶対的だ。

　無む垢くな少女を殺人者に変えることなど容易たやすいのだろう。

　かがりは堪こらえきれずに走り出した。傷口が刺激されて血が溢あふれてくるけど痛みは少しも気にならなかった。こんな論理は間違っている。盈えい水すい院いんはぶっ壊さなければならなかった。路地裏から襲いかかってくる通り魔の一撃をかわして本殿へと突き進む。

　境内は地獄だった。誰もが自分の命が惜しくて殺し合っていた。

　少し前の榮えい凜りん島とうのような悪意に満みち溢あふれた世界などそうそうないと思っていた。だがそれは間違いだった。ちょっと島を出て歩けばすぐに地獄が転がっているではないか。

　境内には鏖おう氣きが溢あふれていた。人の悲しみの声と論理を設定する天の声が頭に響く。

　──殺したくはない。

　──《殺し合え》

　──死ぬのはいやだ。

　──《鏖おう氣きを滾たぎらせよ》

「ふざけんなああああああっ!!」

　真正面から殴りかかってきた暴漢を逆に殴り返してやった瞬間。

　すさまじい煉れん氣きがほとばしるのを感じた。

　かがりは思わず足を止めて本殿のほうを見上げる。毒どく針ばり俱く舎しや奈なの居城は見上げるほどに巨大な御殿。その最上階のあたりから身の毛もよだつような気配がする。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なの神しん氣きに他ならなかった。

「彩さい紀き……」

　かがりは理解した。

　連れ去られた彩さい紀きは怪かい仏ぶつと戦っているのだ。

　もたもたしている場合ではなかった。
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　鏖おう氣きの器が整った。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なの論理を利用すること十年。破は五ご戒かいの儀式によって蓄積された憎しみは十分なほどに膨れ上がり──そして本日の殺せつ生しよう日にちによって満杯になった。

　聖せい仙せん・彭ほう寿じゆ星せいが盈えい水すい院いんを訪れているこの時こそが運命の分かれ目だ。

　普通の神経をしていたら毒どく針ばり俱く舎しや奈なの腐った理想など受け入れられるはずもない。つまり怪かい仏ぶつと聖せい仙せんは必ず決裂する。

　そして毒どく針ばり俱く舎しや奈なは僧そう都ずのことを信頼しきっている。

　理想郷を作り上げるのに協力してくれる仲間だと本気で信じ込んでいる。

「──反へ吐どが出るな」

　此し童どうはゆっくりと本殿に足を踏み入れる。

　その手に握るのは錫しやく杖じよう。人々から集めた鏖おう氣きはすべて此し童どうに集まるように論理設定されている。それが俱く舎しや奈なに転てん生しよう回避の手段を授ける条件だったのだ。

　この力さえあれば世界を変えることも難しくはない。

　布ほ袋てい尊そんの担当は甲か斐いの怪かい仏ぶつ。十年の時を費やして敵の信頼を勝ち取った。そうしてついにこのときがやって来たのだ。

　七しち凶きよう神じんの悲願──〝彩さい皇こうの打倒〟が達成される瞬間は近かった。
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　すべてを焼き尽くす神しん氣きの衝撃波は仙界の門を開くことによって姿を消した。

　しかし一度攻撃を防がれた程度で臆する毒どく針ばり俱く舎しや奈なではなかった。

「神術・【金こん剛ごうの背光】」

　俱く舎しや奈なの背中から無数の神しん氣きの光が飛んできた。一つ一つに濃密な殺気が込められている。あまりに広範囲にばら撒まかれたため門で防ぐことは不可能だった。彩さい紀きが高速で逃げ回るのを追尾するようにして光が空間を抉えぐり取とっていく。煉れん氣きの残ざん滓しがそこら中できらきらと煌きらめき、床に穴が開き、天井にも穴が開き、牖まど硝子ガラスが割れ、仏像がハチの巣になり、目前まで迫ってきた光を【召喚】した神しん州しゆう刀とうで弾はじき飛とばして、

「ッ」

　弾き切れなかった弾丸が頰に掠さらった。

　血が飛び散って床に滴したたった。

　しかし痛みはない。むしろ快楽がとろとろと脳を蝕むしばんでいく。これこそが仏による功く徳どく──毒にも薬にもならない、人の思考や動きを鈍らせるためだけの、空っぽの幸福。

　力が抜けていく。すべてがどうでもよくなってくる。

「あなたに偽りの幸福を授けたくはなかったけれど。仕方ないのことよね」

　俱く舎しや奈なは笑う。思わず舌打ちがこぼれてしまった。

「なるほど──盈えい水すい院いんの人々が中毒になるのも頷うなずけぬ話ではないな」

　彩さい紀きは神しん州しゆう刀とうを持ち替えるとその先端を自らの太ももに突き刺した。霊れい氣きによる自動の鎮痛剤は切ってある。すさまじい激痛によって幸福など一瞬で消し飛んでしまった。

　俱く舎しや奈なは「あらまあ」と驚いたように目を丸くした。

　しかしすぐに神しん氣きの弾丸が射出された。

　彩さい紀きは身を起こしてその場を離れようとして──しかし動けなかった。

　──《仙人は歩けない》

「!?」

　法則が切り替わっている。足が床に縫いつけられたかのようにぴくりともしない。

　目前に迫っていたのは仏の光の大群だった。

　避けることはできなかった。

　舌打ちをして神しん州しゆう刀とうを構え、

　──《刀を振ることはできない》

　手から刀が滑り落ちていった。

　彩さい紀きは腕を交差させてなんとか防御を試みる。ほとんど無意味だった。夜空の星のように大量の弾丸が襲いかかってきた。腹が打ち抜かれる。腕に穴が開く。顔面はなんとか守ったものの全身血だらけの傷だらけになってしまっていた。

　そして襲いかかるのは痛みではなく幸福である。

　彩さい紀きは尋常ならざる快楽に目を剝むいた。頭がどうにかなりそうだった。口から涎よだれが垂れて全身ががくがくと痙けい攣れんし始める。こんなものを──こんなものを受け取ってしまったら、

「どう？　私の言うことを聞く気になったかしら？」

　気づけば目の前に俱く舎しや奈なが立っていた。

　仏のようににこやかな笑みを浮かべながら──勝利を確信したような声色で、

「あなたに手は残されていない。観念してね、神かみ津つ隊長」

「まだ、」

　──《神かみ津つ彩さい紀きは立ち上がることができない》

　法則が強化される。足に込めた力がどこかへ消えてしまった。

　煉れん氣きを練って仙術を発動──

　──《仙人は術を使うことができない》

　馬鹿げている。これでは満足に戦うことすらできない。

「諦めなさい。彩さい紀き」

　俱く舎しや奈ながしゃがみ込んで目線を合わせてくる。わずかに狂気を含んだ瞳だった。

「ほら。気持ちいいでしょう？　でもそんな快楽はまやかしにすぎないの。私と一緒に暮らせば本当の幸せを獲得することができるわ。だってここはそのための世界だもの。彩さい紀きが願ったことはすべて実現してあげる。あなたがこの世界の中心。そして私はその補佐。夏も秋も冬も春もかたときも離れることなくあなたの面倒を見てあげる。あなたは死ぬことがないでしょうから私は何度も転てん生しようするわ。あなたのために何度も何度も。あなたが望むような姿になってあげる。やっぱり今みたいな可か愛わいい女の子がいいのかしら？──ああ心配はいらないわ。今度は私が守ってあげるからあなたは何もしなくていい。仙人の力だって捨てていい。彩さい紀きの願いってあれよね？　いわゆる酒池肉林よね？　大丈夫よ。ここには争いがない。神じん通つう力りきを失うことを恐れる必要はない。あなたが思う通りに振る舞えばいい。そのための盈えい水すい院いんだから。だから私と一緒に来なさいよ。ほら。ほら。ほら──」

　ヤンデレという次元を超えている気がする。

　この少女は少しおかしい。老婆になっても男になっても虫になっても一人の男のことを思い続けるなど尋常ではなかった。

　だが──そういう強固な意志を持っているからこそ、この少女は彩さい皇こうなのだろう。

「彩さい紀き。もしかして幸福度が強すぎた？　弱めよっか？」

「その必要は、ない」

　ゆっくりと顔を上げる。満面の笑みの俱く舎しや奈ながそこにいた。

「私を受け入れてくれる？」

「そうだな──」

　彩さい紀きは無言で懐ふところをまさぐった。中から出てきた鈍にび色いろの丸がん薬やくを口に含んで嚙かみ砕くだく。

　苦みが口内に広がっていく。続いて恐ろしいほどの吐き気が襲いかかった。本来ならばこんなものは服用するべきではない──何な故ぜならこれは断腸草を練り固めた猛毒だからだ。

　炎えん帝てい神しん農のうの因子を宿す者にとっては存在を揺るがすほどの毒である。

　だが想像を絶する不快感のおかげで快楽が相そう殺さいされてしまった。

　彩さい紀きはゆっくりと立ち上がる。

「──お前に従うことはできない」

　俱く舎しや奈なの表情が歪ゆがんだ。

「まだ……まだ足りないのか。これだけ頑張ったのに……どうして認めてくれないの」

「お前は束縛が強すぎる。そういうのは窮屈だ」

「な、」

「俺のためを思って色々頑張ってくれたことに関しては素直に礼を述べておこう。だがやり方が異常だ。──盈えい水すい院いんに囚とらわれて不幸になっていった人間の気持ちを考えたことがあるか？」

「不幸になった人間はいないッ！　私は衆しゆ生じように幸福を与えている！」

「ならばこの地がこれほどの鏖おう氣きに満ちているわけがなかろう。俺たちの目的は日本を平定することであって人に悲しみを振りまくことではないはずだ」

　殺せつ生しよう日にちの激化によって境内には禍まが々まがしい煉れん氣きが滞留していた。

　鏖おう氣きの発生は人の不幸を呼ぶ。盈えい水すい院いんは禍わざわいの温床になりかけている。

「で、でも。私は──」

「やらかした部下を指導するのは上司の役目だな。──じっとしていろ」

　床に落ちていた神しん州しゆう刀とうを拾う。

　俱く舎しや奈なが血相を変えて叫んだ。

「《刀を握ることはできない》っ！」

　しかし何も起こらなかった。彩さい紀きは確かめるように柄つかを握り直す。

　俱く舎しや奈なの表情が驚きよう愕がくに染まっていった。

「な──なんで!?　私の彩さい術じゆつが」

「彩さい術じゆつにも発動するためのトリガーがある。それを壊してしまえば常識改変の奥おう義ぎだって怖くはない」

「馬鹿な……！」

　──《神かみ津つ彩さい紀きは動くことができない》

　──《神かみ津つ彩さい紀きは毒どく針ばり俱く舎しや奈なに近づくことはできない》

　──《神かみ津つ彩さい紀きは毒どく針ばり俱く舎しや奈なを攻撃することはできない》

　頭の中で幾度か論理を切り替えようとする声が響いた。だが祈りの声が小さすぎた。どれも少量の彩さい氣きがきらめくばかりで不発に終わってしまう。原因は明らかだった。盈えい水すい院いんに浮流する疑似的な〝天〟が反応していないのだ。

「何をしたの!?　こんなことは一度だって起きたことはなかった──」

「お前は仏ぶつ性しようを、つまり自分の精神の一部を細切れにして盈えい水すい院いんの人間に植えつけている。自分の祈りを対象の人間の祈りと置き換えて極大化する──つまり部分的にマインドコントロールをして祈らせることによって強制的に新しい常識を構築しているわけだ。ならば境内にいる人間をどうにかしてしまえばいい」

「わけがわからない──」

「祈らせる人間がいなければお前の願いは叶かなわない」

「わけがわからないって言っているの！　境内にはたくさんの人間がいるはずよ」

「いるな。けれども意識を保っている人間はほとんどいない」

　俱く舎しや奈なは慌てて窓のほうへと駆け寄った。

　眼下の境内はいつの間にか静まり返っていた。怒号も悲鳴も聞こえない。殺せつ生しよう日にちの決まりを律りち儀ぎに守っている人間など数えるほどもいなかった──なぜなら彼らは意識がないから。

　夢の世界に旅立ってしまっているから。

「彩さい紀き！　あなたまさか」

「井戸に毒を流しておいた。安心したまえ。死に至るようなものではない」

　彩さい紀きは刀を構えて悠然と俱く舎しや奈なに歩み寄る。

　これで集合文化意識の改変攻撃は通用しなくなった。後に残されたのは〝ただ強いだけ〟の少女にすぎない。そしてただ強い程度では神かみ津つ彩さい紀きの力に及ぶわけもなかった。

　俱く舎しや奈なが錫しやく杖じようを握りしめて襲いかかってきた。

「なんでっ！　あなたのために──頑張ったのにっ！」

　振り下ろされた錫しやく杖じようを躱かわす。刀に煉れん氣きを込める。

「努力の方向性が間違っている」

「間違っていないッ！　私は──」

　背中から光が発される。先ほど放った幸福の神術であろう。しかし既に彩さい紀きは刀を振っていた。相手を殺すための一撃ではなく相手の戦意を喪失させるための峰打ちだった。

　もとより俱く舎しや奈なはそれほど身体能力に長たけた彩さい皇こうではなかった。

　神速で放たれた金属が、彼女の胸の辺りをしたたかに打った。

「ぐ、」──俱く舎しや奈なが短い吐息を漏らして吹っ飛んだ。

　床の上を水切りのように跳ねながら転がっていく。手から離れた錫しやく杖じようがしゃらんと音を立てて床に落ちた。

　俱く舎しや奈なは天上の曼まん荼だ羅らを見上げたままぴくりとも動かなくなってしまった。

「どうして──」

　そういう呟つぶやきが聞こえた気がした。

　構ってやる必要はなかった。

　俱く舎しや奈なの行いは神かみ代よの法に照らし合わせれば許されることではない。そもそも──彩さい紀きは彼女の提案を受け入れることができないのだ。わかり合えないのならば多少強引であったとしても立ち去ってしまうのが吉だった。

「しばらくそこで反省していろ」

「…………、」

　俱く舎しや奈なは何も言わなかった。

　踵きびすを返かえす。盈えい水すい院いんから脱出しよう──彩さい紀きは刀を仙界に転送しながら決意を固めた。
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　すべてが壊れてしまった。

　千年の恋も冷めるような感覚、ではなかった。

　ただただ悲しかった。これまで常人には及びもつかぬような辛苦を味わってきた。寂しさに心身を苛さいなまれながら、それでも再会する日を夢見て盈えい水すい院いんの運営に勤いそしみ、彼のための楽園を準備してきた。

　その結果がこれだった。

　報われない。あまりにも報われない。

　この世には因縁という論理が存在するという。ＯＬＩ因子に従って因果応報の思想が罷まかり通とおっているならば俱く舎しや奈なは幸福になってもよいはずだった。しかし現実はそうなっていない。むしろ不幸のどん底に突き落とされている。なぜ天の神様は俱く舎しや奈なを虐しいたげるのだろう。

　なぜ神かみ津つ彩さい紀きは盈えい水すい院いんを受け入れてくれないのだろう。

　理由は明白だった。

　稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かの視線を通して──そして〝蓮はすの花〟を通して──俱く舎しや奈なは神かみ津つ彩さい紀きの心情を冷静に分析していた。

　あの仙人は熾し天てん寺じかがりという邪魔者によって縛られている。

　身体からだの自由ばかりではない。心までもが奪われてしまっている。

「ころそうかなぁ」

　俱く舎しや奈なは天井の曼まん荼だ羅ら図を見上げながらぽつりと呟つぶやいた。

　殺すわけにはいかなかった。俱く舎しや奈なが願っているのは神かみ津つ彩さい紀きの幸福である。あの少女がいなくなれば彩さい紀きは悲しむことだろう。それはいけない。

　だからといって彩さい紀きの心を操るのもいけない。操ってしまったらそれはもう神かみ津つ彩さい紀きではなくなってしまう。千年前、俱く舎しや奈なの頭を撫なでてくれた優しい隊長ではなくなってしまう。

　ではどうすればいいのか。

　すぐに思いついた。

　熾し天てん寺じかがりになってしまえばいいのだ。

「──ふふ。ふ」

　考えれば考えるほど妙案に思われた。

　熾し天てん寺じかがりは神かみ津つ彩さい紀きからの愛を一身に受けている。あの身体からだを手に入れることができたら俱く舎しや奈なの願いは叶かなうだろう。熾し天てん寺じかがりの口から「どこかで静かに暮らしましょう」と提案すれば彩さい紀きも頷うなずくはずである。だって彩さい紀きは熾し天てん寺じかがりに逆らえないから。

　そうと決まれば転てん生しようの準備をしよう。

　特定の相手に転てん生しようするためにはターゲットに密着して死ぬ必要がある。そうしなければどこの馬の骨とも知れぬ衆しゆ生じようの身体からだに入り込んでしまう危険性があった。

　だが彩さい紀きは俱く舎しや奈なを熾し天てん寺じかがりに近づけないだろう。

　チャンスは限られている。

　なんとかして隙を見つけなければ──

「──大だい僧そう正じよう。ご気分はどうですかな」

　下げ卑びた笑い声が聞こえた。いつの間にか大広間に男が立っていた。

　此し童どう久ひさ也なり。俱く舎しや奈なに仕える僧そう都ずだった。

「おやおや傷だらけではないですか。彭ほう寿じゆ星せいにこっぴどくやられたようですな。いやしかし当然といえば当然。かの彩さい皇こうは第九席という地位ではあるが神代の世界で活躍した英雄、田舎の坊ぼう主ず風ふ情ぜいに後れを取るわけもありませぬ」

　まあそんなことはどうでもいい。

　どうやって熾し天てん寺じかがりに近づこう？　やっぱり彩さい紀きを倒さなくちゃかな。

「ほうほう。虫の息ではないか。ちょうどいい──前々から思っていたのだ。貴様のような小娘は彩さい皇こうに相応ふさわしくないと。この俺がとどめをさしてやろうではないか。〝五ご彩さいの導しるべ〟を引き取ってやろうではないか」

　そうだ。やっぱり殴って説得するのがいちばんだ。

　そのためには力がいる。ちょうどいいところに鏖おう氣きの塊があるではないか。

「さあ死ね毒どく針ばり俱く舎しや奈な！　ここに放ほう伐ばつ成れり────！──あ、」

　振り下ろされた錫しやく杖じようを素手でつかむ。神しん氣きによって強化された握力が七しち凶きよう神じんの武器を紙かみ屑くずのようにくしゃくしゃにしてしまった。此し童どうが脂汗を浮かべて背後に後退しようとする──その足首をがっしりと握ってやった。

　絶叫が大広間にとどろいた。

　床板の隙間から生えてきた蓮はすが僧そう都ずの身体からだを包み込んでいく。此し童どうは虫取り網に捕らわれた虫のように暴れていたが、俱く舎しや奈なの煉れん氣きによってコーティングされた植物の葉や茎に傷をつけることはできなかった。

「貴様──、何を──、、、」

　煉れん氣きをさらに込めてやった。まるで風船のように此し童どうの身体からだは爆発してしまった。真っ赤な花が咲くように血液がぶちまけられる。俱く舎しや奈なはそれに触れないようにしながらゆっくりと立ち上がった。

　僧そう都ずの死骸から鏖おう氣きが流れ込んでくる。

　神しん氣きと鏖おう氣きと彩さい氣きが混ざり合って虹色の背光が輝き始める。

　準備は完了した。あとは神かみ津つ彩さい紀きを倒して熾し天てん寺じかがりに転てん生しようするだけだった。
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　本殿を出るとすぐにかがりと再会を果たした。

「彩さい紀き──！」

「かがり？　お前、その恰かつ好こう」

　あまりにも痛ましい姿だったので驚いてしまった。身体からだ中アザだらけ。ところどころ裂傷により出血している。彩さい紀きは慌てて彼女に近寄って霊れい氣きを流し込んでやった。痛みが引いたのだろう、かがりの表情はみるみる和らいでいった。

「どうした。誰にやられた」

「あの此し童どうとかいう坊ぼう主ずよ。あいつは七しち凶きよう神じんの一員だったの」

「七しち凶きよう神じん……？」

　何が何だかわからない。七しち凶きよう神じんがなぜ俱く舎しや奈なのもとで僧侶なんぞをやっているのだろう。

　勘違いではないのか？──そんなふうに頭を悩ませていると、かがりが心の底から安あん堵どしたように尻尾を揺らした。

「無事でよかったわ。毒どく針ばりに変なことされなかった？」

「された」

「されたの!?」

「いきなり攻撃された。だから返り討ちにしてやった」

　彩さい紀きはすべての事情を包み隠さず説明した。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈ながかつての部下だったこと。俱く舎しや奈なが彩さい紀きのために盈えい水すい院いんを創り上げたこと──そして俱く舎しや奈なが千年にわたって転てん生しようを続け、彭ほう寿じゆ星せいの復活を待っていたこと。

　かがりは俱く舎しや奈なの正体を知るにつれ呆あつ気けに取とられたように目を丸くしていった。

「は、はあ……？　信じられないわ……そんなこと……」

「あいつは昔からちょっと思い込みが激しいやつだった。千年ぶりに再会できたことは嬉うれしいが、籠の鳥になるのはごめんだし、無実の人を苦しめて獲得した幸福を享受したいとは思えないな」

　辺りは死し屍し累るい々るいの有あり様さまだった。

　とはいえ死体ばかりではない。彩さい紀きが井戸水に混ぜた毒を励起させたことによりほとんどの人間が昏こん倒とうしているのだ。これ以上争いが勃発することはないだろう。そして──人間の祈りが極めて希薄になった今、彩さい紀きの彩術をもってすれば盈えい水すい院いんを取り囲む〝見えない壁〟に穴を穿うがつこともできるかもしれなかった。

「もはや盈えい水すい院いんと同盟を結ぶことはできない。ここを出よう」

「稲いな名な田だは？」

「もちろん連れていくが──あいつには俱く舎しや奈なの一部が埋め込まれているらしい。俺がなんとかする。稲いな名な田だのところへ案内してくれ」

　彩さい術じゆつ【萬ばん物ぶつの調合】を用いれば稲いな名な田だの身体からだから俱く舎しや奈なを剝離させることは可能だろう。

　とにかくこの地に用はない。これ以上の面倒ごとに巻き込まれないうちに退散するのがよいだろう──そう思って歩き出したのだが、

「ねえ。待って」

　かがりが足を止めた。よほど身体からだが痛むのかと心配になって振り返る。

　彼女はじっと彩さい紀きの顔を見つめ、

「毒どく針ばりは本当にクソみたいなやつだと思う。でも見捨てるのは違うと思うわ」

「見捨てる……？」

　意外な言葉だった。

「あいつは彩さい紀きのために千年も頑張ってきたのよ。このままだとあまりにも報われないわ──べ、べつにあいつのことなんてどうでもいいんだけれど。一般的な感覚としてよ」

　そのとき、上空から何かが割れるような音が響いた。

　次いで、きらきらと神しん氣きの粒子が境内に降り注ぐ。それはまるで古こ刹さつを白く彩いろどる雪のように思えた。彩さい紀きは理解する──盈えい水すい院いんを牢ろう獄ごくとしている〝見えない壁〟が崩れ始めたのだ。

　俱く舎しや奈なの支配に罅ひびが入った証拠である。

「──確かにそうかもしれないな。俺はもっとあいつと話してみるべきなのかもしれない」

「あんたってけっこう冷めてるわよね。私以外のことなんてどうでもいいと思ってるでしょ」

「……自分で言うか？　それを」

「と、とにかく。私たちがここに来たそもそもの目的は怪かい仏ぶつを仲間にするためでしょ。仲間にできずに帰ってきたら、それって負けたことと同じだと思わない？」

　かがりは烈火のような気性の持ち主だが囲炉裏の火のように温かな優しさも持っている。

　俱く舎しや奈なの半生が彼女の琴線に触れたのかもしれなかった。

　彩さい紀きは再び俱く舎しや奈ながいる本殿を見上げる。

　盈えい水すい院いんに降り始めた雪はやむ気配を見せない。

「お前は俱く舎しや奈なのことをどう思っているんだ」

「嫌いよ。だけど、あんたの話が本当だとするならば、その執念だけはすごいと思う。そういう執念が報われない世界なんて、壊れるべきだと私は思ってしまうのよ」

「なるほどな──」

　ふと彩さい紀きは思いつく。

「ところでかがり」

「何よ」

「お前は転てん生しようを信じているか？」

「転てん生しよう？　ああ、仏教の生まれ変わりのことね。信じてないに決まってるじゃない。そんな現象がこの世にあるとは思えないわ」

「人は死んだらどこへ行くと思う」

「この世に留とどまるのよ。大切な人を見守るためにね。だって私は体験したもの──天てん颶ぐと戦ったとき、榮えい凜りん島とうの人たちや、お母さんが私の目の前に現れて力を貸してくれたから」

「今でも彼らは榮えい凜りん島とうにいると思うか」

「当たり前でしょ」

「よろしい。ならば問題なかろう」

「どういうこと？──」

　そのとき、西方の山から夏風が吹き下ろしてきた。人の気配が絶えて静かな境内にはセミの鳴き声だけが響いている。ふと、風に乗って線香のようなにおいが感じられた。

　彩さい紀きは何気なく振り仰ぐ。

　巨大な釣り鐘を担かついだ毒どく針ばり俱く舎しや奈なが襲いかかってきた。

「潰れてしまえ。神かみ津つ隊長」

　彩さい紀きはかがりの腕を引いて走り出した。

　直後、空間を破壊するような勢いで釣り鐘が地面に叩たたきつけられた。激震。転びそうになったかがりを手で支えながら彩さい紀きは仙術【飛天】を発動させる。

「な──何よあれぇ！」

　平屋の屋根に降り立つと、彩さい紀きは俱く舎しや奈ながいるほうを眺めた。

　本殿の立派な門は粉々に破壊されてしまっていた。その瓦が礫れきの中央に立っているのは錫しやく杖じようを構えた少女である。

　怪かい仏ぶつ・毒どく針ばり俱く舎しや奈な。

　天から降り注ぐ白い神しん氣きを浴びながら──しかしその身にどす黒い鏖おう氣きをまとわせながら、獲物を射殺すような視線をこちらに向けている。

　俱く舎しや奈なが鏖おう術じゆつを発動させた。地獄から召喚された千本の針がくるくると回転しながら殺到してくる。彩さい紀きは再び【召喚】で神しん州しゆう刀とうを手繰り寄せると左手でかがりの腕をつかんだまま屋根伝いに俱く舎しや奈なとは反対方向へと駆け抜けていく。

　針の連撃は勢いを緩めることなく飛来する。往来にたたずむ家屋がみるみる破壊されて吹き飛んでいった。俱く舎しや奈なのスカートから漏れ出た鏖おう氣きが地を這はい、境内を真っ黒く染め上げていく。

「彩さい紀き、あれ……」

　一方で、いつの間にか往来は蓮はすの花で満ちていた。

〝見えない壁〟の残骸が地に落ちて芽吹いたのである。まさにこの世のものとは思えぬ光景だった──いや本当にこの世ではなくなっていた。

　盈えい水すい院いんは地獄と極楽が交差する異世界と化していた。

　道端には彩さい紀きの毒によって昏こん倒とうした人々が転がっている。純白の神しん氣きに触れた者は幸福の絶頂に導かれて昇天し、漆黒の鏖おう氣きに触れた者は苦痛に悶もん絶ぜつしながら地獄に落ちていく。

　そこここに蓮はすの花が咲いていた。

　神しん氣きによって開花した紅色の花か弁べんにはどす黒い瘴しよう気きがまとわりついている。あれは地獄を再さい顕げんする鏖おう氣きに違いなかった。

「ひっ、」

　かがりが悲鳴をあげて後ずさった。
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　毒々しい蓮はすが彼女の足元にまとわりついてきたのだ。

「あまり触るな。煉れん氣きを持っていかれるかもしれない」

「何これ。なんでこんなことが……」

「地獄と極楽が再さい顕げんされているのだ。俱く舎しや奈なは人に悦楽を与えることで盈えい水すい院いんを西方浄土のようにした。一方で破は五ご戒かいの儀式を開催することでもって地獄も表現した。それが形となって表れているのだろうな」

　天から降り注ぐ純白の神しん氣き。地から湧き出る漆黒の鏖おう氣き。

　現実とは思えぬ幻想的な光景に目を奪われていた──そのときだった。

　不意にかがりの脳髄を狙って針が飛んできた。

　彩さい紀きは辛かろうじて刀で弾はじき飛とばす。そうしてすさまじい殺気を感じた。

「──じっとしててね。彩さい紀き」

　いつの間にか目の前に俱く舎しや奈ながいた。振り上げられた錫しやく杖じようからきらきらと煉れん氣きがあふれ出している。彩さい紀きは咄とつ嗟さにかがりを突き飛ばして刀を構えた。鈍重な一撃を刀身で受け止めると爆発した煉れん氣きによってすさまじい突風が巻き起こる。

　微笑に彩いろどられた俱く舎しや奈なの顔がすぐそこにあった。

「本当に天下は腐っているわ。あんなに願ったのに私の思い通りにならないなんて」

「集合文化意識は人が作り出したものだ。願いが対立すれば片方の思いは打ち砕かれてしまうこともある」

「それじゃあＯＬＩ因子に満ちた世界に価値なんてないじゃない。世界が滅びる前と一緒よ。私は努力すれば報われる世界が欲しかったのに」

　仙せん氣きを用いて俱く舎しや奈なの身体からだを吹き飛ばす。しかし彼女は間かん髪はつ容いれずに踏み込んできた。錫しやく杖じようと神しん州しゆう刀とうが幾度もぶつけられて煉れん氣きの火花が飛び散る。俱く舎しや奈ながしゃんしゃんと杖つえを振るうたびに神しん氣きだの鏖おう氣きだのが拡散して周囲に蓮はすの花が開いてゆく。

　彩さい紀きは懐ふところから爆薬を取り出して放り投げた。

　衝撃。耳をつんざくような大音おおととともに屋根瓦が面白いように吹っ飛んでいく。このままかがりを連れていったん逃げよう──そう思った直後、

　爆風を切り抜けて針が高速で飛んできた。

　肩を抉えぐられる。煉れん氣きによる鎮痛剤の効果を破壊して地獄の苦しみが全身に襲いかかる。思わず神しん州しゆう刀とうを取り落しそうになったのを狙って俱く舎しや奈なが飛び出してきた。

　爆発によって袈け裟さはぼろぼろになっているが傷一つ負ってはいなかった。

「まずはゆっくりと眠りに落ちなさい。彩さい紀き」

「お前の目的はなんだ！」

「熾し天てん寺じかがりに転てん生しようすること。そうすれば私のことを受け入れてくれるでしょう？」

「戯ざれ言ごとも大概にしろッ……！」

「常人からすれば戯ざれ言ごとかもしれない──だが私は千年にわたって人間の肉体を旅してきた。これもその一環に過ぎないの。でもあなたは熾し天てん寺じかがりの身体からだを守るでしょう。だからまずは神かみ津つ彩さい紀きの動きを封じなければならない」

　めちゃくちゃに乱射される鏖おう氣きの弾幕を辛かろうじて回避していく。

　狂っているとしか思えなかった。ＯＬＩ因子がもたらした仏教の論理をそんなふうに悪用する人間がどこにいるのだろう。彩さい紀きが敗北を喫すればかがりが危険にさらされる。だから絶対に倒れるわけにはいかない──

　ふと気づく。

　かがりはどこだ？

「ぅ、」

　身体からだを動かそうとしたが無理だった。

　毒が回っている。やつの放つ針はまさに地獄の〝毒針〟だったのだ。全身が痺しびれている。

　ゆっくりと錫しやく杖じようが突き出された。防御策を講じるには時間が足りなかった。だが──

「くたばれ毒どく針ばり俱く舎しや奈なぁあああ!!」

　横合いから炎の一撃が繰り出された。

　俱く舎しや奈なは咄とつ嗟さに身を引いて距離を取る。それは明らかに誘いだった──しかしまずいと思ったときには遅かった。直情的なかがりは勢いを殺すこともできずに突っ込んでしまう。

「鏖おう術じゆつ・【無限針山】」

　俱く舎しや奈なの掌中からどす黒い光が発された。

　毒でのたうち回っている場合ではなかった。煉れん氣きを逆噴射することによって自らの身体からだを無理矢理加速させて突貫する。迫りくる無数の針に突っ込んでいくかがりにタックルを食らわせるような勢いで彼女の身体からだを抱きとめて、そのまま前につんのめり、

　世界が真っ赤に染まった。
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　仏の光が世界を照らしている。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なによって崩された世界は地獄の風景に他ならなかった。そこらに無残な死体が転がっている。血がこびりついている。そしてかがりの眼下に倒れているのは──全身を血だらけにした道服の男。神かみ津つ彩さい紀き。

　胸に絶望が広がっていった。

　かがりに大した怪け我がはない。針が一本腕を掠かすめていっただけだ。

　でも彩さい紀きは。彩さい紀きはかがりを守って重傷を負ってしまった。

「──これで邪魔をしてくる者はいなくなった」

　淡々とした声が聞こえた。

　かがりは振り返る。

　後光をまとった怪かい仏ぶつ──毒どく針ばり俱く舎しや奈ながゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。白い神しん氣きと黒い鏖おう氣き。そして虹色の彩さい氣いき。はだけた法ほう衣えの内側、胸元あたりに〝五ご彩さいの導しるべ〟が刻まれている。これこそがすべての人じん妖ようの頂点に立つ存在。

　五ご彩さいの覇は者しや。

「毒どく針ばり──お前は、」

「ああ、針で刺してしまったのは可哀かわい想そうだけれど問題はないわ。彩さい皇こうがこの程度でくたばるわけがない。まあ私があなたになる間は目覚めないでしょうけれど」

「お前は間違っている」

　かがりは震える足に鞭むち打うって立ち上がった。

　毒どく針ばりの目的は彩さい紀きを殺すことではない。かがりを殺すことなのだ。ならば彩さい紀きのことは心配しなくていい──目の前の女をどうにかすることだけを考えろ。

「……間違っている？　それはお前の主観だろうに。私が間違っているか間違っていないかは私が決めることよ」

　かがりは口内にたまった血を吐き出しながら、

「自分では間違っているかどうかなんて案外気づけないものよ。あんたは千年間も頑張ってきたのよね。それは本当にすごいと思う。でも、そんなんじゃダメだと思うわ」

「何を言っている」

「人生なんて一回こっきりしかないんだ。だから人は命を大切にして精一杯頑張るんだ。あんたにはそういう気持ちが欠落している。彩さい紀きがあんたを受け入れなかったのは、そういうところが原因なのよ」

　毒どく針ばりの顔が引きつった。痛いところを突かれた──そんな表情だった。

「これは天が私に与えた力よ。どう使おうが私の勝手。それを取り上げて『間違っている』だの『おかしい』だの。片腹痛いわ」

「でも！　あんたのせいで人生をめちゃくちゃにされた人間は何人もいるわ！」

「めちゃくちゃにされた人間とは盈えい水すい院いんの衆しゆ生じようのことか！　ああ確かにめちゃくちゃだったかもしれないな。生まれたときから盈えい水すい院いんにいて外に出ることもできない──偽りの幸福で満たされて満足しているような連中！　だがこれは彼らの意志が弱いのが問題なのだ。本当に強い人間とはどんな逆境にあっても現状を打破しようと深しん謀ぼう遠えん慮りよを巡らせる鋼の精神を持ち合わせた傑物のこと。今まで私に楯たて突ついてきた連中に一人でもそういう輩やからがいたのなら──私の心は動かされていたかもしれない。盈えい水すい院いんの在り方を変革していたかもしれない」

　かがりは刀を力強く握りしめる。

　俱く舎しや奈なは煉れん氣きの光をばらまきながら熱弁する。

「だが！　現実はそうなってはいない！　これが何を意味するか？　簡単だ。この私が盈えい水すい院いんでもっとも強い意志を持っているということ。すなわち世界最強の仏であるということ。仮に私よりも意志の強い人間がいたならば毒どく針ばり俱く舎しや奈なが千年も生き長らえることはなかっただろう。しばらく泳がせておいた仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんだって私の意志を超えることはできなかった。集合文化意識は曖昧だが厳格だ──私が今ここでお前の前に立っているという事実は、私の行いが天に認められていることの証左でもある」

「わからないわ。何言ってるのか全然わかんない」

「この時代の人間には難しいだろうな。──ふふ、己の愚劣さを恥じることはないわ。そういう苦悩はすべて仏の光で浄化される。私があなたの身体からだを乗っ取ってあげるから」

　毒どく針ばりはゆっくりと近づいてくる。

　盈えい水すい院いん境内では蓮はすの花と神しん氣きの雪によって浮世離れした光景が再さい顕げんされている。

　かがりは思いを巡らせた。

　この少女はどうしようもない勘違い野郎だ。

　余人には思いつきもしないような残虐な行為を繰り返して生きてきた。いや──かがりにとっては転生だの洗脳だの理解不能すぎてそれが残虐な行為なのかどうかすら判じがたかった。人に幸福を与え人に絶望を与え、人々から畏敬される神仏としての人生を千年も送ってきた怪かい仏ぶつ。その行動原理が神かみ津つ彩さい紀きに対する慕情、ただそれだけだというのだから驚きである。

　同じことをしろと言われてもかがりにはできないだろう。

　能力的な問題ではなく。心の問題として。

　確かに毒どく針ばりは世界最強の意志を持っているのかもしれなかった。しかし──そうだとしても彼女の願いの方向性は間違っているような気がした。

　かがりは刀身に煉れん氣きを込める。真っ赤な火の粉こが白い地面に落ちていく。

「──どれだけ意志の力が強くても変えられないものがある」

「ないわ。私はすべてを変革する至高の覚かく者しや。あなたの身体からだを手に入れれば千年の悲願が達成される」

「それよ。あんたは彩さい紀きの心を変えることはできない」

　毒どく針ばりの眉がぴくりと動いた。

「変えてみせるわ。あなたの身体からだを使って」

「無理に決まっている。彩さい紀きは私の命令は聞くけど自分の意志を曲げたりはしない。こいつは無気力で流されやすい性格に見えるけれど──誰よりも強い灼しやく熱ねつの意志を燃やしているの。たぶん……私ですら変えられない部分はあると思う」

「そんなことはないッ！　この世界は人の祈りによってすべてを変えることができる地獄のような場所だ！　人の心だけが変えられないなんて──そんなことが、」

「最近、気づいたのよ。こいつは『変わりたくない』って祈ってるの」

「変わりたくない……？　どういう意味だ」

「さあ。詳しいことはよくわからない。でもあんたの力で崩せるようなヤワな祈りじゃないことは確かよ。私の言こと霊だまだって通用するかわからない。だから──あんたの野望はここで終わりなのよ」

　かがりは刀の切っ先を毒どく針ばりに向けた。それは宣戦布告だった。転生できるものならやってみろ、そういう挑発の意を込めた仕草。毒どく針ばりにははっきりと伝わったらしい。これ以上何を言ってもわかり合えぬことはお互いに理解していた。

　ひらひらと雪が降っている。

　法界と現世を区切る障壁は消えつつあった。盈えい水すい院いんを包み込んでいた天蓋に大穴が穿うがたれている。外界の輝かしい陽光が境内の闇を照らしている。

「──引きこもりには眩まぶしいでしょうね、これ」

「誰が引きこもりだって？」

「あんたは千年も外に出てなかったんでしょ。ちょっとは出かけてみるべきなのよ」

「ふん──お前が勝ったら考えてやってもいいな」

　毒どく針ばりが地を蹴って加速した。

　かがりは刀を水平に構えたまま待ち受ける。

　煉れん氣きの粒子の尾を引きながら毒どく針ばりの錫しやく杖じようが恐ろしい角度から迫りくる。かがりは妖よう氣きを込めて刀を振った。全身を雷に打たれたかのような衝撃、しかし歯を食いしばって耐え忍ぶ。鍔つば迫ぜり合あいが続けば骨が折れると悟ったかがりは一歩引いて敵を誘い、

「大人しくしていろ」

　放たれた神速の突きは刀身を掲げることでその軌道をわずかに反らす。頰が切れて鋭い痛みが走る。返す刀で袈け裟さ斬ぎりを放つも今度は袈け裟さから飛び出してきた針によって刀の軌跡をずらされてしまった。

「お前は──やっぱり間違っているッ！」

　再び突きが放たれる。今度は紙一重で回避する。

「間違ってなどいないッ！　お前が次の俱く舎しや奈なになるんだッ！」

「そういうところが間違っているのよッ！」

「黙れッ!!」

　射出された針がかがりの右手首を貫いた。あまりの激痛に刀を取り落としてしまった。

　その隙を逃がすような相手ではない。

　毒どく針ばりは勝利を確信したかのような表情を浮かべて錫しやく杖じようを握り直し──

　振り下ろした。

　どす黒い鏖おう氣きの塊が弾はじけてかがりの身体からだが吹っ飛んでいった。





○






　鈍痛に苛さいなまれながら目を開ける。

　俱く舎しや奈なの針にやられて一瞬だけ意識を失ってしまっていたらしい。

　全身血だらけだった。だが霊れい氣きによる自動修復のおかげで傷自体は治りかけている。後で薬を塗っておけば死に至ることはないだろう。

　それはともかくかがりは無事だろうか。俱く舎しや奈なはどうなったのだろうか──焦あせりを覚えて身を起こそうとしたとき、

「大丈夫？　彩さい紀き」

　声が降ってきた。聞き覚えのある声。

　そうして彩さい紀きは気づく──後頭部に柔らかいふとももの感触。熾し天てん寺じかがりに膝枕されていたのだ。なんということだろう。このままずーっと身を委ねていたい気分だったがそんなことをしている場合ではない。仕方がないので起き上がることにする。

　辺りはひどい有あり様さまだった。

　破戒された街並みは白と黒の煉れん氣きによって現実離れした風景になっている。そこら中に蓮はすの花が咲いているのは神しん氣きのおかげ。その蓮はすの花の間をゆらゆらと邪悪な瘴しよう気きが漂っているのは鏖おう氣きのせいだろう。地獄と極楽の交差点だった。
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「かがり。無事か？」

「なんとかね。全身が痛いけど」

　かがりは顔をしかめながらそう言った。とりあえず怪け我がの治療をしてやろう──そう思って彼女の身体からだに手を添える。癒いやしの霊れい氣きを流し込んでいく。

「……俱く舎しや奈なはどうした？」

「ああ。あいつならそこで死んでるわ」

　驚いてかがりが指し示すほうを見やる。

　瓦が礫れきの上に毒どく針ばり俱く舎しや奈なが斃たおれていた。死んでいる──のだろうか。遠目であるためよくわからない。だが少なくとも意識は失っているようだった。

「もしかして、お前が倒したのか？」

「そうよ。本当に大変だったんだからね……とんでもなく強かったし。感謝しなさいよ？　私がいなかったら今頃あんたはあいつに殺されてたかもしれないんだから」

「倒したのか？　お前が？　彩さい皇こうを……？」

「だからそうだって言ってるでしょ。これで私も世界最強ね」

　かがりは偉そうに胸を張ってそう言った。

　確かに熾し天てん寺じかがりの意志が常人よりも遥はるかに強いことは知っていた。だが──まさか彩さい皇こうを討ち取るほどまで成長していたとは驚きだった。

　盈えい水すい院いんは死んだように静まり返っている。

　そこら中に死体が倒れていた。この場で動いているのは──彩さい紀きとかがりだけ。

「ねえ。これからどうするの？」

「どうするって──どういうことだ？」

　彩さい紀きはかがりの傷に薬を塗りながら問う。染しみるのだろう。かがりは少しだけ顔をしかめながら言葉を続けた。

「私たちは毒どく針ばり俱く舎しや奈なを仲間にするためにここに来たわ。でもあいつは死んじゃった。同盟はもう無理。七しち凶きよう神じんたちにはもう勝てないのよ」

　治療を施しながら彩さい紀きは意識を研ぎ澄ませる。

　瓦が礫れきの上。俱く舎しや奈なの死体。死体──ではない。まだかすかに息がある。

「そうだな。勝てないかもな。どうすればいいんだろうな？」

「簡単よ」

　自信に満みち溢あふれたような笑みだった。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なの肉体からは鼓動の気配がする。肉体的には死んでいるわけではない。ただし煉れん氣きが感じられない。精神が死に絶えている──というよりも消えている。

「私、思ったの。このまま戦いを続けていても意味はないわ。争いとは本当に無益なものよ。人が傷つくばかりで得られるものなんて何もない。彩さい紀きもそう思わない？」

「確かに争いほど無益なものはない」

　かがりが笑った。

「いいこと思いついたの。せっかく毒どく針ばりが彩さい紀きのために寺院を作ってくれたんだから、ここに住んじゃえばいいの。隠れていれば誰にも見つからないはずよ。大だい黒こく天てんだってここを訪れることはできない。だから──私と一緒にここで暮らさない？」

「それも悪くないな……」

「うん。そうしようよ」

　かがりが身を寄せてきた。彩さい紀きの胸に顔を埋うずめて幸せそうに目を細める。

「もう戦いなんて疲れちゃった。私たちはここで静かに永遠の時を過ごせばいいのよ」

「悪くない。悪くないが今の俺には合わない」

「え？──、」

「少し抹まつ香こうのにおいがするぞ。俱く舎しや奈な」

「──!?」

　かがりが咄とつ嗟さに飛び跳ねて距離を取った。いつの間にか彼女の手には仏道修行者のごとく錫しやく杖じようが握られていた。彼女の転てん生しようは成功していたのだ──

　あれは熾し天てん寺じかがりではない。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なの五十一代目だった。

「《そこを動くな神かみ津つ彩さい紀きっ》!!」

　言こと霊だまがほとばしった。しかし彩さい紀きは無視して高速で距離をつめる。かがりの表情に焦あせりの色が浮かんだ。不意を突かれた毒どく針ばり俱く舎しや奈なにできることは力任せに錫しやく杖じようを振るうことだけだったらしい。

「《止まれっ》！」

　迫りくる錫しやく杖じようを神しん州しゆう刀とうで弾はじく。真っ二つに折れた杖つえは回転しながらあらぬ方向へと飛んでいった。まだ身体からだが馴な染じんでおらず力が発揮できないらしい──

　ならば好都合だった。

　彩さい紀きは目にもとまらぬ速さで右手を伸ばし、

「がッ、え？、──」

　彼女の胸元あたりに腕を突き刺していた。

　しかし血は一滴も垂れていない。背後から見ればおそらく背中から腕は生えてきたかのように見えるだろう──そうしてかがりの、俱く舎しや奈なの顔が青ざめていった。

「こ、れ、……【萬ばん物ぶつの調合】ッ!?」

「その通りだ。お前の《仏の基礎因子》そして《天子の特殊因子》はあるべき場所に調合しておこう。ついでにお前の〝本体〟もな」

「させ──るかあああっ！」

　かがりの身体からだから鏖おう氣きが拡散した。

　盈えい水すい院いんから集められた憎しみのエネルギーが無数の針となって彩さい紀きの身体からだを貫いた。口から血が溢あふれてかがりの顔を赤く汚す。だがそんなことに構っている余裕はなかった。

　この隙を逃したら熾し天てん寺じかがりは一生戻ってこない。

　彩さい紀きはかがりの体内を探る。そうして見つけた。

　心臓のあたり。

〝天性〟──ＯＬＩ因子が四つ。そのうち二つを選別して狙いを定める。

「触るなぁっ！　私に触るなぁ────っ！」

　鏖おう氣きが剣の形を作って俱く舎しや奈なの手に収まった。どす黒い刃やいばがゆっくり振り上げられて──そのまま振り下ろされようとして、

　しかしかがりの肉体は急に動かなくなってしまった。

　まるで見えない力に抑えつけられているかのような有あり様さまだった。

　彩さい紀きは理解した。灼しやく熱ねつの炎の気配がそこにあるのだ。

　世界の常識を改変する言こと霊だまが響き渡った。

　──《彩さい紀き！　こいつをぶん殴ってやりなさい！》

「馬鹿な！　転てん生しようの術は成功したはず──」

「強すぎる意志は集合文化意識の制約すらも破壊するらしい。お前の術はかがりの精神によって破られたのだ──いやまあ正直なところを言うと仕掛けがあるのだが」

「仕掛け!?　いったい何をしたっていうのよ！」

「かがりは道教と儒教の論理に従って生きている。巫み女この因子がそうさせているのだ。転てん生しようなどという仏教的な行為がそうそう通用するはずもない」

「そんな──ぐッ、」

　彩さい紀きはつかんだ因子をそのままピン、と指で弾はじき飛とばしてやった。

【萬ばん物ぶつの調合】によって分離させられた二つの因子はそのまま高速で吹っ飛んで瓦が礫れきの上に横たわる〝毒どく針ばり五い十そ子こ〟の肉体に着弾する。

　虹色の閃せん光こうがほとばしった。

　次の瞬間、目の前の少女──熾し天てん寺じかがりの肉体から燃え上がるような妖よう氣きが爆散した。憑つき物ものが落ちたらしい。彼女はげほげほと咳せきをしながら彩さい紀きを睨にらみ、

「い、痛かったじゃないっ！　心臓を指で弾はじくなんて信じられないわ！　でこぴんなんてもんじゃない！　心臓ぴんよ！」

「何だそれは。……いやすまん。こうするしか方法がなかったんだ」

「別にいいけどね！　私は強いから！」

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なはこんなヘンテコなことは言わないだろう。

　かがりの肉体はかがりの精神を取り戻したのだ。その証拠に──瓦が礫れきの上。先ほどまで宿主を失って抜け殻と化していた〝毒どく針ばり五い十そ子こ〟に生命反応が戻った。

　彼女は呆ぼう然ぜんとした様子でその場に座り込んでいた。

　それは全てを失った少女の無む垢くな表情。

　俱く舎しや奈なは裏切られたような眼まな差ざしを彩さい紀きに向けた。

「な、な、なんで邪魔するのよッ！　私はあなたのために頑張ったのにッ！」

「俱く舎しや奈な。それは余計なお世話だ」

「そ、そんなことない。これはあなたのことを思っての行動なの。私がそこの狐きつねに転てん生しようすればすべてが丸く収まるはずだったのに……！」

「そんなことをしたら、かがりがいなくなってしまうじゃないか」

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なはひきつけを起こしたような声を漏らした。

　それは彼女にとっては世界が終わってしまうかのような衝撃だったのかもしれない。暴走した怪かい仏ぶつは冷や水を浴びせられたように言葉の熱を衰えさせていった。

「あなたが──あなたが言ったのよ。平和な世界で暮らしたいって……」

　かがりが一歩前に出て俱く舎しや奈なを睨にらんだ。

「毒どく針ばり。そういうのは人に押しつけるもんじゃないと思う。束縛が強すぎる人間は嫌われる──よくわかったでしょ。盈えい水すい院いんの人たちは、あんたのことを憎んでいたのよ」

　人々の死体から鏖おう氣きがあがっている。

　それは毒どく針ばり俱く舎しや奈なに対する不平不満の表れに他ならなかった。

「そんな──」

「巻き込まれた人たちの気持ちも考えてよ。本当にいい迷惑だったわ」

　かがりは無防備となった彩さい皇こうの前に立った。

　盈えい水すい院いんの幻想を破壊しなければならなかった。

　しかし自力で彩さい皇こうになった者は格が違った。己を基礎づける天性を失ってなお熱意を衰えさせてはいなかった。毒どく針ばりはなけなしの煉れん氣きをかき集めて小さな短刀を作り出すと、それをかがりのほうへと差し向けて、

　そして、

　かがりの握った拳が彼女の顔面に突き刺さった。

　煉れん氣きが霧散する。

　怪かい仏ぶつ・毒どく針ばり俱く舎しや奈なの身体からだが吹っ飛んで雪の上を滑っていった。己の彩さい術じゆつによって亡なき骸がらと化した人々に折り重なるようにしてぐったりと倒れ伏す。

　それ以降、彼女は少しも動くことがなかった。

　盈えい水すい院いんを取り囲んでいた壁が音を立てて崩れていった。

　境内に咲き誇っていた蓮はすどもは緩やかに枯死を迎え、どす黒い邪悪な鏖おう氣きは洗い流されるようにして消えていく。彩さい紀きの毒によって昏こん倒とうしていた人々が目覚め始める。

　もはや誰にも止めることはできなかった。

　千年の幻想が溶けていく。











終章／転てん生しよう者しやの末路






　かくして牢ろう獄ごくは解き放たれた。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なが《仏の基礎因子》を失ったことによって神しん氣きが流出。境内の人々に植えつけられていた仏ぶつ性しようが消滅し、盈えい水すい院いんを縛りつけていた論理がことごとく崩壊していった。

　自由が訪れた、わけではないのかもしれない。

　盈えい水すい院いんの人々の大半にとってはこの狭い境内こそが世界のすべてだった。今更「外に出られますよ」と言われたところで喜ぶ者は少ないだろう。

　人々は口々に言った──毒どく針ばり様は無事だったのだろうか、と。

　確かに大だい僧そう正じようは不ふ埒らちな論理によって人を縛りつける鬼のような存在でもあった。しかし一方で彼女が衆しゆ生じように快楽を、そして安定した生活を与えていたことは確かである。憎しみと尊敬によって成り立つ歪いびつな仏。それが俱く舎しや奈なの正体だった。

　仏である権利を剝奪された俱く舎しや奈なは大だい僧そう正じようの地位に留とどまることはできない。これから盈えい水すい院いんはどうなっていくのだろうか──そういう心配をする者もいたという。だがそんなものは取り越し苦労なのだった。

　怪かい仏ぶつが長きにわたって心血を注いだ理想郷はちょっとやそっとじゃ崩れない。

　人々の意志は強固にして膨大なのである。

　既に彼らは俱く舎しや奈なの手を離れ、自分たちだけで生きていくすべを見つけていた。彼らにとっては俱く舎しや奈なの支配など不要なのかもしれなかった。世界というものは為政者の手によって成り立つわけではない。そこに生きる人々によって形作られるものなのだ。
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　凪なぎは涙を流していた。

　盈えい水すい院いんの中央に位置する鐘楼。梯子はしごをのぼって天てつ辺ぺんに辿たどり着つくと見違えるような景色が見えた。

　崩れていく〝壁〟の向こうの景色だった。

　特に珍しいものではないと思う。巨大な門の向こうに広がっているのは何の変哲もない山林。だが凪なぎにとっては生まれて初めて見る外界の景色。

　盈えい水すい院いんの人々は盈えい水すい院いんから出ることなく盈えい水すい院いんで死んでいく。

　それは数百年も前から変わらない不変の真理だったはずだ。

　父も母もこの地で命を落としたという。

　自分も周囲の人たちと同じようにこの地で息絶えるのだろうと思っていたのに。

　──俺は世界最強の仙人だからな。たとえ毒どく針ばり俱く舎しや奈なと殺し合いになったとしても負けるつもりはない。

（彭ほう寿じゆ星せい様。本当だったのですね）

　この奇跡をもたらしてくれたのはあの彩さい皇こうだった。

　やはり五ご彩さいの覇は者しやは普通ではない。盈えい水すい院いんの確かつ乎ことした論理を完膚なきまでに破壊してしまうなんて。

「──仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんは解散だな。壁は見事に破壊されちまった」

　凪なぎは驚いて振り返った。そうしてさらに驚いてしまった。そこに立っていたのは袈け裟さを身にまとった僧侶だった。殺せつ生しよう日にちの掟おきてに逆らえず凪なぎが殺あやめたはずの──

「こ、浩こう雪せつ様。どうして……」

「俺はこう見えても寇こう魔まだからな。包丁で刺された程度では死にはせぬ」

「ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい──私は、自分の命惜しさになんてことを」

　凪なぎは何度も頭を下げて謝罪した。しかし浩こう雪せつは「よい」と手を振って笑うのだ。

「俺もお前を殺そうとしていた。お相あい子こだ」

「…………、」

「それにしてもやってくれたな彭ほう寿じゆ星せい殿は。よもや本当に毒どく針ばり俱く舎しや奈なを殺してしまうとは思いもしなかった。──いや殺したわけではないのか」
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「盈えい水すい院いんはどうなるのでしょう」

「少なくとも以前のような体制にはならぬ。寺が存続するにせよ滅亡するにせよこの境内に閉じ込められていた人々の営みが続くことは必ひつ定じようだ」

　凪なぎは境内の街並みを眺め下ろした。

　死体が山と積み重ねられている。しかし大通りを行き交う人々の心にはどこか晴れやかなものが見受けられた。彼らはもう籠の鳥ではないのだ。この地を去る者も現れるだろう──そうして盈えい水すい院いんの実情は神しん州しゆうに知れ渡ることになる。

　天下に存在する〝不可思議な現象〟の一つとして語り継がれることになる。

「本当にこんなことになるなんて。思いもしませんでした」

「思いもしなかったわけがあるまい。お前はこうなることを予見していたのだろう」

「いえ。予見なんてしてません。ただ祈っていただけです。こんな世界は壊れてしまえばいいなって……」

「どこかの桃源郷で聞いたことがある。強い祈りは世界を変えるのだと。──おそらく俺たちの祈りが天に届いたのだ。そうして彭ほう寿じゆ星せい殿がやってきた」

　よくわからなかった。

　でも願いが叶かなったことだけは確かだった。

　激情のあまり涙が止まらない。ぽろぽろと雫しずくがこぼれて落ちていく。

「これからどうする？　行く当てはあるのか」

「いいえ。でも両親の故郷に行ってみようかなと」

「そうか」

「その後は──桃源郷を巡ってみようかな、なんて」

　凪なぎが盈えい水すい院いん脱出を夢見るようになったのは浩こう雪せつの影響でもあった。この寇こう魔まは数年前、此し童どうに痛めつけられ境内に放置されていた凪なぎを見つけて介抱してくれた。それがきっかけで付き合いが始まった。この男を通じて凪なぎは外の世界について色々なことを学んだのだ。

「そうだな。そのときは一緒に行こう。仏ぶつ滅めつ魔ま教きよう団だんのやつらも引き連れてな」

「はい。お願いします」

　そこで凪なぎはふと思い出し、

「でも。その前に彭ほう寿じゆ星せい様にきちんとお礼をしなくちゃ」

「違いない」

　浩こう雪せつは笑った。

　つられて凪なぎも笑みを浮かべる。

　盈えい水すい院いんは壊れた。人々に与えられたのは無限大の自由。この地に留とどまるのも自由だし、去るのも自由だった。咎とがめる者はどこにもいないのだ。

（……自由。もうどこへ行ってもいいんだ）

　凪なぎは感慨深い気持ちになって天を仰いだ。

　真夏の空を覆い隠すように真っ白い神しん氣きが降り注いでいた。
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　世界を照らす仏の光は消えてしまった。

　九百年の歳月をかけて育ててきた盈えい水すい院いんは残骸へとなり果てた。殺せつ生しよう日にちを激化させたことによって人口の二パーセントが死に絶えた。俱く舎しや奈なに対する信仰は揺らいで神しん氣きが集まりにくくなった。もはや怪かい仏ぶつは大だい僧そう正じようではない──その座を追われた敗北者にすぎなかった。

　毒どく針ばり俱く舎しや奈なは瓦が礫れきの上に身を投げ出しながら破れた天蓋をぼうっと眺める。

　被害は人的なものだけにとどまらない。俱く舎しや奈なの精神が揺らいだことによって盈えい水すい院いんを取り囲んでいた障壁はぼろぼろと崩れていった。神しん氣きが雪のように街を白く染め上げていく。真夏だというのにおかしな景色だった。

「私は。間違っていたのかなぁ」

　この千年は決して充実したものではなかった。

　俱く舎しや奈なの心は常に乾いていたように思う。確かに盈えい水すい院いんでの暮らしは物質的には豊かなものだった。しかし俱く舎しや奈なを癒いやしてくれる者は誰一人としていなかった。

　神かみ津つ隊長。俱く舎しや奈なを拾ってくれた優しい人。

　あの男のためだけに生きてきたのに。

　──あんたは彩さい紀きの心を変えることはできない。

　熾し天てん寺じかがりの言葉が胸に突き刺さっていた。彩さい皇こうとは天下において比ひ肩けんする者が八人しかいない最強の人じん妖よう。その力をもってしても一人の人間を説得することすらできないとは笑い話にもならなかった。

　笑っても泣いても現実は変わらないのだ。

　俱く舎しや奈なは負けた。千年の努力が水泡に帰した。

　ただそれだけのことなのだ。

　潔いさぎよく死を選ぼう──そう思って瞳を閉じたとき、

「……遅れてすまなかった」

　声をかけられて瞼まぶたを開ける。

　そこには俱く舎しや奈なが会うことを願ってやまなかった人物──神かみ津つ彩さい紀きがいた。

　道服は血まみれだった。しかしさすがは医薬の神といったところだろう、既に傷口は完全に塞がっており、激戦の後だということを少しも感じさせぬきびきびとした動作で俱く舎しや奈なの隣に腰を下ろすのだった。

「な、なんで。どうしてここに」

　俱く舎しや奈なは慌てて半身を起こした。熾し天てん寺じかがりに殴られた頰がじんじんと痛んだ。

「それはともかく服を着ろ。目の毒だ」

「っ──！」

　気づけば戦いによって法ほう衣えがボロボロになっている。

　彩さい紀きが仙界から道服を取り出して寄越してきた。仏教徒なのに道教の服を着るのはどうかと思ったので胸の前で抱えておくにとどめる。

　いや。何を今さら恥ずかしがっているんだ。

　こんな肉体はただの〝箱〟にすぎないではないか。

「……彩さい紀き。まだいたの。盈えい水すい院いんに」

「今から出発したら日が暮れてしまうからな。一泊しようと思って」

「やっぱり私は捨てられたのね……」

　彩さい紀きは軽く嘆息した。

「……お前のやったことは普通じゃない。普通の人間なら千年も一つの思いを軸にして転てん生しようし続けるなどできないだろう」

「ふふ。執念深い阿あ呆ほうよね、私って」

「阿あ呆ほうだな。俺のことなんて忘れてしまえばよかったのに」

「忘れられるわけないじゃないっ！」

　我知らず叫んでいた。それを否定されれば毒どく針ばり俱く舎しや奈なの存在意義が失われてしまうのだ。

「私は神かみ津つ隊で過ごした日々が忘れられなかった。崩れていく日本で……色々な人が苦しんで死んでいく世界で、神かみ津つ隊のみんなだけが私の心を慰めてくれた。私の家族はみんなだったのよ。だから忘れられるわけがないの。特にあなたのことは……」

「そうか。悪かったな」

　彩さい紀きはそう言って俯うつむき、

「俺だってお前のことを忘れたことはなかった」

「っ──」

「お前だけじゃない。副隊長の迦か具ぐ也やもその他の皆も──他の部隊の連中だって忘れたことはない。俺はあいつらと平和な世界で暮らしたいと願っていた」

「だったらどうして私を受け入れてくれなかったの。私とあなたは、たぶん、世界で唯一神かみ代よの世界を知っている人間なのよ。助け合っていくべきだと思わない……？」

「それは同感だ。だけど盈えい水すい院いんは気に入らない」

　ちょっと──いや、かなりショックだった。

「どこが気に入らないのよ。言ってくれればあなたの思う通りに改変してあげるのに。──ああ、もしかして人を殺したりするルールがいけなかったとか？」

「それもそうだが根本的な問題がある。盈えい水すい院いんは〝内向き〟なんだ」

「内向き……？」

「俺は閉じられた世界で幸福を享受したいわけじゃない。この世界そのものを変えたい。寇こう魔まが跋ばつ扈こする暴力に満みち溢あふれた世界じゃなくて、人じん寇こう大戦が起きる前の、もっと言えば集合文化意識に穴が穿うがたれる前の、争いのない平和な時代に変えてしまいたい」

「どうやって変えるのよ。不可能だわ……」

「盈えい水すい院いんを目まの当あたりにして確信した。人の祈りには絶大な力が秘められている。時間を巻き戻すことだってできるかもしれない──俺の力と、お前の力と、あと七つくらいすごい力があればな」

　俱く舎しや奈なは驚きよう愕がくのあまり声も出なかった。

　それはまさに神に逆らう行為だった。そんなことを平然と言ってのける人間がこの世にいるとは。

　そういえば熾し天てん寺じかがりが言っていた。

　神かみ津つ彩さい紀きは『変わりたくない』という祈りを強固に保持していると。

　おそらくこの男は世界を巻き戻すという野望を千年前から抱いだいていたに違いない。熾し天てん寺じかがりとの平穏な生活によってその野望が摩耗することを危惧しているのかもしれなかった。

　俱く舎しや奈なは口元を歪ゆがめる。

　ならば、付け入る隙はあるかもしれない。

「──ふふ。そういう大それたことを平気で言うところが好きなのよ」

「このことはかがりに内緒にしておいてくれよ。あいつはおそらく俺とは別の方向で世界をぶっ壊そうと企たくらんでいるからな」

「わかっているわ。言うわけないじゃない」

　だって二人だけの秘密だもの。

　そのとき、往来の向こうから近づいてくる寇こう魔まの姿があった。狐きつね耳みみと狐きつね尻尾しつぽを惜しげもなくさらけだした少女。噂うわさをすればなんとやら、熾し天てん寺じかがりだった。

　その隣には朝廷から派遣された剣士、稲いな名な田だ湯ゆ津づ香かもいる。《仏の基礎因子》を失った俱く舎しや奈なはもう彼女の目を使うことはできない。あの少女の世界の見方は独創的で面白かったので、もう少しだけ憑ひよう依いしていたかった気もするけれど。

「彩さい紀き！　毒どく針ばりは見つかったのね」

　熾し天てん寺じかがりがこちらに気づいた。

　腕には屋台で買ってきたらしい蝗いなごの佃つくだ煮にのパック詰めを抱えている。あれだけ境内を破壊したのにもう店がやっているとは驚きだった。やはり人間というものは予想以上に逞たくましいイキモノらしい。彼女は俱く舎しや奈なの姿を認めると眦まなじりを吊つり上あげて睨にらみ下ろしてきた。

「もう彩さい紀きのことを狙おうだなんて考えないでよね。わかった？」

　俱く舎しや奈なは思わず彩さい紀きの顔を見上げた。彼は苦笑している。

「──私のことを殺そうとは思わないの？」

「殺したって始まらないわ。あんたには利用価値があるもの。──覚えてる？　私たちがここに来た理由は、あんたを仲間にするためなのよ」

　そう言って熾し天てん寺じかがりは一匹の蝗いなごを差し出してきた。

　あんまり好きじゃなかったので「いらんわ」と鄭てい重ちようにお断りしておく。

　彼女はぱくりと蝗いなごを口に含み、

「あんたがやったことは簡単に許せるものじゃないわ。ぼこぼこにされたんだもの。──だけど、あんたは彩さい紀きの仲間だった人間だから。もう反省してるみたいだし、仲良くしておくのもいいかなって思ったの」

「私が彩さい紀きを横取りしそうになっても？」

「そしたら叩たたっ斬きるからねっ！」

　俱く舎しや奈なは思わず笑ってしまった。前々から思っていたが面白い狐きつねだった。

　熾し天てん寺じかがりが蝗いなごのパックを隣の稲いな名な田だに押し付けた。手拭いでゴシゴシと指をきれいにしてから手を差し伸べてくる。目を白黒させる俱く舎しや奈なに対し、少女は少しだけばつが悪そうにしながらこう言った。

「引きこもってばかりじゃつまらないわ。今回のことで私もよくわかったもの。──だから、一緒に世界をぶっ壊すための準備をしない？」

　しばし呆あつ気けに取とられ──

　俱く舎しや奈なはやっぱり笑ってしまった。

　彩さい紀きがこの小娘に服従している理由がなんとなくわかったような気がした。この少女の意志は毒どく針ばり俱く舎しや奈なのそれを凌りよう駕がしているのかもしれない。彩さい紀きと二人がかりとはいえ、彩さい皇こうの野望を打ち砕いてしまったのだから。

　これを説得するのは骨が折れるぞ──そういう意味の視線を彩さい紀きに送ってやる。

　やつは苦笑していた。結局何も考えていないらしい。

　まあいいか、と俱く舎しや奈なは思った。

　彩さい紀きと一緒にいられるのならなんだっていいのだ。盈えい水すい院いんで引きこもりになるよりも、世界を壊すために身を砕いたほうが、何倍も健康的で人間的な気がするから。

（……そうね、）

　俱く舎しや奈なは熾し天てん寺じかがりの手を握り返しながら思う。

（こいつに転てん生しようするのは、もう少し後にしておこうかしら）
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　かくして九人いるうちの彩さい皇こうが二人も落ちた。

　榮えい凜りん島とうは寇こう魔まの呪縛から解き放たれて平和になった。盈えい水すい院いんは不条理なルールが破壊されて平々凡々たる寺院と化した。次の目的地は畿内の永えい楽らく朝ちようだろうか。

　彩さい皇こうの拠点を線で結ぶと神しん州しゆうは一つになる。

　このまま順々に落としていけば、やがて天を破壊するための武器を得られるだろう──

　ぎこちなく握手を交わしている少女たちの姿を目に焼きつけながら、彩さい紀きはそんなことを密ひそかに考える。

　境内には千年の祈りが雪となって降り注いでいた。

　西暦三〇九九年、夏のことである。


（おわり）









　あとがき




　お世話になっております小こ林ばやし湖こ底ていです。




　今回は仏教らしきモノがテーマとなっております。そして新しいヒロイン──毒どく針ばり俱く舎しや奈なは何度も何度も生まれ変わって自分の願いを叶かなえようとする不屈の仏道修行者です。個人的な趣味で恐縮ですが一度は輪りん廻ね転てん生しよう系ヒロインを書いてみたかったので今回はこんな話になりました。いつもと少し雰囲気が違うかもしれません。肉体や性格や人間性が変化しても変わることのない信念には惹ひかれるものがあります。




　さて本作のコンセプトが「全裸仙人最強！」であることは確かなのですがそれ以上に人間の精神に主眼を置いてもいます。歴史的に積み重ねられてきた旧弊的な思想が具現化した世界──主人公たちは過去の人間が構築したおかしな論理法則によって思考や行動を縛られているのですが、縛られながらも自分の内から湧き出る強力かつ純粋な〝意志〟や〝願い〟に端を発する力を存分に揮ふるって旧きゆう套とうだの因習だのを砕いていくこと、それが一つのテーマでもありました。今回も主人公たちは奇妙な法則が働く世界を一つ壊したわけですが、それは「戦闘能力が高かったから」というよりも「強い気持ちを抱いだいていたから」ということになるのでしょう。かなり根性論的な世界観ですね。まあ何をするにしても気持ちは大事ですからね。




　というわけで『少女願うに、この世界は壊すべき２』でした。

　ちなみに今更ですがこの小説は電撃大賞の同期作家から「うにこ」と呼ばれています。




　遅ればせながら謝辞を。

　素晴らしいイラストを描いてくださったろるあ様。もはや本作はイラストが本体です。

　またプロット段階から適切なアドバイスをくださった担当編集の長なが堀ほり様・小お野の寺でら様。そしてこの本をお手に取ってくださった読者の皆様。その他本書の刊行に関わる多くの皆様。すべての方々に厚く御礼申し上げます──ありがとうございました！

　また次回お会いしましょう（次回があれば）。


小こ林ばやし湖こ底てい
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～輪りん廻ね転てん生しょうの神しん髄ずい～








小こ林ばやし湖こ底てい





電撃文庫





2020年11月10日　発行





ver.001





©Kotei Kobayashi 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『少女願うに、この世界は壊すべき２　～輪廻転生の神髄～』

2020年11月10日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		序章　無辺の世界



		一章　八岐大蛇の食い残し



		二章　盈々一水の楽園



		仏章　箱の起源



		三章　盈水院の歪み



		四章　不殺生戒は破るべき



		五章　一切衆生悉有仏性の趨勢



		六章　毒針倶舎奈の悲願



		終章　転生者の末路



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/i-269.jpg





item/image/i-029.jpg
T






item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/i-244.jpg





item/image/i-085.jpg





item/image/i-180.jpg





item/image/fan-letter.jpg
A FBIEA, TR BF T3,

T Ly —5THk

T 102-8177 W HARTALH
[/ SEAE ] AR

(55 &R E] R

X
B}

L5 2-13-3

P2 —MCTEEVEEVWE ORI SEAMET 10:&5(C
EEAh—F*yb;+TH 1000571 ZTLEVM!

ZRTI—RFEFURLED 7 I ERL.
AEFHD/(RT—RZAALTTEELEE L,

[ https://kda.jp/dbn/

OLEEDRKRIIHURDHEEEOTRAZL TVELEZET,

|fk @7 r—hILEVNCZ BT BERI. HREROMRFEITELV125-BETY .
@7 r—hTLEVME MRICK) FERLPILFLBABHPETINBIENHVEY .

OV NCF I AT BB, B X—ILXERICHDDBERIIBEROTRIBICAYET .

O—EBXIEL TOVRLIENHUET .

OHFAELIT DS AREZEDH DT EE R/ THSEEL TEZL,

ot
z
7
2
s
|
b
IS
=
i}
b}
<
B
7
[n)
I

AFIEETHLTT,

ZOWFEIT 12 ar T EED AN HhSL I3 —YIBRBHIER Ao





item/image/kuchie-001.jpg
0

«,“w\-_i;:“TE
£ Ships 3"4‘:;%
UNAT U

®
M
=
)

i

il





item/image/toc-001.jpg
Contents

ot

I ok

11 Hot

Il ot

Bl ot

H ot

< ot

ERSHK

LEBELKRSH - #K o

Rit | ROKE

EoRE

REXIBOKE S

KBHBBEQ Y

| RRHRIEIHSBIR

EIRONE

HiHie e K

O+

—~0%

—1600

—onNo

oo

ign Work : AFTERGLOW

Des

\/ﬁ@r?ﬁx
=il

ERlen

_ uEQ

N R s 355





item/image/i-015.jpg





item/image/allcover-001.jpg
ki, co i g g ~ae

HEZRT S ONIN
i3 B DL E
Ii;)‘k’%é i%L'( Wiz
ilthh, g7
DR 2 ADTES, BHED SOME
Tl o< 2o
TR~ < Wy L g ? |
I, fe?if;f{j‘l'r!ﬂ%;)im'(l

WEEOPRVE, WERERVE. A%
BEBVLIATLED £, AWED
TORARE SR UE S S RV RIT
ELWEAL B T—

KUSHA

N

A

SN &

AFAN: 5%
RREEDA SR AL—5—,
RAVETHEBICHI TSN SHRMIIETUELN.
RROERBUENTUENE BRUE U,





item/image/i-256.jpg





item/image/i-130.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





